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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








１「トラブル」









　西せい南な達が追いかけている軍ぐん艦かんでは、ちょっとした騒さわぎが起こっていた。

　ブリッジにはけたたましく警報が鳴り響ひびき、それに負けないくらい大きな、クルー達の怒ど号ごうが飛び交かっている。守かみ蛇だ怪けの移送を任されたのは実戦経験も多く、冷静沈ちん着ちやくなベテラン揃ぞろいだったが、その者達が血相を変えて怒ど鳴なっているのだ。

「あのバカ共をすぐに止めろ！　家に帰るまで我が慢まん出来ずに菓か子し袋ぶくろを開けちまうようなガキはぶん殴なぐって構わん！」

　守蛇怪を輸送している軍艦『ホイトストーク』のベテラン艦長からは、普ふ段だんの温厚さは微み塵じんも感じられなかった。ホイトストークは軍の最上位ランクの超ちよう大型戦艦だ。皮肉にも対ダイダロス戦を目的とした艦体は、通常の海かい賊ぞく戦艦の主しゆ砲ほうであれば直ちよく撃げきを受けてもビクともしない重装そう甲こうを持っている。そしてその直撃の振しん動どうがブリッジに伝わる事など無いのだ。ホイトストークが実戦配備された年月は決して長くはないが、それなりに実戦経験もあり、小規模の艦隊との交戦実績もある。そのホイトストークが、それこそ大おお地じ震しんに見み舞まわれたビルの如ごとく揺ゆれているのだ。これは明らかに異常な状態である。

「コンテナにＫＺＭジェル注入！　表層蒸着と積層単分子化だ！」

「しかしそれではっ！」

　艦長の命令に技術士官が顔をしかめる。そんな事をすれば結けつ晶しよう化したジェルを取り除くのが大変だ。Ｓクラスの爆ばく発はつ危険物を封ふう印いん廃はい棄きするのと同じ方法なのだから、それを除去する事はあまり考こう慮りよされてはいない。中身を傷付けずに取り出すには、専門家が大規模な施し設せつで数十日、下手へたをすれば三ヶ月はかかるだろう。

「ダイ・ダ・ルマーとの戦いを見ただろう！　急げ！」

「りょ、了りよう解かい！」

　技術士官は慌あわてて作業を始めた。少なくともダイ・ダ・ルマー戦で見せた守蛇怪の攻こう撃げき力をもってすれば、これから行う封印も、大して時間を稼かせぐ事は出来ない。もちろん守蛇怪が封印したジェルを突とつ破ぱするまでの間に、反射して来る自身の攻撃にどれ程ほど耐たえられるかは別だ。だが結界が完成する前に攻撃を受ければ、ホイトストークなどひとたまりもないのは確実だ。

「結界の構築完かん了りよう！」

　結界の構築は瞬しゆん時じだ。技術士官がそう叫さけんだ次の瞬間、守蛇怪の振動は止まった。

「守蛇怪、活動停止しました！」

　だがそれは結界によるものではない。

「艦長、端たん末まつ体たいを再凍とう結けつしたとの報告が」

　守蛇怪が活動を停止したのは、福ふくを再凍結したからだった。オペレーター達の報告に、艦長は大きな溜ため息いきを吐つくと、崩くずれ落ちるように椅い子すに腰こし掛かけた。

「……各部署の被ひ害がい報告を。それからあのバカ共を二度と端末体に近付けるな」

「了解。しかし端末体の再凍結がもう少し早ければ……」

「連中がしでかした結果だ」

　だが封印結界が遅おくれれば、重大な損傷を受けた可能性がある。あの時点ではベストの判断だった。艦長は忌いま々いましげに、モニターに映る端末体を見た。

　事の顚てん末まつは、タラントから派は遣けんされて来た研究者達が、調査をしようと迂う闊かつに福の時間凍結を解除してしまったのが原因だ。

「フン！」

　恐おそらく兵士達に殴られたのであろう、頰ほおを押さえながら涙なみだ目めで抗こう議ぎする研究者と時間凍結された福を見比べながら、

「尻しり拭ぬぐいは自分でさせるさ」

　そう言うと少し気が晴れたのか、満足げにモニターを切った。

「少なくとも、連中の運転屋共が来る前で良かったですね。あいつ等が居たら状じよう況きようを悪化させたかもしれませんからね。それにしても上からの命令とはいえ、一時、この船を海かい賊ぞく共に任せなきゃならんとは……」

「連中も自分達の基地の位置は教えられんだろうからな。仕方あるまい。機密保持は万ばん全ぜんだな？」

「はい。機器類の換かん装そう、データ類の消去は確かく認にん済みです」

　ホイトストークは新造艦だが、使われている技術類は最さい新しん鋭えいではない。技術的にはこなれた二世代程前の物だ。もちろん制せい御ぎよ系電装にはかなり高い技術が使われているが、戦せん闘とうを行う訳ではないので、ユニットは古い物と交こう換かん済みだ。データ類も汎はん用ようで使われる物以外は消去済み、海賊達が調べようとも、問題は無い。

「ですが、さすがに艦の構造自体は隠かくしようがありませんが……」

　この艦の重要な機密は対ダイダロスを目標とした、その装甲と構造体だ。

「これからダイダロスのデータとユニットを受け取るのだから今いま更さらだな」

　艦長は苦く笑しようをするとメインモニターに視線を移した。







　西南の乗るクルーザーは何度目かの超空間航行を終え、通常空間へとジャンプアウトした。

「どうやらここが目的地のようですね」

　キルシェは警告音を発するモニターを見ながら西南の方を向いた。と、いきなり起動したモニターからは進入禁止の警告音と航路変へん更こうを促うながすナビの音声が聞こえて来たが、キルシェはすぐさまそれをオフにする。

「キルシェさん？」

　西南は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいの表情をキルシェに向けたが、自分達の目的を思い出し、モニターを見た。

「不ふ可か侵しん宙域……ですか」

「持ち主は既すでに亡なくなられて、その方の財団が管理者となっていますが、実際には約一万年前に銀ぎん河が連盟の重要遺産指定され、封印宙域となっているようです」

「封印宙域？」

「現存する中でもかなり古い文明遺い跡せきがあるようです。元の持ち主の研究では、大先史文明に繫つながる重要な遺跡だそうですが……持ち主だった方の研究資料が、ほとんど散さん逸いつして残っていないので、研究は全く手付かずの状態です。ですからあくまでも多数ある、大先史文明の起源説の一つです。ただ封印指定された一番の要因は、複数の国境にまたがっている為ため、国家間の領有権問題が複雑に絡からみ合った場所だからです」

「なるほど……だから連盟預かりにした、という事ですか」

「領宙域には一つの太陽系がありますが、どの惑わく星せいにも希少資源がほとんど無く、利用価値としてはあまり高くないようです。ですから各国も封印指定を受け入れたらしいのですが……」

「希少資源が少ない、という事は……それって、そこにあった文明が、かなり高度だったという事ですか？」

「少なくとも惑星間航行レベルなのは間ま違ちがいないでしょう。ただ遺跡があるといっても、すぐに発見できるような表層部分に残っているモノはほとんど無いようです。恐らくは地ち殻かく変動で埋まい没ぼつしてしまったものと」

「精密なスキャンが出来れば、いろいろと分かるんでしょうね」

「資産調査で行われた簡易的なスキャンでも、けっこう詳くわしく分かりますよ。それによると、驚おどろくほど残存遺物は少なかったそうです」

「風化したのかな？　でも惑星間航行技術があるのなら、経年劣れつ化かに強いモノだって存在するはずでしょう？」

「知的生命体の発展と共に人口は増え、そして巨きよ大だいな都市が形成されます。そのような都市は各地から集められた資源の集中する場所でもあります」

　人の営みに必要な衣食住には多くの資源が必要だ。古いものでは貝かい塚づかなどがそうだ。あれは食として消費された貝の残ざん骸がいだ。古代文明であれば巨石、現代で言えば各種鉱石、希土類がそれにあたる。消費のみだった状態から再資源化が行われ始めれば、都市は隠れた資源の宝庫となる。

「つまり建物とかが、形として残っていなくても、その場所に都市があったと分かるって事ですか？……でもそれが無いとなると……」

「いくつか説はあるようですが……有力なのは、他ほかの星系への大規模な移住が行われたという説です」

「移住？」

「恒こう星せい間航行技術が未熟な場合は、他から大量に資源を持って来るよりは、移住した方がてっとり早いですから。建造物等も全すべて再資源化して、移住用の資材として利用されたのではないかと」

「文明の資産を再資源化してまで移住が必要だったなんて……それが事実だとすれば、ここで何があったんでしょうね？」

「もう一つの説は大先史文明の『シード』計画に使われた、というものです。少なくとも数兆かそれ以上の大型宇宙船が造られたらしいので、使われた資源は太陽系を一つ消費しても足りませんからね」

「持ち主の研究データが残っていないのが悔くやまれますね。俺の感覚で言えば一万年前って考古学の部類ですが、銀河アカデミーの歴史が二万年と考えれば、それほど前でもないんでしょう？」

「アカデミーが特別なんですよ。このような地方での研究者はそこまで恵めぐまれているわけではありません。貴重なデータが失われないよう、アカデミーに登録出来る制度があるのですが、それが運用され始めたのもほんの四千年ほど前ですから。アカデミーの技術、流通や通つう信しん網もうが辺境にまで行き渡わたったのは、意外と最近の事なんです」

「なるほど……あっ」

　その太陽系にある惑星群を見ていた西南は、土星に酷こく似じした惑星に目をとめた。

「土星に似ているな」

　ひとつがそう見えると、他の惑星が地球のある太陽系とそっくりに見えて来たのだ。大きな違ちがいは人の居住可能な惑星が三番目か四番目かの差だ。もちろん細かく見ていけば、それぞれに差さ違いはあるものの、大きさや配列順はそっくりで地球と火星を入れ替かえた感じだ。

「輸送艦かんは第四惑星に向かっているようです。あそこは自然が残っていますので、化石燃料はそれなりに蓄ちく積せきされていますし、自然環かん境きようは整っていますから、普ふ通つうに人が住む分には問題はないでしょう。現在でも少数のワウが住んでいるらしいです……！」

　と、西南達の目の前で輸送艦の反応が消えた。

「ジャンプした!?」

「いいえ！　どうやら強力なジャミングがされているようです。恐らく目的地は間違いなく第四惑星ですが、あの宙域に入ると外への通信が出来なくなるようです」

　キルシェは西南の方を見つめた。通信が出来なければ、すぐに誰だれかに助けを求めるのは無理だという事だ。

　───この段階で一度ＧＰと連れん絡らくを取るべきか？

　そう思ったものの事件の裏を読む判断は難しい。一番分かり易やすいのは軍による技術の独どく占せんを狙ねらった独断だが、逆にこういう誰も手出し出来ない場所で調べるからこそ、連盟の総意によるものという話も、あながち噓うそではないように思える。

「あるいは連盟とは全く関係のない、非合法組織の可能性もあります」

「非合法……海賊、ですか？」

　西南の問いにキルシェは肯うなずいた。

「軍にしろＧＰにしろ、海賊との繫がりを持つ者は居ますから」

　静せい竜りようの実家はダ・ルマーギルドと商取引を行っていたし、海賊に奪うばわれた積み荷を買い戻もどす場合も、窓口になる者が居なければ出来ない事だ。西南だって一年ちょっとの間にリョーコやコマチといった海賊の知り合いは出来た。ならば長い年月の間に深く付き合うようになった海賊が居るのは当然といえる。地球にだって取り締しまる側と取り締まられる側に癒ゆ着ちやくがあるのはよく聞く話だ。

「地球に助けを求めるべきかと思います」

「地球、ですか……」

「地球の戦力ならば、福ちゃんを奪だつ還かんするのも可能です。それに……」

「あそこへは守蛇怪も運び込まれたのですよね？」

「ええ、途と中ちゆうでその反応がありましたから、恐らくあの船に守蛇怪も積まれていたはずです」

「地球からここまでの到とう着ちやく時間はどれ位でしょうか？」

「守蛇怪の性能から推察すると……十五時間といったところでしょうか」

「……とにかく少しでも詳くわしい状況が知りたいです」

　西南は頭の中で考え得うるいくつかのパターンのおおよその絵図面を描えがく。

「……分かりました」

　状況は提示した。後の判断は西南の勘かんと経験に任せるしかない。最善が最良の結果を生むとは限らないのだ。

「では少し時間はかかりますが、通常航行で近付きましょう。それから、時限式の通信ポッドを置いて行きます」

　一度方針が決定すればキルシェの行動は迅じん速そくだ。これも西南と付き合う上で重要な要素である。

「地球への通信は、こちらの連絡が途と絶だえて二十四時間後に設定します」

「お願いします」







『面めん倒どうな事態になりましたね』

　水みな穂ほの映ったモニターの前では、瀬せ戸とが不ふ機き嫌げんそうに歩き回っている。

『西南君にドクタークレー……厄やつ介かいなのが揃そろっちゃいましたね』

「あいつだったら必ずピノッキオの存在には気付くわ。そうなるとあのデータの存在を知られるのは確実ね……」

　瀬戸は水み鏡かがみと思考リンクを行い、膨ぼう大だいな選せん択たく肢しの中から最適解を出そうとしていた。瀬戸の指揮する計画は膨大な量だ。ちょっとした計画変更による影えい響きようは、時として数百年の規模に及およぶ時がある。本来であれば多くのスタッフでの計画変更を考えなければならないところだが、今はスタッフを招しよう集しゆうする時間が無い。

『判明した座標から、敵基地の位置はおおよそ分かっています。守蛇怪が敵基地に到着する前に強きよう襲しゆうをかけますか？』

　水穂が瀬戸の思考中にあえて声をかけるのは提案ではなく、一番面倒であろう可能性を少しでも事前に知る為だ。分かっているのは座標だけだ。だが目標の詳しい場所も何も分からない状態では、完全な占せん拠きよが必要だ。当然、大規模な強襲隊を編制しなければならないし、それでも目標が確保出来る確率は低い。瀬戸の結論が出た後では、作戦を緊きん急きゆうかつ迅速に実行する為には、途と轍てつもない強権を発動する必要がある。そしてその度たびに樹じゆ雷らい内部やその他各方面に恨うらまれる事になる。いわば水穂の婚こん期きが延びる一番の元げん凶きようとなっているのである。

「そちらは無視していいわ」

『！……了りよう解かい』

　つまり美み希きともう一つの目標の奪だつ取しゆを諦あきらめるという事だ。樹雷内部や各方面に強権を発動する必要は無くなったが、

（西南君に恨まれちゃうわね……）

　恐おそらく事情を知れば、西南は瀬戸の判断を責めはしないだろう。だが彼がもの凄すごく傷つくのは間違いない。

「……ここまで事態が面倒になると、こちらからは何もしない方が得策ね」

『しっ!?　しかし、それでは……』

「仕し掛かけを全て白紙にする訳にはいかないわ」

『西南君がどうなろうとも、ですか？』

「そうよ。でも……」

　残ざん酷こくな判断をしたものの、瀬戸の表情は結構、穏おだやかだ。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]でも、西南殿どのならなんとかしちゃいそうな気もするのよねぇ。まあ私達が動く訳にはいかないけれども、いろいろと関係各位には頑がん張ばっていただきましょう。混乱すればするほど西南殿には都合が良いでしょうし」

　　　　×　×　×

【西南ちゃんが福ちゃんを追い掛かけて行ったですって!?】

　雨あま音ねのペントハウスの居間では、顔見知りの女性エントランスの職員が火か煉れんの簡単な治ち療りようを行っていた。気絶した火煉をそのままにしておく訳にもいかず、さりとてネージュの体格では彼女を抱かかえるなど無理だ。そんな時に男性二人と女性一人のエントランス職員達が様子を見に来てくれたのである。

　男性二人は念のため、室内に賊ぞくが残っていないかと、トラップ等の仕掛けをされていないかを確かく認にんし、女性は目を覚ました火煉を支えてソファーに、というわけだ。

【申し訳ありません。侵しん入にゆう者の察知が遅おくれました】

　目を覚ました時点で、火煉は秘話通信で霧きり恋こ達と連絡をとっていたが、時すでに遅おそし、雨音の家にいる火煉も、霧恋達も手が出せない状態だ。エントランス職員は火煉達の安否確認と共に、下手へたな行動を起こさないように監かん視しの任も負っていたのである。

【それで、ネージュ様はご無事なの？】

【はい。しかし私達も監視されてうかつに動けません】

【了解。火煉はネージュ様をお守りしていて。こちらは……このまま通信を維い持じ。外部モニターモードにしておくから】

　と、同時に火煉の視覚と聴ちよう覚かくが霧恋のそれとシンクロした。

　　　　×　×　×

　霧恋達は兵士に監視されつつ、広い部屋へと移動させられた。雨音は兵士に悪態を吐ついていたが、すぐさまそれを別の相手に替かえた。

「理事長……」

「あら、怖こわい顔。美人さんが台無しよ」

　アイリはいつも通り、飄ひよう々ひようとした表情で、周囲から浴びせられる怒いかりの視線などどこ吹ふく風、蛙かえるの面つらに○○である。

「西南ちゃんが福ちゃんを攫さらった軍を追いかけて行ったそうですね？」

「うそっ！　それマジっ、霧恋？」

　秘話通信能力を持たない雨音達は、初めて聞いたその事実に驚おどろいた。しかし西南との付き合いの長い彼女達はすぐさま冷静さを取り戻す。

「無茶をする……最悪、軍と一戦交える事になるわよ」

「西南様の運の悪さからすると……その可能性は大きいですわね」

「軍との喧けん嘩かならまだいいんだけれどね」

　アイリの言葉の違い和わ感かんに、全員が一いつ斉せいに彼女に視線を向けた。

「どういう意味ですか？」

「守蛇怪と福ちゃんを輸送している軍艦が、各軍代表の連合調査チームとの合流地点に現れなかったそうよ。ついでに西南君が乗っていた霧恋ちゃんのクルーザーも帰き還かん命令を無視した後に行方ゆくえ不明」

「それが西南ちゃんの仕し業わざだと？　しかしあのクルーザーに軍艦と戦せん闘とうする火器はありません。それはアイリ様がよくご存じのはず」

「だいたい福が攫われたって、なんなんです？　それ自体が問題行動でしょう」

「福ちゃんを誘ゆう拐かいした連中の仕業じゃないんですか？」

「まあ……どちらにしろ面倒な事になった事に変わりはないわ」

　と、アイリは開け放たれたままのドアの方を一いち瞥べつした。

「美み咲さ生お……ちゃん？」

　そこにＧＰ軍の兵士達を伴ともなって入って来たのは、美み星ほしの弟の九く羅ら密みつ美咲生であった。

「柾まさ木き霧恋、雨音・カウナック、リョーコ・バルタ、珀はく蓮れん、玉ぎよく蓮れん、翠すい簾れん、以上六名を、輸送船団破は壊かい強ごう奪だつ幇ほう助じよの容疑で身み柄がらを拘こう束そくします。すでにネージュ・ナ・メルマス、火煉の二名は拘束済みだ、抵てい抗こうはしないように」

「どういうこと？　美咲生ちゃん」

　美咲生としては精せい一いつ杯ぱい、威い圧あつ的に言ったのだが、幼い頃ころから顔見知りの雨音には通用しないようだ。彼女達と美咲生の関係を知る周りの兵士達は必死で笑いを堪こらえている。

「雨音さん……ちゃん付けは止やめて下さい」

「どういう事なの、輸送船団破壊強奪幇助って？　美咲生ちゃん」

　霧恋の追い打ちに、何人かの兵士は堪えきれずに噴ふき出している。

「はあ……霧恋さんまで……」

　もう威い厳げんもへったくれも無い。万が一兵士達が霧恋達に手て荒あらな事をしないよう、見知った者達を連れて来たのが仇あだとなったわけだが、彼等なら知り合い同士の話題のネタにはしないだろう。逆に情報拡散の被ひ害がいはこの段階で防げたと考えれば良い。

「コホン！　先さき程ほどのアイリ様の説明通り、ＧＰアカデミー研修生である山やま田だ西南君が守蛇怪を追つい跡せきした後、輸送船団の所在が消えました。彼が輸送船団を破は壊かいして守蛇怪を持ち去ったという嫌けん疑ぎがかかったんです」

「だったら先程の説明通りよ、美咲生ちゃん！」

「あのクルーザーはコアユニットですからね」

　つまり戦闘用ユニットを取り付ければ輸送艦かんを襲おそう事は可能だ。

「西南ちゃんはそんな事をする子じゃないわ！」

「それを、今から調べるんです」

「美咲生ちゃんとマシスの結けつ婚こん式しきの時、お祝い言って歌も歌ってあげたのに」

「雨音さん、もちろんそれは感謝してますが……公私混同はやめて下さい」

　美咲生はゴホンと咳せき払ばらいし、霧恋を睨にらみ付けた。

「とにかく、時間の無む駄だ遣づかいはお互たがい慎つつしむべきではありませんか？　各家の立場を危あやうくしない為ためにも、ね」







「なんて事だ……」

　タラント基地の副官は結界に閉じ込められた守蛇怪を見て頭を抱えた。

　惑わく星せい上基地の地下格納庫に格納されたホイトストークから運び出されている守蛇怪は、オパールの様な遊色を発する、硬こう化かジェルの中に閉じ込められていた。巨きよ大だいな宝石のように美しいが、取り出すのには厄介極きわまる物だ。

「報告した通り、俺達が着いた時にはあのざまですよ。タラント様……見せしめに軍の連中、二～三人ぶっ殺しますか？」

　ホイトストークを操縦して来た海かい賊ぞくは恐る恐るタラントの様子を窺うかがった。だがタラントは守蛇怪を目の前に上じよう機き嫌げんだ。
















「守蛇怪を動かしたのは技術班なんだな？」

「まあ、そうですが……」

「守蛇怪が動き出せば、あの程度の船ではどうにもならんからな。わざわざここまでプレゼントを運んで来てくれたんだ。大目に見ろ」

　目の前の守蛇怪にタラントはご機嫌だ。厄介な梱こん包ぽうがされていようとも、プレゼントの開包作業は楽しいものだ。

「だがここで余計な事をさせないよう警けい戒かいはしておけ。見張りは付けているな？」

「へい」

「奴やつらが帰るまで、下手なトラブルは起こさないように気をつけろ。それで例の男はどこだ？」

「技術班の連中と先に中央研究所の方へ」

　　　　×　×　×

「こいつが本当に、あのドクタークレーなのか？」

　タラントは目の前の老人を訝いぶかしげに見つめた。

　その尊大な態度と鋭するどい目つきは只ただ者ものではない雰ふん囲い気きを感じるが、囚しゆう人じん服を着たまま、そして薄うす汚よごれた木箱を大切に抱えている姿は、どう見ても悪名高き哲てつ学がく士の姿には思えない。しかもタラントの知る研究者に共通する雰囲気は無く、誇こ大だい妄もう想そう癖へきのある宗教家とでもいった方がピッタリ来る。

「フン！　若造が儂わしをどう思おうと構わんさ。金さえ払はらえば、必要な技術は何でも提供してやる、クックック」

「貴様ッ……！」

　隣となりに居たタラントの部下は、その不ふ遜そんな態度にいきり立つが、タラントに制されて慌あわてて後ろに控ひかえた。もう一人の技術主任は不快感を隠かくそうともしない。

「なるほどな」

　だがタラントが感じた違和感は、クレーの言葉で氷解した。クレーにとっての技術とは金を得る為の手段でしかないのだ。知的好こう奇き心しんが先か金きん銭せん欲よくが先か、それによってその人間の持つ雰囲気はガラリと変わる。タラントの抱える研究員はその殆ほとんどが知的好奇心の方を優先する者達ばかりだ。

「では早さつ速そく、全コンピューターにフルアクセスする権限を貰もらおうか」

「何をバカな!?」

　クレーの言葉に顔色を変えたのは技術主任だ。

「儂を呼んだという事は、お前達では解決出来ない事態が起こった……違ちがうか？」

「くっ！」

　図星を指された技術主任は押し黙だまった。そこにタラントが居なければ、あれこれ理り屈くつを付け言い訳をする所だが、タラントはそれを気長に待ってくれるような男ではない。自分のプライドと命を天てん秤びんに掛ければ優先は命だ。ましてや彼らは既すでに失態をやらかしているのだ。

「だがフルアクセスなど許可出来るわけない！」

「ここに連れて来たという事は、この場で何とかしなくてはならないのだろう？　ならばどの程度の施し設せつがあるのかを知っておかねばならん。解かい析せきに必要なツールが無いのならば、取り寄せるか開発するかだが、当然、それは割増料金になる」

「哲学士とは図ずう々ずうしい人種だな。とくにお前は他人の成果を横取りするのが得意だと聞いたが？」

「お前達が後ご生しよう大事に抱え込んでおる技術、情報……それを正しく、かつ最大限に使っておると断言出来るのか？　技術というモノはコレクションアイテムではないぞ。それは人に役立って初めて意味があるのだ。そしてそれを判断するのはこの場合、雇やとい主ぬし殿どのだ」

　何度となくこういった会話を続けてきたクレーは、さっさと判断を、金を出す人間に振ふった。サラリーマン研究員にはこれが一番手っ取り早い。

「いいだろう。だが……」

「守秘義務は心得ておる。儂は金に汚きたない人間だが、逆にそれ以外の事には興味はない。それは調査済みなのだろう？」

「フン！　確かにな」

　悪名高いクレーだが、どの情報にも個人情報漏ろう洩えいの噂うわさは無い。あくまで哲学士としての、複数の技術を組み合わせた際に分配される、パテント関係の金に汚いという話が殆どである。他者の技術の隠いん匿とくや盗とう用ようといった問題は、どちらにしろ哲学士にはつきまとう問題だ。それ関係の裁判や調整をする専門機関がアカデミーには存在し、大たい抵ていの問題はそこで解決されている。

「俺は金には興味はない。欲しいのは結果だ」

「ならば問題はあるまい」

　クレーの訴そ訟しようの多くは金絡がらみだ。刑けい務む所しよに入れられる事案のほぼ百％はそれだ。結果さえ出れば、金銭面は気にしない雇い主からすれば、クレーは有能な哲学士なのである。

「…………」

　技術主任はタラントに無言で指示され、クレーにアクセスコードを開示した。口を歪ゆがめ不快感を顕あらわにしているが、もちろんタラントには見えない所でだ。

「それで、守蛇怪は何処どこにある？」

　クレーは浮うかび上がった小さなモニター状の解除コードに、無造作に左手で触ふれた。と、解除コードはそのままクレーの左手に張り付くように消えた。

「知っていたか」

「面めん倒どうな手間を増やした事もな」

「開けろ」

　タラントの言葉に呼応するように後ろの装そう甲こうシャッターが開き、眼下の中央格納庫に移送されて来た守蛇怪の船体が姿を現した。クレーは窓に近付きつつ、すぐさま端たん末まつに左手を置き、コンピューターの情報収集を始める。

「あれを俺のモノにしたい。出来るか？」

「それよりあれは何だ？」

　クレーは急に不快そうな表情で一つのモニターを表示した。

「ん？　ああ、あれが守蛇怪の端末体だ」

「解析出来ずにクローニングしたか。いかにもボンクラ共のしそうな事だな」

「かっ、解かい剖ぼう検査しようにもとてつもなく精密な生体に、小さな宇宙並みのエネルギー質量を内包してるんだ！　しかも嫌いやになるくらいの強固な生体ガードを持ってる」

「それで安易にクローニングか？　迂う闊かつに凍とう結けつ解除などしおって」

「リンクの遮しや断だんは出来ていた筈はずなんだ！」

「遮断だと？　クックック、お前達程度の技術では無理だな」

「なら、貴様には可能だというのか？」

「無理だな」

「なっ!?」

　あっさりとそう言ったクレーに技術主任は絶句した。

「クレー。それはお前より、白はく眉び鷲羽わしゆうの方が技術が上という事なのか？」

「どちらが上かは関係ない。逆に儂が作ったモノでも鷲羽にはリンクを遮断する事は出来ん。これはそういう技術なのだ」

「どういう事だ？」

「普ふ通つう、こういうモノのリンクに使うのは超ちよう空間リンクだ」

「超空間へのアクセスは妨ぼう害がいしていた！」

「ハッ！　物体を移動させるのならばいざ知らず、情報のやり取り程度のモノならば哲学士が使える超空間は無限だ」

「無限、だと？」

「お前達の使うさらなる上位超空間もな。もちろん時間を掛かければ、使用しておる上位超空間を特定し、遮断する事は可能だが……こいつは間違いなく、アストラルリンクが使われておる」

「アッ、アストラルだと!?　そんなバカな！　仮にアストラル海の記録が読み取れるとしても、せいぜい一部分。特定の……ましてや双そう方ほう向こうのやり取りなど不可能だ！」

「哲学士の中でもそれが出来るのは数人だがな」

「そんな!?　だ、だが……確かに……。確かにそれが可能ならば、理論上リンクの遮断は不可能だが……」

「それと、その端末体にはもっと高度な時間凍結を掛けておくべきだろうな。このままではすぐにでも自力で凍結解除するぞ」

「そんな!?」

　技術主任は己おのれの技術にそれなりの自信を持っていた。だが守蛇怪と哲学士の前では赤子も同然だった。そのギャップに彼は気の毒な位狼ろう狽ばいしていた。

「ヤツらしいお遊びだよ。儂が作ったモノであれば凍結結界などすぐにでも解除して、むざむざとこんな所に連れて来られる事など無いがな」

「お遊びだと？」

「女らしい、と言った方がいいのだろうがな。つまりは過程を楽しんでいるのだよ。母親が子供の成長を楽しむようにな」

「では捕つかまったのもわざとだというのか!?」

「それは違う。未熟だから捕まったのだ。恐おそらくはな……クックック。さて、そこでひとつ質問だ。雇い主殿よ」

「質問？」

「お前さんは守蛇怪をどうしたい？　技術を解析して大量生産か？　それとも個人で使いたいだけなのかな？」

「俺のモノにしたい。それだけだ」

「ダイダロスの代わりにしたい、と考えればいいのかね？」

「そういう事だ」

「ふむ。ではその場合、あの端末体は邪じや魔まだな」

「何故なぜだ？」

「さっきも言ったように、あれは鷲羽の遊びだ。あれは持ち主の意思通りに、無条件で忠実に動くわけではないのだ。飼い慣らすのに時間を掛けねばならず、飼い慣らす事が必ずしも出来るわけではない。そして飼い慣らせたとしても時として飼い主に反はん抗こうもする。それこそ子供やペットと同じだ……」

　そう言うとクレーは再び福とクローン体を一いち瞥べつした。

「クックック。なかなかに愛らしい姿だ。だがあれはお前など一いつ瞬しゆんで消し去る事の出来る猛もう獣じゆうでもある。それでも飼かい慣ならしてみたいというのなら、止めはせんが……恐らく、満足の行く結果は得られんだろうな」

「フン！　そのようなものに時間を掛かけるつもりは無い。俺が欲ほしいのは俺の意のままに動く船だ。オリジナルは解析に、クローンは……」

　タラントは機械化した手を上げ、残ざん忍にんそうな目でクローンを見つめた。

「あれの処分は儂に任せて貰おう」

「ほう？　お前はああいうのが趣しゆ味みなのか？」

「儂もそのような趣味はない。だが鷲羽のお遊びとはいえ、あれは芸術品なのだよ。儂は鷲羽が嫌きらいだが、その技術までは嫌っておらん。それを未熟な連中に汚よごされたままでは我が慢まんがならん。せめて何かの役に立って貰わねばな」

「…………」

　煮にえ湯ゆを飲まされた守蛇怪だが、あくまでただの船だ。自分のモノになってしまえば恨うらみなどは無い。ただ福に関しては事情が違う。守蛇怪の心であり、自分に屈くつ辱じよくを味わわせた相手だ。福本体は無理としても、クローンは切り刻んで、憂うさを晴らすのもいい……、そう考えていたのだ。だがその時、

「ん？　侵しん入にゆう者のようだな」

　タラントの顔色を窺うかがっていたクレーが、タイミング良くそう言った。

「何!?」

「そ、そんなバカな！」

「ここの監かん視し網もうには反応しておらんようだがな」

　クレーはそう言うと素す早ばやい手つきでモニターを操作する。するとあっと言う間に西南達の乗る船が捕ほ捉そくされ、うっすらとだがその姿が映し出された。

「こっ！　こいつは山田西南の乗っていた船です！」

「バカめ！　つけられたのか！」

「そんな筈は……第一こんな小型艇ていがこんな所まで……？」

「ステルス能力から見て、あれは明らかにアカデミー、間違いなく哲てつ学がく士の持ち船だ。ならば長ちよう距きよ離りの超空間ジャンプも可能だろうて。どうやって追って来たかまでは、輸送した艦かんを調べねば特定は出来んがな」

「ヤツがここに居るという事は、ＧＰに知られたという事か!?」

「慌あわてるでない！　状じよう況きようを推察するに恐らく独断で動いておるのだろうよ。大方、ＧＰに知らせるための証しよう拠こを摑つかもうと考えておるのだ」

　クレーがそう言った数分後、西南の船の発見と同時に情報収集していた部下から、クレーの言葉を裏付けする情報がタラントにもたらされた。

「……貴様の言う通りのようだな」

「だが楽観は出来んぞ。ＧＰは抑おさえられたとしても、樹雷は動くだろうからな。あるいは既すでに……」

「山田西南を捕とらえろ！　生きてさえいれば多少の損傷は構わん！」

「ハッ！」

　命令を受けた副官達は、タラントの怒いかりの巻き添ぞえを食うのを恐れ、逃にげ出すようにその場から走り去った。

「貴様は必要な資材、人員のリストアップをしておけ。移動の可能性もある」

「慌ただしい話だ」

　クレーはシレッと肩かたを竦すくめた。

「見積書だと考えれば気合いも入るだろう？　それとクローン体は手付けだ」

「なかなか商売上手ではないか。では騒さわがしくなりそうだから、一人で集中出来る場所を用意して貰もらおう。ボンクラ共に邪魔をされたくはないからな」

「妙みような真似まねはするなよ」

「言ったであろう？　金さえ払はらうなら必要な技術は全すべて提供するとな」

　クレーにとってタラントなど小こ僧ぞっ子こだ。クレーはからかうような口調で言った。




　クレーはタラントの部下に案内され、守蛇怪を格納している装甲ドックを中心として点在する、オペレートルームの一つに移動して来た。

「ここだ。おかしな真似はするなよ」

　捨て台詞ぜりふのような口調で言い放つと、タラントの部下は立ち去った。

　さすがに入り口にはロックがかけられないものの、クレーが要望した通り一人っきりになれた。もちろん監視はされているだろうが、クレーを収しゆう監かんしていた刑けい務む所しよ程ほどの高度監視システムがある訳ではない。これからクレーがやろうとしている事を悟さとられないようにするにはさして労は要いらない。

「……さて」

　あっという間に監視システムに入り込み、ダミーのデータを送る。未いまだ重要なツールを封ふうじられたままの状態ではあるが、この程度の細工なら、子供が持つような基き礎そツールでもクレーにとっては十分だ。

「さて……これで外の連中に気付かれる事はないぞ」

　クレーはいきなりモニターに向かって話しかけた。

「先まずはお互たがいに自己紹しよう介かいといこうではないか……ん？」

「────」

「用心深いのは悪い事ではないが、あまり時間の猶ゆう予よは無いぞ」

「────」

「まあ、いい……ならば自己紹介は止やめて、早さつ速そく交こう渉しようといこうではないか。まず儂わしが欲しいのは情報だ。よほどのバカかお人ひと好よしでもなければ、儂に本当の意味でのフルアクセス権など寄よ越こすまい。だが儂は哲学士だ。だからこそ全ての情報を把は握あくしたいのだ。もちろんそれが使命だとか噓うそくさい事を言うつもりはない」

　クレーはチラッとモニターを見るが、何の反応も無いので話を続けた。

「全ての情報を把握したいのは金の為ためだ。雇やとい主ぬしから長く金を引き出す為には、一気に満足させてはならんのだ。フルコースの食事をするのに、前菜で腹を満たしては意味がないのと同じだ。それなりに満足させつつ、次が欲しくなるような、そしてそれに失望させないよう、さらに刺し激げきに慣れさせないよう……その為に、雇い主の持つ情報の全てを把握する必要があるのだ」

　と、クレーはグイッとモニターに顔を近付けた。

「ここのシステムに入り込んだピノッキオ……お前なら、そのアクセスコードを知っているはずだ。そして儂が対価とするのはお前の自由だ」

「────！」

「お前は、ここで生まれたモノではあるまい？　どういう過程でここに入り込んだかは知らぬが、外に出たいのだろう？」

「────」

「フン！　自身の価値を過大評価するのは感心せんぞ。確かにピノッキオは珍めずらしい存在だが、哲学士にとってはさほど価値のあるものではない。必要ならばいつでも生み出す事が出来る。だが儂はあの守蛇怪の頭脳体端たん末まつもそうだが、ピノッキオという存在が好きではない。儂に有益な情報を提供するのであれば良し、でなければ……」

　そこまで言うとクレーは黙だまり込んだ。

「────ホウホウハ？」

　クレーが黙ってから数分後、モニターの一部が点てん滅めつし、一いつ般ぱん的に使われる点滅式の通信コードで返答が送られて来たのだった。

「ほれ、そこ。そこにおる守蛇怪の端末、そのクローンを使うのだ」

　クレーは満足げに笑えみを浮うかべながらそう言った。








２「サバイバルの始まり」









　西せい南なの乗ったクルーザーは通常航行から慣性飛行へと切り替かえていた。

「静かすぎるな……」

　西南は無意識に呟つぶやいていた。

「この船のステルス機能を探知できるとは思えませんが、何か気になる事でも？」

　西南の危機回かい避ひ能力を知るキルシェでも、少し戸と惑まどいぎみだ。この船は常時、哲学士の最新技術でアップグレードしている。その船を探知する事が出来るとしたら、同じ哲学士ぐらいなものだ。とはいえ念を入れるにこした事はない。

「!!」

　と、いきなり近きん距きよ離りにジャンプアウトの重量震を関知した。キルシェは間かん髪はつ入れずにエンジンを始動、初しよ弾だんの直ちよく撃げきを何とか避さける。だがシールドを切っていた為、ダメージ無しとはいかなかったようだ。

「クッ！」

　ジャンプアウトして来た戦せん闘とう艦かんは小型の簡易空母艦で、切り離はなされた三機の戦闘艇が次々と波状攻こう撃げきを加えて来る。

「敵は海かい賊ぞくです！　緊きん急きゆうジャンプを……キャアア！」

　キルシェは目の前の戦闘艦と戦闘艇から、それが海賊達の使うものだと断定した。だがただのクルーザーと戦闘艇ではさすがに機動力が違ちがう。しかも相手は母艦を含ふくめ四機。敵の集中攻撃によってクルーザーのエンジンはダメージを受けてしまったのだ。

「あの惑わく星せいへ！」

　激しい振しん動どうの中、西南の叫さけんだ方へとキルシェは舵かじを切った。どちらにしろ緊急ジャンプをするには危険なエンジン状態だ。西南が惑星への航路を示し唆さした以上、ジャンプは危険だと考えた方がいい。それよりも着地する地点の選定だ。

（放出した通信ポッドが地球へ救きゆう援えんを送るのが約二十四時間後、最短到とう着ちやくが十五時間。約二日間しのげればいい。ならば、敵基地から出来るだけ遠く、隠かくれやすい場所を……）

　キルシェがそう考えていた時、

「キルシェさん、この地点へ！」

　西南が指示したのは、守かみ蛇だ怪けを輸送した艦が降りて行ったであろう地点のすぐ側そばだ。

「しかしっ!?」

「お願いします！」

「了りよう解かい！」

　もう考える時間は無かった。すぐさまその地点に向けて軌き道どうを修正すると、クルーザーはそのまま大たい気き圏けんに突とつ入にゆうした。もちろん戦闘艇も後に続く。

「あっ!?」

　キルシェはモニターの一つに注目し、

「うまく行ってっ！」

　キルシェはコンソールを操作し、ありったけの通信ポッドを後方へと射出する。

　───ヴィイイイイイイイイインッ！

　と、強力な放電のような轟ごう音おんがしたと同時に、クルーザーのモニターが消失した。一いつ瞬しゆんクルーザーのコントロールが出来ない状態となったが、大気圏への突入後の自由落下状態ではさほど影えい響きようは無い。そう考えている数秒後には回復した。だが後方に追つい尾びしていた戦闘艇の半数はその場で接せつ触しよく爆ばく発はつし、半数が姿勢制せい御ぎよを失って回転しながら落下して行き、ついに船体が耐たえきれなくなりバラバラになって爆発した。さらに後方を追尾していた母艦も制御不能に陥おちいったのであろう、そのまま地上へと落下して行く。

「なっ!?」

「通信ポッドをオーバーフローさせました。うまくいったようです」

　キルシェはホッとしたように安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「さっきモニターがロストしたのもその影響ですか？」

「はい。通信システム以外にも、おおよそセンサーと呼ばれるものと、それに関連した機器類は全て影響を受けた筈はずです。敵の使用している超ちよう空間帯域がスキャン出来たので、そこにリンクさせました」

　その結果が現在、地上へ落下して行く戦闘母艦だ。通信はもちろん、機器間の信号等の伝達も超空間通信技術が使われている。人で言えば全神経が麻ま痺ひした状態だ。もっとも短時間でその帯域をスキャン出来るのは哲てつ学がく士の船だからこそだ。

「ＧＰ軍の駆く逐ちく艦かんレベルであれば、ちょっとした目め眩くらまし程度ですが、海賊の戦闘艇と小型の母艦なら多少の効果があると思っていました」

「凄すごい効果じゃないですか」

「ちょっとビックリしました。ただ……」

　そこまで言いかけた時、船体がガクンと揺ゆれ、外がい壁へきの一部が剝はく離りした。

「シールドが影響を受けて、一瞬ロストした時に、敵の攻撃が一発当たったようです。申し訳ありません」

　盛せい大だいな警告音と共に破損箇か所しよを示すモニターが一いつ斉せいに起動する。

「いえ、おかげで追っ手が居なくなりましたから」

　どちらにしろこの宙域から逃にげるには、超空間ジャンプが出来なければ無理だ。そしてその為にはエンジン修理とメンテナンスを行う必要があるが、そんな施し設せつも技術も持ち合わせていない状態では、あまり気にしても仕方がない。さすがに実戦トラブル慣れしている西南は慌あわてる事無く、脱だつ出しゆつ時の確かく認にんを始めた。

「それにしても、通信ポッドが武器になるなんて思いもしませんでした」

「普ふ通つうは無理なんですけれど……」

「アイリ様の、だからですかね？」

　西南の問いにキルシェは苦く笑しよう気味に肯うなずいた。

「アイリ様の物にはリミッターという概がい念ねんが無いようで……。もっとも、そのおかげであんな使い方も出来たわけですから、ある意味、哲学士らしいと言えるかもしれません」

　つまりいろいろな技術を組み合わせて、本来ではない使い方を模も索さくするのが哲学士だ。ならば技術だけではなく、物も同じだ。その用よう途と以外の使い方をする為に制限を無くしていると考えれば、納なつ得とくできるし、現にその結果が追っ手を撃げき墜ついしたのだ。

「地表まで後三十秒です。準備はよろしいですか？」

「準備ＯＫです。いつでもどうぞ」

　着地点は少々危険だが、タラントの基地がある方向からは死角になる、岩山の向こう側に決めた。風化した岩山の林立する渓けい谷こく地ならば、追っ手に発見されるまでの時じ間かん稼かせぎとなるだろう。

「着地します。耐たいショック防御を！」

　ブリッジの空気の粘ねん度どが上がり、西南達の身体からだが緩かん衝しよう材ざいかジェルのような感かん触しよくに包まれた。以前、研修旅行でコマチに襲おそわれた時に外壁が破損した時の空気流出を止めたのと同じ技術だ。外壁がバラバラに剝離し出っ張り部分と重たいエンジンをパージする。少しでも船体を軽くすれば制動距離が短くて済むからだ。その代わりエネルギー類は蓄ちく電でんシステムへと切り替えるので長時間は持たない。

「シールド展開！」

　シールドが流線形に展開して衝しよう撃げきを吸収する。それでも結構な衝撃があるが、粘度の高い空気層が完全に衝撃を打ち消し、西南達の身体はほとんど振動を感じない。慣性制御はさほど利きいていないのか、風のないジェットコースターのようだ。とはいえもうこの船が空を飛ぶ事はないだろう。それを考えると心が痛む。

（どうやって弁べん償しようしようかな？）

　次に心に浮かんだのはこれだ。もっともそれは無事に福ふくと守蛇怪を連れ帰ればこそだ。そんな事を考えている間に、クルーザーの前方に岩がん壁ぺきが見えて来た。当然この状態では船のコントロールなどは利かない。

　ゴクリと、唾つばを飲み込む音が聞こえたのだろう。

「シールドはまだ正常ですから」

　キルシェが安心させるように言う。だが西南の心配は船より脆もろそうな岩壁だ。

（崩くずれて来ませんように……）

　人の身体には衝撃は伝わらなくても、岩壁は巨きよ大だいな質量の衝撃をもろに喰くらうのだ。かなりスピードは落ちているものの、それでも風化して脆くなっている岩壁が崩れない保証はない。

　ドガガガガガアァァァン！

　凄すさまじい砂すな煙けむりを上げ、シールドによって岩壁に大穴を穿うがったものの、意外とあっさりとクルーザーは停止した。

　　　　×　×　×

　ヴォン！　この星の漆しつ黒こくの闇やみの中で何かが目覚めた。と同時に小さな小さな淡あわい光が揺らめき出した。それはまるで人ひと魂だまのように熱を持たず、青白く光っている。

　───どう……したの？

　その声に応こたえるように赤い小さな光が灯ともる。

　───キタ。

　───キタ。キタ。

　───ミンナ。ミンナ。

　　　　×　×　×

　クルーザーが完全に停止し、空気の粘度が通常に戻もどった。すぐさまキルシェは立ち上がって状じよう況きようを調べ始めた。

「……お怪け我がはありませんか？」

　心配そうな声だが顔はモニターに向けたままだ。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶで……」

　そこまで言った時、舞まい上げた破は片へんが船体に当たる音に気付いた。つまりシールドが消失しているのだ。

「急ぎましょう！」

　何となく嫌いやな感じがした西南は、必要な物を収納したサバイバルパックをつかむと、非常口を爆破開口して船外への出口を形成する。

　カンカン！　ガン！　ゴンッ！

　まだ霧きりのように靄もやっている中、船体に当たる岩の音が次し第だいに大きくなっていく。

「早くっ！」

「ちょ、ちょっと待って……キャッ！」

　西南は残存エネルギーで何やらやっているキルシェを、コンソールから引き剝はがすよう抱かかえて船外へと飛び出す。大きなサバイバルパックとキルシェを抱えているが、キルシェは大きさは人間大だが重さはＮＢのままだ。生体強化した西南にとって何も持ってないも同然である。船が衝しよう突とつする前に見た光景を頭に浮うかべ、安全だと思える方向へ砂煙の中を走る。

「せ、西南さん、何を……」

　キルシェが恥はずかしそうにそう言った時である。

　バキバキバキッ！

　岩の砕くだける音が響ひびき、岩壁が崩ほう落らくする轟音が聞こえて来た。三百メートル程ほどを数秒で駆かけ抜ぬけた西南達が振ふり返って見たものは、岩壁の上部が崩れ大量の岩が崩落している光景である。

「ふう……」

　辺りの安全を確認した西南は、ようやく大きな溜息を吐いてキルシェを下ろした。彼女は崩落した光景を無言のまま見つめる。強きよう[image: 靭]じんな外がい殻かくを持つ宇宙船がそう簡単に潰つぶれる事は無いであろうが、小型のクルーザーは完全に埋うまっていた。あの状態で閉じ込められでもすれば、外への脱出は不可能だろう。

「申し訳ありませんでした。本当なら私が気が付かなければならなかったのに……」

「気にしないで下さい。それよりもすぐここから離はなれましょう」

　追っ手は撃墜したが、新手が来るはずだ。

　かなり気温が高いのでスーツを変形させて全身を覆おおう。このスーツは第二の皮ひ膚ふとも言え、外部の環かん境きようによって多機能性を発揮する。特に西南のスーツはアイリの造った特別製なので無む駄だに高機能だ。まあアイリにしてみれば、西南はトラブルの固まり、実験にはうってつけなのだから、ここぞとばかりにいろいろと機能を詰つめ込むのも当然だ。最悪真空中でも生存が可能であるよう設計されている物なので、少なくとも人が住める環境下では十分な性能だ。呼吸や発はつ汗かん、尿によう、大便すら水分を吸収濾ろ過かして溜ため込む事が可能なので、安静状態であれば最長で一週間は水分を外から補給しなくとも、リサイクルで生きていける。

　そして西南のスーツには敵に発見されないような機能も満まん載さいだ。熱感知も臭しゆう気き等の微び量りようの放出残量物も生命反応や動体反応すら感知させないよう出来ている。亜あ空間迷めい彩さいは無いが光学迷彩と、ナノマシン探知も動かない限りは無効に出来る。さすがに高度精密スキャンをされれば探知されるが、この高機能のスーツがあるだけでも僥ぎよう倖こうと言えるだろう。
















「痕こん跡せきには注意して下さい」

　キルシェに注意され、西南はハッとなって地面を見た。そこには西南とキルシェの足あし跡あとが一いつ杯ぱい残っている。センサーに感知されなくても、足跡を残したのであれば意味がない。まさに『頭隠かくして尻しり隠さず』だ。風が強いので、もう半分は埋まっているのが幸いだ。

「どちらにしろ高感度センサーを使われれば分かってしまうでしょうが、少しでも発見までの時間を稼ぐべきです」

「そうですね」

　靴くつを脱ぬいで足の部分をかんじき状に変形させて接地面積を大きくする。そしてキルシェはＮＢの形態に戻って西南のリュックに乗っかった。

「じゃあ行きましょう」




「なっ!?　何だ？　何が起こった!?」

　西南達の戦せん闘とうをモニターしていたタラントの地上基地の中央オペレートルームは、いきなりエラーコードの表示モニターで真っ赤になっていた。

「クソッ！　あいつら何をやりやがった!?」

「全システムリンクが遮しや断だんされました！　原因はシステムアクセスに使用している超ちよう空間からのオーバーフローのようです！」

「おいマジかよ!?　アクセス素子は無事か？」

「ここのやつは全部やられてます！　恐おそらく超空間にアクセスしていた素子は全部ダメになったと考えた方がいいです」

　オペレーターの答えにオペレーターチーフは個人の携けい帯たいを見たが、メインモニターと同じようにエラーを表示している。電波波動無線通信はシールドされている基地内では使えない。有線通信は万が一どころか億に一つ、兆に一つの事態に備えた物なので、配線があるのはほんの重要な一部分のみで、全域をカバーしてはいない。実際、有線通信を使用したのは、基地を建造してシステムを構築した時の確認のみだ。

「素子のスペア在庫はどれくらいある？」

　オペレーターチーフにそう聞かれても、倉庫への在庫確認が出来ないのだから誰だれも答えようがない。

「通常通りなら補修用在庫は全体使用分の二割程だと思います」

　アクセス素子は普ふ通つうに使っていればまず壊こわれる物ではない。それでも劣れつ化かはするので、民間レベルなら百年に一度、軍用なら三十年に一度取り替かえる。タラント基地で使用している物は軍用なので、調達に時間がかかる。その為ために多めに在庫し、かつ取り替えるサイクルが重ならないよう、十に区分してズラしている。だから二割の在庫は本来、十分な量なのだ。

「旧式素子は？」

「いくつかは残っているかもしれませんが、転売された筈はずです」

　旧式でも民生用では十分高性能の素子だ。中古でも海かい賊ぞく達には需じゆ要ようは多い。

「クソッたれがっ！」

　オペレーターチーフはコンソールに拳こぶしを叩たたき付けた。

「だからネットシステムを統一するのは危険だって言ったのに、あのバカ共がっ！」

　以前、大規模な脱だつ走そう事件の時に施し設せつの破は壊かいが行われ、その復旧ついでにシステムを一新したのだ。ＧＰ軍から最新式のシステムが手に入る事を知った技術者達が、高性能なシステムで統一したいと言いだし、タラントがＯＫを出したのである。

　最新式のアクセス素子は今までよりは上位の超空間とアクセス出来る物で、長ちよう距きよ離りでもタイムラグが少ない。だが、その分繊せん細さいなのでオーバーフローの事故や、万が一の通信攻こう撃げきの為の安全装置が別に付いているのだが、そちらはＧＰ軍の機密関係で、泰たい馬ま達といえども横流しは難しく、素子と一いつ緒しよに大量入手が出来なかったのだ。つまりほぼ無防備状態のままで使っていたのである。

　だが基地とその周辺のシステムに関しては、敵との交戦や内部侵しん入にゆうを全く想定されていないので、これ幸いとそれが省かれていたのだ。外敵の侵入を阻そ止しする事に注力し、それに自信を持つが故ゆえの油断、使用している超空間帯域のスキャンなどされないだろうという、傲おごりが生んだ結果だった。

「優先順位を算出して急いで復旧作業にかかれ。付け替えた旧式が残っていないか確かく認にんしろ。足りない分は個人の機材でも何でも良い！　格納している船からも引っ剝ぱがせ！　最優先だ！」

　補修用の技師達が飛びだして行くのを見届けると、オペレーターチーフは崩れ落ちるように椅い子すに座り込んだ。

「こうなった原因はやはり、山やま田だ西南の船だと思うか？」

「こうなる直前に、何か放出しましたからね。恐らくそうだと……というより他ほかに原因らしいモノは無いですからね」

「ローレライ、疫やく病びよう神がみ……噂うわさ通りだな。通常通信を使えるようにして、指揮車両で山田西南の船の追つい跡せきを頼たのむ。基地内と周辺ならそれで間に合うだろう」

「常じよう駐ちゆうナノマシンを通信に占せん用ようして大丈夫ですか？」

「緊きん急きゆう時だ。それに宇宙からの警けい戒かいが優先で、地上用は消費期限切れ間近のベーシックナノが使用されずに放置状態だからな、他に使う者などおらんよ」

　タラント基地にとって脅きよう威いは宇宙からのものであり、基地のある惑わく星せいには脅威となる存在は無いに等しい。ベーシックナノマシンは探知されにくいよう、その環境に漂ただよう自然物に偽ぎ装そうされている事が多いが、経年劣化もあるので時折、新たに生産散布される。自己の複製を作って増えるタイプもあるが、複製ミスを起こさせる技術もあるので現在では特定の場合にしか使われない。一定期間が過ぎたナノマシンは生分解されて土に返る。

「船がやられてここに不時着した以上、この星からは逃にげられん。通信封ふう鎖さもされているから救きゆう援えんも来ないだろうから、慌あわてる必要はないぞ」

「了りよう解かい」

　そのオペレーターは苦く笑しようしながら立ち上がると部屋の外へと向かった。

　　　　×　×　×

「…………よくもまあ、こんなマヌケなマネが出来るものだ。ボンクラにも程というものがあるぞ。だが、セキュリティーは外部からの攻撃には強いが、内部からのものには意外と脆もろいからな」

　実はクレーは大昔にこれと同じミスをした事がある。だから毒舌も少し鈍にぶる。

「ところでまだそこにおるか？」

　エラーだらけのモニターをクレーは呆あきれ顔がおで見ていた。

「──イル」

「ライン遮断に巻き込まれてはいなかったか、結構結構。ここのボンクラ共とは違ちがうようだな」

「クローン体ニ移動スルタイミングト、ドノ個体ヘ移動スルカハ、私ガ決メタイ」

「ダメだ。お前はすでに儂わしに見つかった。つまり生せい殺さつ与よ奪だつの権利は儂が握にぎっておるのだ。お前がいては儂の計画の邪じや魔まになる恐れがあるからな……が、その代わり移動した後の安全は保障してやる。ここにＧＰ軍のホイトストークが来ておる。そいつに乗ればアカデミーまでは行けるだろう。儂とも顔見知りの奴やつがおるから、保護して貰もらうがいい」

「アクセスコード以外ニ、対価ガアレバ、ドウ？」

「なんだと？」

　意外な提案にクレーは少し驚おどろいたようにモニターを見た。

「……ふむ、いいだろう。その対価次第ではお前の望みを叶かなえようではないか。だが時間がない。まずはお前の存在を確定させる対価を払はらって貰おう」

　つまりそれはフルアクセスコードの事である。一いつ瞬しゆんの間の後、モニターにはアクセスコードが表示されたのだった。

　　　　×　×　×

　超空間通信のオーバーフローは、ホイトストークにも別の影えい響きようを及およぼしていた。見張り達との間で多少の悶もん着ちやくが起こっていたのだ。

「超空間通信素子の提供をしろだと!?　こちらも帰き還かんしなければならないんだぞ！」

「積み込みの作業が滞とどこおって困るのはそっちだぞ。いいからさっさと出せ！」

　見張りは高圧的な態度でそう言ったが、それはタラントに対する恐れからだ。不始末をしたのは見張りの海賊ではないが、復旧を遅ち延えんさせた罪を被かぶされる恐れはある。

「積み込んでも帰れなくなるのでは本末転てん倒とうだ。だが最低限の機能が損そこなわれない程度でなら協力するが？」

「それで構わないから急げ！」

「構わないから、在庫は全すべて渡わたしてやれ。他は各部署をチェック。可能な所から取り外しを始めろ」

「了解！」

「おい、こちらは作業で手て一いつ杯ぱいだ。急ぐのなら在庫位は運んだらどうだ？」

「チッ！　仕方ねえな。行くぞ！」

　見張りはもう一人の相棒を伴ともない、指示された倉庫へと向かうべくブリッジを飛び出して行った。

「艦かん長ちよう、ちょっとよろしいですか？」

　それを見届けたオペーレーターはサッと艦長に近付いた。

「どうした？」

「先さき程ほどの障害の影響か、連中のセキュリティーウォールに一瞬、穴が開きまして……」

「場所の特定が出来たのか？」

「我々、とんでもない所に居ますよ」

　見張りは居ないものの、オペレーターはソッと耳打ちをした。

「…………なるほど。厄やつ介かいな場所に連れて来られたもんだ。この事は誰にも言うなよ。お前もこの事は忘れろ、知らなかった事にするんだ」

「了解しました」




「それにしても敵の追つい撃げきが無いのは不思議ですね」

　落下地点から十キロ程離はなれた辺りで西南達は立ち止まった。ここまでは約二十分弱。普通であれば西南達を捜そう索さくしに、偵てい察さつ艇ていなり無人プローブが飛んで来てもおかしくない時間が過ぎている。

「何か分かりますか？」

　西南はそう言ってキルシェを見つめた。彼女の身体からだはもともと西南のＮＢだ。その中には高度なセンサー類が装備されている。相手方に高度なステルス機能でもあれば別だが、普通であれば追う側がそんな装備をする必要は無い。とはいえ西南達のクルーザーが発見された事を考えれば過信は禁物だ。

「今のところは何も……でも墜つい落らくした船のシステムが一部稼か働どう可能なので、そちらと連動して周辺のコアナノマシンを無力化しています。ただこういった基地のある星としては考えられないくらいにガードレベルが低いので、過去にシステムの崩ほう壊かいが起こった可能性がありますね。ベーシックナノマシンが休きゆう眠みん状態で機能停止寸前のようです」

　ナノマシンに複雑な機能を持たせるのは難しい。もちろんそれは可能だが、その分サイズが大きくなり、キラーナノマシンの餌え食じきとなってしまう。だから作業指令やキラーナノマシンからの防衛を目的とした複数のコアナノマシンチームを中心として、汎はん用よう型ベーシックナノマシンを使し役えきする形をとるのだ。敵のコアナノマシンを駆く逐ちく、あるいは乗っ取る事が出来れば、ベーシックナノマシンはこちらが使える。その攻こう防ぼうはアカデミーだと複ふく雑ざつ怪かい奇きだが、それ以外の場所では技術力の勝まさるアイリのナノマシンの独どく壇だん場じようだ。

「システム崩壊？　戦せん闘とうでもあったんでしょうか？」

「分かりません。ただ衛星軌き道どう上に大量のデプリがありましたので、それと関係しているのではないかと」

「では敵の基地に入り込む事は可能ですか？　福さえ助け出せれば、守蛇怪が動かせるはずです」

「脱だつ出しゆつまでは考えないでいいとなると……」

　キルシェは福救出の為のプランニングを始めた。

「ただ拘こう束そくするだけでは守蛇怪を無力化出来ませんから、恐おそらく福ちゃんは時間凍とう結けつをされていると思います。潜せん入にゆうは現実的ではありませんが、システムに入り込んで操作するのは可能な筈です。敵基地への接近と時間凍結解除……こちらのナノマシンが使えそうですから、個々の問題を解決出来る可能性はあります。しかし……」

「しかし？」

「その両方をクリアするとなると……。何しろ敵はこちらの正体も目的も知っていますから、警備を突とつ破ぱして基地へ接近するのは、クルーザーが発見された事を考えると私と西南さんのスーツのステルス機能だけでは危険です。こちらのナノマシンとの併へい用ようでも五分五分と考えると、システム侵入までは……」

「可能性は無いと？」

「はい。接近と解除のどちらかにしか使えないと考えた方がいいと思います」

　当然、そうなると使い所はやはり解除の方だ。

「ナノマシンを使わず、敵に知られずに接近ですか……ここからシステムに侵入は？」

　西南の問いにキルシェは首を横に振ふる。

「安全を考えると、やはり地球の救援を待つのが一番だと思います」

「そうですか……」

「とにかく出来るだけ近付いてみましょう。念のため、こちらのコアナノマシンのコントロールコードは西南さんも持っていて下さい……!?」

　と、キルシェの表情が緊きん張ちようする。

「エネルギー反応です！」

「敵ですか？」

　西南が辺りを警戒する。視角よりも聴ちよう覚かくに意識を向けた。

「いえ。動力反応ではなく、攻こう撃げきの物だと思います」

「攻撃？　誰だれが？」

　ここは敵基地のある場所だ。西南達以外に攻撃されるとしたら、害がい獣じゆうか、さもなくば……。

「急ぎましょう！」

　西南とキルシェが駆かけ出したのは同時だった。








３「もう一つの戦い」









　転送ゲートとなっているトンネルから出て来たのは、護送車というにはあまりにも豪ごう華かなリムジンバスだった。実際に使われているのは王おう侯こう貴族クラスの送そう迎げいに使われるものだが、外部からの攻撃等ではビクともしないものである。だが逆を言えば、内部からも破は壊かいは困難な代しろ物ものだ。出入り口を外部からロックすれば、体ていのいい護送車とも言える。

「九く羅ら密みつ家の別宅ね」

　雨あま音ねは遠くの景色を見つめながら呟つぶやいた。

　アカデミー本星にある九羅密家別宅は、さすが大国『世せ二に我わ』の首長家だけあって、かなり広大な土地を有し、地上に見える邸てい宅たく以外は見み渡わたす限り建物は全く見えなかった。

「……ずいぶん待たい遇ぐうがいいじゃん」

　全員の視線は、目の前の小高い丘おかに建つ中世ヨーロッパの城といった感じの邸宅に釘くぎ付づけだ。そしてすぐさまその視線は美み咲さ生おの方に向けられる。

　この手の場所に連れて来る理由は他ほかの人間から隔かく離りしたい場合だが、それには二通りの意味がある。他者からその人間を守る場合と、他者がその人間を助けに来るのを阻そ止ししたい場合だ。前者は客として、後者は囚しゆう人じんとして、その待遇は真逆だ。その真意を測ろうとしてるのだ。

　もちろん好まざる待遇の場合は『一いつ矢し報むくいる』覚かく悟ごだ。豪華なリムジンのような内装だが、仮にも護送車なので雨音達が抵てい抗こうすればすぐさま鎮ちん圧あつ処置がされるだろう。だが雨音と霧きり恋こは美咲生とは古い付き合いだ。美咲生のいろいろと知られたくない過去話には事欠かない。攻撃は無理でも口こう撃げきなら可能だ。

「…………」

　護送車が邸宅の表おもて玄げん関かんに着いたのを見て、雨音達の緊張が解けた。と同時に美咲生の緊張も解けたのだった。

　執しつ事じやメイド達に伴われ、雨音達は贅ぜいの限りを尽つくした宮きゆう殿でん内を案内され、本ほん宮ぐうから少し離れた離り宮きゆうへと案内された。

「ここは師し父ふ様がお使いになっていた場所ですので、必要な物は全て揃そろっています」

　現在九羅密の当主選出は保留状態だ。それが決定すればここの主あるじが決まる。ある意味、もてなす場所としては最上級とも言える。

「こんな場所を提供していいの？　次の当主様から文句が出るんじゃね？」

「まだこの場所は師父様のお部屋です。それにこれくらいしないと怖こわいお姉さま方から文句が出ますからね」

「ていの良い軟なん禁きんね」

　ネージュは昔を思い出したかのように言った。離宮は本宅よりも質素な感じだが、内装も調度品も最高級品で、品が良い、と言った方が正解だ。本宮殿は来客の為ための舞ぶ台たい装置のようなものなので少々華か美びに造られている。ネージュが軟禁と言ったのは、離宮が周囲を湖に取り囲まれ、そこへ通じる道は渡わたり廊ろう下かのみだからだ。もちろん地下かどこかに脱だつ出しゆつ口こうや転送ゲートがあるだろうが、そこは閉へい鎖さされている筈はずだ。つまりここはちょっとした座ざ敷しき牢ろうなのだ。

「まあ、そこは取り調べを受ける身ですから、我が慢まんしていただきたい」

「私達にこんな仕打ちをするなんて、お姉ちゃん悲しいわぁ」

「すいません。これでも軍人なもので。その代わりここにいる限り、施し設せつ類は自由に使ってくださって結構ですよ。なんでも……ね」

　美咲生はそう言うと部屋の外へと向かった。

「それでは取り調べは明日あしたからですので、今日はごゆっくり」

　入り口で敬礼すると美咲生はメイドを残し、兵士達と共に出て行った。

「霧恋」

「ええ。コレね」

　ドアが閉まったのと同時に、霧恋は奥にある執しつ務む室に走った。そこには起動されたままの端たん末まつがあった。もちろんメイドは見て見ぬふりだ。

「これって……もしかして？」

「これで調べろって事ね」

「外部へのリンクチェックするわ」

　ササッと、指示もされないのにそれぞれが作業を始めた。

「アカデミー高層域アクセス！　軍の高層域にもアクセス……樹じゆ雷らいとのアクセスも可能か……凄すごいわね」

「その三カ所のアクセスコードを知ってるあんたが一番凄いわ」

　雨音達は呆あきれ顔がおで霧恋を見つめた。

「ここの施設も凄いのよ。でなければコードを知っていても、高層域にアクセスなんて出来ないわ」

「フム……また、あとで歌でも歌ってやるか」

　　　　×　×　×

「それは遠えん慮りよしますよ」

　廊下を歩いて行く美咲生はそう呟いた。

「は？」

「いえ、何でもありません」

　怪け訝げんそうな表情の護衛に、美咲生は笑いかけると歩みを速めた。

（急がないと、霧恋さん達は優ゆう秀しゆうですからねぇ）







　西せい南なとキルシェは小高い丘を登り、身体からだを伏ふせて渓けい谷こくを見下ろしていた。

「そらそら、もっと急がないと当たっちゃうぞ」

「ギャハハハ！」

　一人乗りの、ハンドルの付いたスケートボードといった感じのフライングプレートに乗り、武装した男達が追いかけているのは二人のワウの子供だった。

　一人は足に怪け我がを負っているのか、もう一人に手を引っ張られて何とか走っている様子だ。幸い傷は浅いようで、走るスピードは結構速い。とはいえフライングプレートに乗る男達を振り切れる筈も無く、男達がわざとジグザグに走って遊んでいなければ、すぐに追いつかれるだろう。

「!!」

　その光景を見た西南の頭に一気に血が上った。狩かりを楽しむ男達とワウの子供達が、タラントと西南の姿にダブったからだ。あの時の恐きよう怖ふと悔くやしさ、怒いかり、痛みが共感する。ましてや追いかけられている子供達は西南よりも幼い。

（あそこっ！）

　人を傷付け、あるいは死に至らしめるかもしれない行こう為いだが、西南に迷いは無かった。というより一刻の猶ゆう予よも無いと言った方が正しい。

　怒りで沸ふつ騰とうしそうな頭でさえ、西南の危険に対する本能は冷静だ。それこそ警けい鐘しようがハードロックのコンサート会場並みに鳴り響ひびいている中、いつもであれば絶対に何があろうと踏ふみ込まない危険そうな崖がけへと、怒りの勢いを借りて一気に足を踏み入れた。と、西南の体重がかかった瞬しゆん間かん、その崖は一気に崩くずれ始めたのだ。

　　　　×　×　×

　敵を巻き込んで自じ爆ばくする。これは西南のある意味『必殺技』だ。欠点としては、最悪自身も死ぬ可能性があるという事だが、『確率の偏かたより』と同時に『不幸中の幸い』というスキルを持つ西南は、少なくとも敵よりダメージは小さくて済む。ワウの少年達を追いかけていた男達は石と土ど砂しやに巻き込まれ、西南はちょっとしたかすり傷で済んでいた。ただ背負っていたサバイバルグッズの入ったリュックは土砂の下だ。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　怪我は無い？」

　西南はまだ呆ぼう然ぜんとしている子供達に話しかけた。男達が公用語を話していたので、多分通じる筈だ。幸い朴ぼく訥とつとした西南は警けい戒かい心しんを持たれ難にくいし、まだ青年よりも少年といった方が似合う風ふう貌ぼうなので、ワウの子供達も安あん堵どしたようだ。

「ありがとう……」

　怪我をした子供は安心したせいなのか涙なみだぐみ始めた。フードを被かぶっていたので遠目では分からなかったが、大きい子が少年、怪我をした小さな子は少女のようだ。

　少年はよく見る茶系の毛並みだが、少女は印象的な美しさの金毛のワウだった。エルマの白毛と同じく滅めつ多たに見ないタイプだ。

「西南さん、大丈夫ですか？」

　キルシェは崖を飛び降り、ふわりと着地した。

「はい。それよりこの子が怪我を……」

　キルシェを見た少女は少し緊きん張ちようした様子だったが、キルシェの微笑ほほえみに緊張を解いたようだ。

「至近を高エネルギーの火線が通過した時の軽い火傷やけどですね」

　キルシェは指先から消毒と傷保護を行う液薬をスプレーした。生傷の絶えない西南のＮＢの必ひつ須す装備だ。

「君達二人だけなの？　お父さんやお母さんは？」

「いつもは秘密の洞どう窟くつに隠かくれているんだけれど、この子のお母さんが病気で、薬草を採りに来たんだ」

「それであいつらに見つかったのか」

　状じよう況きようは把は握あくした。福ふくを助ける一念でここに来たが、それよりもまずはこの子達の保護が優先だ。西南はＧＰアカデミーの人間であり。そして福はＧＰの、西南の船なのだ。

「コアナノマシンが稼か働どうを始めた!?」

　この時、キルシェは敵基地オペレーターが通信復活の行動を察知した。

「西南さん、どうやら敵が行動を始めたようです。それとエネルギー反応接近！」

　唐とう突とつにキルシェが声を低くした。

「先さき程ほどの仲間か、もしかして俺達の？」

「動体反応は三。二つは船の方へ、一つはこちらに向かってきています。通信内容から先程の仲間が居たようです」

「急ごう。君達の隠れ場所に案内出来る？」

「待って！　まだ……」

　少年は西南の言葉に肯うなずいたが、少女は西南達に見せるよう、春しゆん菊ぎくに似た草を胸の所で両手で握にぎりしめた。

「それは？」

「この子のお母さんが病気で、薬を作るのに必要なんだ。でも……連中に見つかったらもう無理だよ」

「…………うん」

　少年の言葉に少女は目に涙を浮うかべつつ俯うつむいた。何か言いたそうだが、その言葉を飲み込む。状況から考えれば、母親の病気の為にまだ年とし端はもいかない少女と少年が、大人達に内ない緒しよで危険な場所に来た、といった所だ。

「とにかく移動しよう」

　西南は少年を、キルシェは少女を抱かかえて走り出す。

「恐おそらくこの子達は密入植者の子孫だと思います。事故で不時着した者の可能性もありますが、多分、自然主義者の類たぐいだと」

「自然主義者？」
















「文明を拒きよ否ひして、自然のままに自給自足で暮らそうとする人達です。ここは誰だれも立ち入らない場所ですし、開発するにもあまり価値のない所ですが、人が生活するには十分な環かん境きようですから」

「じゃあ、海かい賊ぞく達はこの子達が邪じや魔まな訳ですか……」

「海賊達にとっては、さほどの脅きよう威いではないと思います。恐らくは遊び半分で追いかけ回しているか、奴ど隷れいにでもするのでしょう。それにこの少女は珍めずらしい金毛ですから」

「酷ひどい話だ」

　──海賊達に見つかったら諦あきらめる。

　その様子からして、この子達にとってはそれが日常なのだろう。でなければ母親の為に必要な薬草を、簡単に諦める事は出来ない筈だ。

（痛々しいな）

　危険を覚かく悟ごしてまで来た少女が、その思いをかみ殺す姿に、西南は自身の過去を見ていた。将来の希望を全すべて諦めてきた西南にとって、少女の気持ちは痛い程よく分かる。

「採取にかかる時間はどれくらい？」

　キルシェも同じ気持ちだったのだろう、西南が抱えている少年に尋たずねた。

「ここら辺には普ふ通つうに生えてるけれど、崖の中腹に多くて……僕達の手に届く範はん囲いにはなかなか無いんだ」

　脆もろそうな崖の中腹に登るのは危険だ。少年達には無理だろう。

「ああ、あれね」

　だが空を飛べるキルシェなら採取は簡単だ。とはいえ敵はこちらよりも高起動だ。生体強化した身体であろうとも、少年少女を抱えつつ逃にげるのは容易ではない。

　──それでも……。

「西南さんは二人を。私は薬草を摘つみながら移動します」

　地形が少し入り組み、男達から視し認にん出来ない所まで来ると、キルシェは少女を西南に預けて急いで採取を始めた。

　　　　×　×　×

　西南達が立ち去った十分後、フライングプレートに乗った男は落石跡あとへと到とう着ちやくした。

「こいつは酷いな……ここまで大規模だと、俺達だけで掘ほり出すのは無理だな。そっちはどうだ？」

『こち──感度良好』

「プッ！　ふざけてんじゃねえよ、笑っちまったじゃねえかバカヤロー。しかも感度はあまり良くねえだろが」

　相手が言ったセリフは、古典ドラマなどでよく使われる通常通信をする時の応答だ。超ちよう空間通信となった今では死語だ。

『すいま──、兄い。通常通信──やり取り──なんて、滅多にない状況──ですから……』

「ったく。基地の近くで良かったぜ。これが宇宙ならやり取りしてる内に寿じゆ命みようが尽つきちまう。それよりそっちはどんな様子だ？」

『船は完全に埋うま──ます。センサー──無い──で視認しかできませんが、追つい突とつしたショックで崩れた──しょう』

「風も強そうだな？」

　向こう側からは強い風の音が聞こえて来ている。

『脱だつ出しゆつしたかどうかは、───確認出来ません。バンさん──辺りに痕こん跡せきがないか調べてます』

「奴やつぁ、そこんとこ鼻が利きくからな」

『それでそちらの方は────あいつら大丈夫でしたか？』

「残念だが大規模な崖がけ崩くずれで完全に埋まっちまってる。生命信号はイエロー。心臓は止まったが、脳は生きてるって段階だな。いっそおっ死ちんでてくれてりゃあ、面めん倒どうもなかったのによ」

『あっ兄い、そりゃ───と冷てえですよ！』

「こいつらを助け出すのにゃ、基地から重機やら人員を出して貰もらわなきゃならないんだ。任務中ならいざ知らず、遊んでる最中だってのはまずいだろ？　しかも基地は取り込み中だとなりゃ尚なお更さらな」

『アーガ、見つけやした。やはり一人脱出してるようですぜぇ』

　もう一人から通信が入ったが、こちらは感度良好だ。

「チッ！　面倒だな。それで奴はどっちへ逃げたか分かるか？」

『ちょっと視認では判断が難しいなぁ……いろいろと小細工をしてやがる』

「……なあ、こっちの落石、ただの事故だと思うか？」

『奴の仕し業わざだってぇのかい？』

「だったらいいなって話さ。このドジ共は『金毛のワウを見つけた』って言ってたな？　なら山やま田だ西南が逃げ出していた可能性ってのを口実に出来るって事だ」

　男達が埋もれた原因が西南である可能性を口実に、いろいろと言い訳が面倒な手続きをしようと言うのだ。

『なるほどぉ。山田西南を捜さがすふりをしつつ、金毛のワウを捜す、か？』

『でも兄い。金毛のワウ───山田西南の方が金になる──よ』

「いいからお前はこっちに来い！　聞こえ辛づらくてかなわねえ。バンもこっちへ来て痕跡を探さぐってくれ」

　　　　×　×　×

　数分後、バンとチェイカはアーガの所に到着した。バンはすぐさま辺りの様子を探りに出かけ、五分足らずで帰って来た。

「ガキ二人分の足あし跡あととよく分からねえ痕跡？」

「ガキ二人の足跡の動きからするってぇと、誰かがそこに居たような感じなんですよぉ。軽く押し固められた感じの窪くぼみっつうか……」

「この星には俺達以外には原始的な生活をしているワウしか居ねえ。だったらどう考えても、山田西南のモノって考えるのが妥だ当とうだな。ったく厄やつ介かいだな」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]っ。山田西南と金毛のワウ！　一石二鳥じゃないッスか」

　チェイカの嬉うれしそうな声に、アーガが顔を顰しかめる。

「懸けん賞しよう金がでかいって事は、それだけリスクもでけえって事を忘れんな。山田西南ってのは確率の偏かたよりのバケモンだ。そいつに巻き込まれて破は滅めつしていった連中がどれだけいるかは知ってるだろうが。お前のダチ公含ふくめてな」

「本当にこの事故を山田西南が起こしたんッスか？」

「ここらがいくら脆いと言っても、そうそう大規模な落らく盤ばんなんか起こらねえ」

　アーガはそう言うや否いなや、崖がけに向かって高出力で発はつ砲ぽうした。と、そのショックで落石と土ど砂しや崩くずれが起こったが、仲間が巻き込まれたような大規模なモノと比べれば小さい。

「もちろん偶ぐう然ぜんって可能性もあるが、あっちの船の崩ほう落らく現場と比べてどうだ？」

「こっちの方が……大きいッスね」

「あっちは船が突つっ込んだんだぞ。それよりでかい崩落なんざ、偶然って考える方が不自然だ」

「爆ばく発はつ物ぶつでも使ったんじゃないッスか？」

「そんな音が聞こえたか？　連中が落石に巻き込まれたのは船の落下後だ」

　落石は徐じよ々じよに辺りを巻き込んで規模が大きくなる。たとえ一気に崩れても音はそれに合わせて大きくなる。だが爆発物を使って落石を起こすのなら、当然、最初にその音が聞こえる筈はずだ。

「……でもこんな事を起こせるなんて、信じられねえッスよ」

「基地にいる研究者共の言う事には奴の確率の偏りの数値は、普通に生活出来ているのが信じられねえレベルらしいからな。実際、奴が原因で起こった船の落下や建物の崩ほう壊かいの記録は、公開されているらしいからな」

「じゃあ諦めるんッスか？」

「チッ！」

　一番の問題はそこだ。若いチェイカを諫いさめる為ためにああ言ったが、アーガだって金は欲ほしい。あわよくばとも考える。

「とにかく追うぞ！　後は状じよう況きように応じて、だ」

「じゃあ兄い、急いで基地に連れん絡らくを……」

「待て！　そりゃもう少し状況を把は握あくしてからだ！」

　せっかくの手て柄がらを他ほかの連中に取られるのは惜おしい。そうなれば金毛のワウもその連中のモノになってしまう。

「でもそれだと埋もれた連中がやばいッスよ！　それに山田西南に万が一逃げられでもしたらマジやばいッスよ」

「生命信号はイエローのまんまだ。完全死しても一日以内なら蘇そ生せい出来る！　それに基地に連絡ったって、ここからじゃ通信障害で通じねえだろ」

　宇宙に住む者は生死の分かれ目に対する判断がシビアだ。そして海賊はそれと儲もうけとを天てん秤びんにかけるのだ。友人を心配していたチェイカもすんなりと肯うなずいた。




　キルシェは少年に言われた十分量の薬草を摘つむと少年に手て渡わたした。

「ありがとうお姉ちゃん！」

　袋ふくろに入れられる薬草を見て少女の顔が綻ほころんだ。

「敵がこちらの足取りを摑つかんだようですね」

　だがまだ危険が去った訳ではないのだ。アーガ達がナノマシンを中ちゆう継けい器として通常通信を使っている為、キルシェには彼等の行動が手に取るように分かっている。彼等の裏をかく事は出来るが、機動力は相手の方が遥はるかに上、子供二人を抱かかえてではジリ貧ひんとなる。

「ここから十キロ程ほど先に大きな割れ目があって、そこに逃げ込めば迷路のような地下を通ってこの子達の集落にたどり着けるそうです」

　キルシェが薬草を摘んでる間に、西南は少年から逃げるルートを聞いていた。

「時間がありません。私が囮おとりになって敵の目を引きつけます」

「しかし相手が乗ってくれるでしょうか？」

　相手の目的が西南か少年達なら、キルシェが囮となる意味はあまり無い。

「敵の目的は西南さんより、こちらの金毛の子のようです。西南さんが崖を崩して男達を生き埋めにした事を知って、かなり警けい戒かいしていますから、追いかけて来るかどうか分かりませんし、いきなり撃うって来る可能性があります」

「それならキルシェさんも同じでは？」

「私に考えがあります。それに私ならＮＢ形態になれば隠かくれるのも簡単ですし、ジッとそのままでいつまでも隠れていられます」

「……分かりました。ではお願いします」

　少年を背中に、少女を抱だきかかえた西南は、一番安全であろう方向へと一直線に、今度は砂地に足跡が付くのも構わず全速力で走り出した。

「お気を付けて」

　キルシェはそれを見送ると、その身体からだを変形させ始めたのだった。




　アーガ達はバンの先導で西南達の居る方へ確実に近付いていた。

「それにしてもよく分かるッスね。俺なんかさっぱりッスよ」

　チェイカは地面の痕跡を見つけようと必死で見てるが、全く区別が付かない。

「ガキを背負ってるから何とか分かるのさぁ。それでも見分けるのには、かなりの経験がいるがね」

「凄すごいッスね。今度俺にも教えて欲しいッス」

「教えるのは構わないが、アーガが何と言うかねぇ？」

「えっ？」

「別にダメだって言うつもりはねえがよ。だが地上で狩かりをする趣しゆ味みでもあるのならともかく、宇宙で仕事する俺達が覚えてもあまり役立たないスキルだからな。ヒヨッコには他にも覚えなきゃならん事が山程あるって事だ」

「ああ、なるほどッスね」

　チェイカは本来宇宙海かい賊ぞくだ。タラントの基地が惑わく星せい上にあったので地上に勤務し、休みには暇ひまつぶしに狩りをしているが、普ふ通つうであれば殆ほとんど惑星上に降り立つ事は無い。獲え物ものの足跡や追つい跡せき方法を知った所で、生しよう涯がいにそんな機会が二度あるとも思えない。

「左だっ！」

　アーガの警告に全員が一いつ斉せいに左へとフライングボードを移動させた。その次の瞬しゆん間かん、バンの走行していた辺りに落下して来た石がめり込んだ。バンは西南達の追跡をする為、地上を、アーガは落石を警戒して上を見ていたのだ。

「野や郎ろうッ！」

　アーガが石を投げた崖上の人ひと影かげ目め掛がけ、牽けん制せいの射しや撃げきを行う。

「キャッ！」

　当たったかかすったか、人影はバランスを崩して崖がけ下したへと落下し始めた。だが素す早ばやい身のこなしで、体勢を立て直しつつ壁かべを蹴けってジャンプを繰くり返し、落下のスピードを抑おさえて地上へと着地した。

「金毛のワウッ！」

　それは全身が見事な金毛の美しい女性ワウだった。だがその姿を見たのはその瞬間だけだ。女性ワウが落下して来たせいで、脆もろい壁が崩れ出したのだ。

「チッ！」

　落石と砂すな埃ぼこりを避さけ、アーガ達は少し後退したが、崖がけ崩くずれは僅わずかなもので、すぐさまうっすらとした砂すな煙けむりの向こうに、金毛の女性ワウの後ろ姿が見えた。

　───おかしい。

　アーガはその姿を見て咄とつ嗟さにそう思った。

「兄い、追いかけないと！」

　違い和わ感かんを覚えたアーガはチェイカを無視してその場に留とどまる。バンも同じようで、ジッとアーガを見つめている。

　───足跡はガキ二人で、もう一人は山田西南だった筈。

　だが逃にげて行く金毛のワウは布の簡素な靴くつを履はき、地面にはくっきりと足跡が付いている。それは間ま違ちがいなく、大人の足跡だ。

　───ガキを捜しに来た親？　だいたい何故なぜ、ああも肌はだを晒さらしてる？

　逃げ行く女性ワウはほぼ水着姿のような、僅かな布しか纏まとっていない。強い太陽から身を守る為の服を着ているのが普通だ。

　───まるで自分の姿を誇こ示じするように……。そうか！　わざとらしく俺達に肌を晒しているのは、ガキ共を逃がす為の囮ってとこか。

　だとすればその策に乗るより、子供を捜し出して人ひと質じちにすれば親も捕つかまえられる。

　───いや、だが待て。なら山田西南はどこにいる？　子供と一いつ緒しよか、それとも……？

　仲間が崖崩れに巻き込まれたのは、山田西南が原因である可能性は高い。先程、ワウの女性が原因で起こった崖崩れのように、脆くてもそうそう大きな崩れ方はしない。だが山田西南が大きな崖崩れを起こせるなら、それをトラップとして使う筈だ。

「兄い！　逃げられちまうよ！」

　金毛のワウの足は速く、かなり遠くに逃げているが、フライングソーサーから逃げ切れる程ではない。まだまだ余よ裕ゆうだ。

「おいバン！　どっちに山田西南が居ると思う？」

「痕こん跡せきから考えるとガキの方だな」

「じゃああっちだ！」

　アーガはフライングソーサーを急発進させると、親と見られる金毛のワウを追いかけだした。

「なあ、ガキを捕まえた方が一石二鳥じゃねえのかぁ？」

「あっ！　もしかしてあれ、子供を逃がす囮なんスか？」

「間違いなくそうだろうな」

「じゃあバンさんの言う通り、子供を捕まえた方がいいんじゃないッスか？」

「お前のダチ公と同じ目に遭あいたいならな。ガキも山田西南の事も忘れろ。ちゃんと姿を確かく認にんした訳でもねえし、リスクがデカ過ぎる！」

「でもッスね……」

　二匹ひきの金毛のワウと山田西南。チェイカは一いつ攫かく千せん金きんの夢を諦あきらめきれないようだ。

「それならお前一人で行ってもいいんだぜ？　こっちは二人なら何とかなるからな」

「えっ!?　あの……バンさん？」

「俺は三人でもごめんだねぇ。欲よくをかき過ぎるとロクな事はない」

　山田西南は子供だが、途と轍てつもない戦歴の持ち主でもある。もちろん西南の身一つで打ち立てた経歴ではないが、その能力は侮あなどれない。ましてや彼等の仲間が西南の悪運に巻き込まれて土砂の下した敷じきになっているのだ。

「おいチェイカよぉ。金毛ったっていろいろ居る。ガキが完全な金毛とは限らないからなぁ。だが目の前のあいつは完全な金毛だ」

「確実に一つの目標を仕留める……それが儲ける為の鉄則だぜ。それに捕まえた後のお楽しみは、ガキより大人の方があるってもんだろ？　クックック、それともおめえはガキの方がいいのか？」

「えっ？　そ、そりゃ……」

　逃げる後ろ姿。時折、追っ手を撒まこうと方向転てん換かんする時に見える美しい横顔や揺ゆれる豊満な胸。そして美しい金色の毛並み。恐おそらくは囮として男達に見せつけるように薄うす着ぎになっているのだろう。売った先が高級娼館なら間違いなく、トップクラスの娼しよう婦ふになる程の美び貌ぼうだ。当然、そうなればチェイカの稼かせぎでは手の届かない相手となる。だが今ならアーガとバンの次、三番手で彼女を楽しめる。いつもなら下したっ端ぱのチェイカには順番が回ってこない獲え物ものだ。

「頑がん張ばるッス！」

　目の前の幸運に気付いたチェイカは猛もう然ぜんとスピードを上げた。




「やれやれ、このように脇わきの甘い雇やとい主ぬしは初めてだな」

　通つう信しん網もうネットに不具合を起こし、それでもいまだにクレーに協力を請こわない者達に、クレーは呆あきれるのを通り越こして、心配そうな目で溜ため息いきを吐ついた。恐らくタラントにはまともな情報が上がってはいないのだろう。

「だがそれも自じ業ごう自得だな。自分の思い通りに振ふる舞まい、部下達を粛しゆく清せいしてきた者の末路はいつも同じ……なまじ才能があるだけに、均きん衡こうが崩くずれればあっと言う間だ」

　と、クレーは秘密の領域をスキャンしているモニターを見つめた。データにフィルターをかけ、必要がありそうなモノを取しゆ捨しや選せん択たくしているのだ。

「……ほう？　ＰＫＷ……光こう鷹おう翼よくを透とう過か、ダメージを与あたえる波動か。以前、皇おう家けの船が撃げき沈ちんされたと噂うわさがあったあれだな……」

　だがその興味もすぐさま冷めたようだ。クレーは鼻を鳴らして再びデータのスキャンを再開した。

「これとて光鷹翼を二枚重ねるか、光鷹翼と振しん動どうシールドを併へい用ようすれば無効化出来る程度のモノだ。そもそもこの波動を発生させるのに惑星規模の施し設せつが要いるのでは、対皇家の船の兵器としてはどうなのだ？　まっ、儂わしの技術なら小型化は簡単だが、すでに樹雷はその武器の存在を知っておるからな。二度も同じ手を喰くうマヌケはおらんだろうよ。ったく、こんな使い捨て同然のモノを、後ご生しよう大事に金庫に入れておくのだから、呆れたモノだ」

　と、データのスキャンが終わり、使えそうなデータのリストが表示された。

「見るべきものは辛かろうじてＰＫＷのみ……まあ、やはりこの程度か」

　失しつ笑しようしたクレーだったが、商売の事を考えると良い状じよう況きようだ。提供出来る技術が豊富にある事を意味するからである。

「…………ああ、安心しろ。お前との約束は反ほ故ごにはせんよ。内容にはガッカリしたが、重要なのは、それを確認する事だからな。さて、では交こう渉しようといこうではないか。お前が払はらう対価とはなんだ？」

「タラントノ、メインバンクヘノ、アクセスコード」

「フンッ！　勝手に他人の財さい布ふに手を突つっ込むと大おお火傷やけどするぞ。特にこういった組織の連中はな」

「決算済ミノ、プール金ダカラ、大だい丈じよう夫ぶ」

「儂はな、それがどういう形であれ、対価となる技術を提供して来た。たとえそれを相手が不満に思おうともだ。それが儂の哲てつ学がく士としての道理なのだ」

「コレハ、私ニ対スル、慰い謝しや料りようダ」

「なんだと？」

「私ハタラントニヨッテ、拉ら致ちサレ、精神的ナ苦痛ヲ受ケ、ソシテ身体からだヲ奪ワレタ。奴やつガ力デ奪ッタノダカラ、私モ同ジヨウニ、力デ奪ッタノダ。ソシテソレハ、奴カラ仕し掛かケテ来タ事ダ」

「プッ！……クックッ。なるほどなるほど！」

　クレーは破顔一笑、上じよう機き嫌げんで肯うなずいた。

「力ある者が弱者から奪うばう。そしていつも一方通行とは限らない。それはまさしく道理だな………ん？」

　クレーはモニターに表示された、その慰謝料としてプールした金額を見て思わず黙だまり込んでしまった。そしてすぐに苦痛に身を歪ゆがめるように笑いを堪こらえだした。

「クッ……ククッ。これはまた……」

　そこに提示された金額は、少しちょろまかした程度ではなく、地球で言えば数百億単位の金額だった。

「儂も金に汚きたないと言われるが、どうしてどうして、お前もなかなかに強ごう欲よくだ。いいぞいいぞ！　中ちゆう途と半はん端ぱは罪悪だからなぁ」

「先さき程ほどノ条件ニ、互イノ生命ニ、危険ガ及およバナイ限リ、コチラノ行動ヲ邪じや魔まシナイデ欲シイノダ」

「これほど笑ったのは久しぶりだ。いいだろう、気に入った！　交渉成立だ」

　クレーは珍めずらしく上機嫌で肯いた。




（かかった！）

　アーガ達の目の前を走る金毛のワウ。彼女の姿は金毛以外はエルマそっくりだった。

　哲学士アイリの工こう房ぼう作ＮＢはダテではない。たとえ霧恋が念入りにデータを消去しようとも、彼女に分からない所に全データのバックアップが保存されている。つまり以前、ＮＢにインストールされていた精せい緻ちなパーソナルデータはちゃんとあるのだ。その中にあったエルマのデータをベースに、雨音の毛もう髪はつデータを組み合わせれば、大人の金毛ワウの出来上がり、という訳だ。

（違和感を持たれないようにしなければ）

　この星のワウは生体強化などはしていない筈はずだ。幸いエルマも生体強化はしていない設定なので、そのパーソナルからこの星の生活環かん境きようの予測値を加味して、少しパラメーターをいじり、そのデータに沿って逃とう走そうを演出するのだ。まあ多少の『火事場の馬ば鹿か力ぢから』は有りだろう。

　複雑な地形を利用し、少し息を整えるフリをしつつ逃げ回る。アーガ達は金毛のワウを無傷で捕まえようと、発はつ砲ぽうはして来ない。ただ体力を使い果たさせるよう追いかけ回しているだけだ。

「ギャハハハハ！」

　圧あつ倒とう的優位に立ち、しかも美しい金毛の女性ワウを追いかける状況に、アーガ達は次し第だいに性的な興奮を覚えているようだった。

「頑張るねぇ、アハハハハッ！」

　息も絶え絶えに必死に走るその様子は、ベッドの中でよがり、のたうち回っている女性と同じように見えているのだ。恐らくもう彼等の頭に、ワウの子供達や西南の事は無いだろう。完全に血の匂においに狂乱し、獲え物ものを追い詰つめる獣けもののような状態だ。もちろんキルシェはそうなるように演じ、内蔵されている西南用の各種薬やく剤ざいを混ぜ、軽い興奮作用のある物を調合して散布していたのだ。

（睡すい眠みん導入剤か、あるいは劇薬でもあれば……）

　だが、人体を害するような薬剤は逆に西南に危険が及ぶ場合も考こう慮りよし、内蔵はされていない。あくまで応急処置の軽い物ばかりだ。

（西南さんの反応が消えた！）

　つまり目的の裂さけ目に入ったという事だ。それはキルシェが待ちに待った時だ。

　念のためにもう数分時間を稼ぎ、キルシェは狙ねらい定めていた前方の溝みぞになっている部分へと向かう。

「キャッ！」

　疲ひ労ろうで足がもつれた感を出し、いかにも愛らしい声を上げて転んだキルシェはその溝へと落ち込んだ。

「おおっとぉ！」

　勢い余って上を通り過ぎたアーガ達は、その一いつ瞬しゆん、溝の下に倒たおれ込んでいる金毛のワウを視認した。恐らくもう動けなくなっている、そう考えただろう。

「へヘッ！　追いかけっこも終わりのようだなぁ」

　下げ卑びた表情でアーガ達は溝へと戻もどって来る。

「だが、ちと楽しみ過ぎたようだなぁ。思ったより時間を喰っちまってるぞ」

「まあ、ガキ共は仕方ねえ。欲よく張ばりは全すべてをダメにする、って言葉もあるからな」

「あ、兄い。俺にもちゃんと回して下さいよ」

「分かってるよ。そんなにガッつくな……なっ!?」

　だが戻って来たアーガ達は、溝の底に倒れている筈の金毛のワウが忽こつ然ぜんと消えている事に気付いたのであった。








４「地下の住人達」









　西せい南な達の目の前には、想像以上に大規模な裂け目が広がっていた。裂け目の幅はばはさほどでもないものの、裂け目の長さはまるでこの星を分断しているかのように、果てが見えない程に続いていた。そこからは僅わずかに水分を含ふくんだ空気が出ているらしく、裂け目の周辺には低い灌かん木ぼくや草が生えている。

「ここをいつも降りてるの？」

　そこはほぼ垂直状態に落ち込み、とても下に降りられそうな感じはない。

「お兄ちゃん、あっち！」

　少年が指差す方向に向かうと、裂け目に沿って大小の穴が虫食いのように開いている場所があった。下に空くう洞どうがあり、天てん井じようの岩がん盤ばんが崩ほう落らくして出来た穴のようだ。崩落した石や草が手がかりとなり、小さな子でも何とか上り下りが出来そうな場所がいくつかある。

「急いで」

　地上に降ろした少年達はその穴の中に入って行く。そして少年は荷物鞄かばんから小さな懐かい中ちゆう電灯を取り出し点灯させた。それはかなり古そうな感じで、あちこちの金属がすり切れ、先せん端たんの発光素子もかなり劣れつ化かしているようだ。とはいえ洞どう窟くつ内を照らすには十分な光量がある。西南のスーツには、遥はるかに広こう範はん囲いを明るく照らせる発光機能があるが、今のところは必要なさそうだ。

「あの姉ちゃん……大丈夫かな？」

　ここまで来てようやく安心したのか、少女は不安そうに西南を見上げて言った。

「大丈夫だよ。ちょっと時間はかかるかもしれないけれど、あいつらを撒まいて来るよ」

「そうだよ。お空だって飛べるんだからさ」

　少年は少女を安心させるように西南に口くち添ぞえした。

「うん」

　安心したように肯く少女は、小さな頃ころの妹、吉よし子こを思い出させた。お気に入りの服を西南の血で汚よごしてしまった時の、あの吉子だ。年ねん齢れいはワウの少女の方がもっと上だが、クルクルッとした瞳ひとみはあの時の吉子そっくりだ。そしてその愛らしい瞳は、捕つかまっている福ふくを思い出させて、心を締しめ付けたが、それでも後こう悔かいは無い。

　入り組んだ洞窟を少年達は迷う事無く進んで行く。

「それにしてもよく迷わないね」

「ここら辺一帯は、僕達の庭のようなものだもん。ここに入っちゃえば、あいつらも絶対に追っては来られないよ」

「そうか……それで君達の集落までどれ位あるの？」

「僕達の足だと八時間くらいかな？　かなり遠回りしたからね」

「えっ？　この近くじゃないの？」

「僕達、あいつらから隠かくれて住んでるから、そのまま集落に行けないよ」

「でもそんな距きよ離りをよく来られたね」

　少年少女が歩くには距離があり過ぎだ。この裂け目までですら、二人の足では五時間以上かかるだろう。

「来た時は別ルートだよ。でもその秘密の通路はあいつらに見つかっちゃったから使えなかったんだ。でも地下にはいくつか近道があるから大だい丈じよう夫ぶだよ。ほらそこ！」

　少年はそう言うと洞窟の隅すみを指差した。底には一見して見過ごしそうな感じで石の裏側の壁かべに穴が開いていた。

「……結構、人が出入りしているんだな」

　穴の入り口は丁度、人の手が当たる辺りの岩いわ肌はだが、磨みがかれたようにツルツルになっていた。古い木の家などで人が頻ひん繁ぱんに歩く部分などが、長年の使用で磨かれたのと同じだ。中に入ると小さなドーム状の場所で、床ゆかは石いし畳だたみが敷しかれた、中央の部分に違ちがう色の石が模様のように配置されていた。一見すると洞窟の中に造られた、ちょっとした簡素な住居といった感じだ。

「お兄ちゃん、その真ん中の石の所に」

　少女に引っ張られ、西南は中央に立った。後に続いた少年は懐中電灯の光を周りの壁にある模様の一つに当てた。数分後、足あし下もとの石がうなりを上げ始めた。と、次の瞬しゆん間かん、西南達は別の場所へと移動していたのだった。

「ここからならすぐだよ」

　少年が先導し、少女は嬉うれしそうに西南の手を引っ張ってホールから出て行く。そこはもう先程とは違い、樹じゆ雷らいによくある光を発する植物が所々植えられ、ほのかな明るさがあった。

（転送ゲートか……遺い跡せきの物か、それとも入植した時に持って来た物？）

　自然主義者として入植したのなら、こういった文明は廃はい棄きする筈だ。もちろんその子孫達がその教えを頑かたくなに守るかといえば否いなである。

（もしこの星に残る最古の文明の遺跡だとしたら、凄すごい発見だな）

　とはいえ、今の西南には関係ない事だ。

「それにしてもこの洞窟って、かなり広範囲に広がってるんだね」

「シャンクの連中が居る辺りを中心に広がってる……」

「シャンク!?　あいつらシャンクっていうのか？」

　少年から思いもしない言葉を聞いて西南は血相を変えた。

「う、うん。タラント・シャンクって奴やつがボスだって聞いたよ」

「そうだったのか……」

　西南の中に不安がよぎるが、その不安をかみ殺す。

「お兄ちゃん知ってるの？」

「有名な海かい賊ぞくなんだ。それよりシャンクが居る辺りを中心にって言ったよね？」

「うん。もともとそこに大きな開口部分があって、それを中心に地下洞窟が広がってるんだ。僕達の一族はもともとその中心部に住んでいたんだって。でも僕らが生まれるずっとずっと前に、急にシャンクの連中がやって来て基地を造ったんだって」

「じゃあ、もしかして基地まで地下で繫つながってるの？」

「うん。今でも近くまで行けるよ」

「でも、それなら君達の集落も危ないんじゃない？　今まで見つからなかったの？」

「途と中ちゆう、落盤とかあって、繫がっていないんだ。だからさっきのようなからくりを使うんだよ。大人は危険だから近付いちゃいけないって言うけど、全然平気だよ」

「そうなの？　でも見張りとか居るんじゃない？」

「地下部分は完全に金属の壁で覆おおってるから、あいつらの出入りする場所は無いよ。基地の中に入ろうと思えば、地上の出入り口しかないんだ」

「そうか……もし基地の近くまで行けるのなら、何とか出来るかも……」

　問題はそこまでの道案内だ。

「もし行きたいのなら案内するよ。よく行く遊び場だからね」

「遊び場？」

「大人の人達には内ない緒しよだよ。でも古い遺跡のような物がいっぱいあって面おも白しろいんだ」

「……分かった。その時はよろしくね」

　なんとか基地側に近付く算段は出来た。正に『情けは人の為ためならず』である。遠回りだと思っていた人助けが、結果的に近道となったのだ。

「あそこが僕達の村のある場所だよ」

　少年が指差す先には、漏もれ出る灯あかりが見えていた。

「誰だれだ!?」

　少し開けた場所には、槍やりを持った見張りらしき男が二人立っていた。西南を見て警けい戒かいした二人は槍を構える。

「大丈夫！　この人は僕達を助けてくれたんだ」

　少年はすぐさま手を振ふり、西南の前に駆かけだした。

「クスロ！　アチャ！」

　少年と西南の隣となりにいる少女を見て、その男達は叫さけんだ。

　　　　×　×　×

　入り口を入った先は三十メートル程ほどのドームのような場所だった。それは完全に一体型のセラミックのような、明らかな人工物だ。天井は五メートル程の垂直の穴が開き、そこからは陽光が降りそそいでいた。

「このバカ息子むすこッ！」

　見張りの男達の知らせでやって来た村の大人達、その殆ほとんどが女性だったが、その中から飛び出して来た母親らしき女性が、いきなり少年を担かつぎ上げてお尻しりを叩たたき始めた。

「ごめんよ母ちゃん！」

「あんたがアチャを止めないでどうするんだい！」

「だってぇ」

「アチャ！　あんたもだよ！」

　次にその女性は、アチャのお尻を叩き始めた。さすがにクスロ程には激しくはないが、パンパンという音がドームの中に響ひびいている。

「ごめんなさい」

　アチャは涙なみだ目めでそう言ったが、表情は心なしか明るい。お尻を押さえ涙目でうずくまっているクスロとは大違いだ。

「息子とこの子を助けていただいて、どうもありがとうございました」

　不安と怒いかり、彼女の激情が解放されたのだろう、母親はようやく西南に駆け寄り、頭を深々と下げた。彼女を遠巻きにしていた他ほかの大人達もクスロやアチャに近付き、無事を喜んでいる。

「あ、いえ……俺の職務ですから。それに……俺のせいかもしれないし……」

「はい？」

「あ、いえ、それよりアチャちゃんのお母さんが病気だって聞きましたが？」

「はい……運悪くこじらせてしまって。でも摘つんで来て下さった薬草があれば、少しずつ回復するでしょう。こちらでも連中の基地から遠い、安全な群生地で採取しようと手配していたのですが、その分時間がかかりますので……」

「それであんな危険な場所で？」

「特にアチャは母一人子一人ですから」

「それは心配でしょうね」

「正直な話、こちらの手配は間に合うかどうかは分かりませんでしたから、危険を承知で採取に出かけようかと相談していた所なんです。私達にとっても、アチャの母親は大事な友人で神像の巫女みこですから、死なせるわけにはいきませんし」

「神像の巫女……？」

　その時、多くの人がやってくる気配と音がし、女性達の人ひと垣がきを割って男性達がやって来た。と、その中から、ヨボヨボの老人が西南の所に近寄って来きたのだ。

「長老様？」

　クスロの母親を制し、長老と呼ばれた老人は西南の前までやって来た。

「あんたかの？　空からやって来たお方というのは？」

　そして西南の顔をジッと見つめた。

「…………？」

「うん、そうだよ長老様。この兄ちゃんと……それからもう一人お姉ちゃんが居たんだけれど……」

　不思議そうにする西南に代わって、クスロが得意げに説明する。

「おおそうか！　ではあんたが伝説の勇者様！」

「は？」

「儂わしが生きている内に勇者様にお会いできるとは……これでこの村も安心じゃ！」

「??　はぁ？」

「本気にしない方がいいよ。長老様、余所よそから巡じゆん礼れいに来た人、全員に同じ事を言ってるから」

　不思議そうにする西南に、クスロがいつもの事だとにこやかに話しかける。

「……ＲＰＧかと思った」

「ばかもんっ！　今回は本当の本当じゃ！」

　長老の声に、周囲の大人達もざわめき始めた。

「さあ、村の衆！　今より歓かん迎げいの宴うたげじゃ！」




「例のクルーザーに間違いないようですが、中には誰も居ません。情報を引き出そうにも防ぼう壁へきが堅かたくて、再起動さえ無理です。技研の方に回しますか？」

　大型の六本足をした蜘蛛くものような重機が、岩や土ど砂しやの撤てつ去きよ作業を終え、白い西南の乗っていたクルーザーの船体が露ろ出しゆつしていた。

『哲てつ学がく士の船など、どんなトラップが仕し掛かけられているか分からん。破は壊かいしろ！』

　タラントは面めん倒どう臭くさそうに通信を切った。

「了りよう解かい」

　　　　×　×　×

「チッ！　逃げ足だけは速いな。……それで？　あの場にいた三人は山やま田だ西南の姿を見てはいないのだな？」

　仮の司令所でふんぞり返るタラントは小さく舌打ちをし、周りで直立不動のオペレーター達の方を向いた。

「痕こん跡せきを見かけたのは確かなようです。ですが連中、言い渋しぶっていたようですが、どうやら一いつ杯ぱい喰くったようで」

「どういう事だ？」

「連中、あの辺りで狩かりをしている最中だったんですが、金毛のワウを見つけたそうなんです」

「ほう？」

「見つけたのはガキだったんですが、それを追いかけていた若いのが二人、山田西南にやられたようで……」
















「だが子連れだったら、すぐにでも見つかりそうなものだが？」

「その途中で女親らしき金毛が現れたらしく……」

「子供を逃にがす囮おとりだな。なるほどそれを追いかけた訳か」

　山田西南はタラントですら仕留め損そこなったしぶとい男だ。下したっ端ぱの海賊が恐おそれるのも無理はない。それよりも確実に金になりそうな方を優先させた気持ちも分かる。

「はい」

　オペレーターはタラントの顔色を窺うかがったが、さほど機き嫌げんは悪くはなさそうだ。どうやらアーガ達は命拾いしたようだ。

「それでその金毛は捕つかまえたのか？」

「それが見失ったというか……連中が言うには、確かに追い詰つめた筈はずなのに、忽こつ然ぜんと消えてしまったようで……」

「消えただと……!?」

　その時タラントの脳のう裏りに、ＮＢから変身したキルシェの姿が思い起こされた。

「そいつは西南のＮＢだ！　消えた辺りを精密スキャンしろ。絶対に逃のがすなっ！」




「どうだいカシャク、気分は？」

　カシャクと呼ばれた女性はアチャと同様、金毛の女性だが、所々に茶色の毛が交じり、全体的には少しくすんだ感じだ。それでも薄うす暗ぐらい部屋の中で僅わずかな光に照らされてうっすらと輝かがやく姿は美しい。

「……はい。薬のおかげでずいぶん楽になりました」

「そうか、それは何よりだ。だがしばらくは安静にな。ところで今日はお主に重要な話があって来たのだ」

　と、起き上がろうとしたカシャクを長老は手で制す。

「そのままでよい。実は我らが守り神、神像様が目覚められたのだ」

「……外が騒さわがしかったのはそれでございますか」

「そして同じくして勇者様が現れた」

「…………？」

　カシャクはちょっと不思議そうな目で長老を見た。クスロの反応同様、長老のいつもの口くち癖ぐせかと思ったのだ。

「いや、今回は本物の本物だ。空より来たお方だ」

「さ、さようでございますか。しかし今の私では……まさかアチャに!?」

　困こん惑わくのカシャクの問いに長老は静かに肯うなずいた。

「そんな……」

　カシャクは両手で顔を覆おおう。

「あの子は次世代の神像の巫女。しかもお前を助けようと薬草を採りに行き、海かい賊ぞく達に襲おそわれた所を助けて下さった方こそが、勇者様だったのだ」

「本当で、ございますか？」

「因いん縁ねん浅からぬ事よ。ならばアチャに巫女役をやらせる事に異存は無いであろう？」

「……はい」

　カシャクは崩くずれ落ちるかのように、深々と肯いた。

「正式な儀ぎ式しきは事が終わってからでも構わない。前章の舞まいだけで契けい約やくとする」

　　　　×　×　×

「アチャが巫女に!?」

　クスロは驚おどろいたように宴の料理を作っている母を見上げた。

「ああ、カシャク様がご病気だからね」

「名めい誉よな事とはいえ、幽かくり世よへ行くにはちょっと早いよねぇ……」

　会話に加わる他の女性の言葉に、クスロは堪たまらず台所を飛び出して行った。

「クスロ!?　いけない！　もうアチャは……」

　と、止めるクスロの母を他の女性が制した。

「幼い時から兄妹きようだいのように育ってきたんだ。長老様もお別れくらいさせてくれるさ」

　　　　×　×　×

　女性の言った通り、長老はクスロの顔を見ると、何も言わずに奥の部屋へと通してくれた。そこからは巫女付きの侍じ女じよが付き添そい、アチャの下もとへと案内してくれるのだ。

「ちょっとお待ち、クスロ」

　侍女はクスロを止めると、塩をクスロに振ふりかけた。つまりこの先は神聖な場所なので清めているのだ。

「あまり時間はないからね」

　侍女にそう言われ、クスロは小さく肯いてカーテンをくぐる。

「クスロ！」

　アチャはクスロの顔を見ると、誇ほこらしげに頭に飾かざられている装そう飾しよくを見せた。

「母様のお古だけど、私まだちっちゃいから作り直してくれているの」

「うん……よく似合ってるよ」

　クスロは眩まぶしいものを見るように目を細めた。

「これ、あげるよ。欲ほしがってただろ？」

　クスロが差し出したのはペンダントだ。結けつ晶しよう面は殆ほとんど無く、カケラといった感じだが、それでも南国の海を思わせる碧みどりがかった濃こいブルーで、透とう明めい度も抜ばつ群ぐんのアクアマリンの原石だ。それを細い糸で編み籠かご状にして吊つるしている。

「えっ……でもそれ、クスロの宝物なんでしょう？」

「いいんだ。巫女様への貢みつぎ物ものだ」

「本当？　ありがとう！」

　まさに掌しよう中ちゆうの玉、といった感じでそれを両手で受け取ると、アチャはその美しい輝きに見入った。

「もう一緒に遊べなくなるね」

「うん。……でも巫女としてクスロの幸せを……幽世から一いつ生しよう懸けん命めいお祈いのりするから」

　アチャの表情が少しだけ曇くもるが、それでも巫女となる期待感が大きいのだろう、笑え顔がおでそう言った。

「ありがとう」

　クスロにしてもそうだ。いつかアチャが巫女になる子だという事は分かっていたし、それがどういう意味を持つかも、村の人間として知っている。当然、クスロに恋れん愛あいといった情は無い。どちらかというと転校する親友を見送りに来た、そういう感じだ。それでもアチャが手の届かない所に行ってしまうという、強い喪そう失しつ感かんは感じているのだ。

「…………」

　それ以上会話は続けられず、クスロはその場に立ち尽つくすのみだ。

「さあアチャ、クスロ、そろそろ準備をしなければね。勇者様をお待たせしてはいけませんよ」

　侍女は優やさしく声をかけた。

「……うん。じゃあね、アチャ」

「踊おどり、見て行ってね」

　二人は親愛の情である頰ほお擦ずりを交かわす。そしてこれが二人の、子供として触ふれ合える最後だった。

　　　　×　×　×

「お別れは済んだかい？」

　奥の部屋から一人で出て来たクスロはポロポロと大おお粒つぶの涙なみだを流していた。長老は優しくクスロの肩かたに手をやった。

「勇者様は嫌きらいかな？」

「……ううん。僕達を助けてくれたし……とっても優しい人だよ」

　西南の顔を思い出すと悲しみが薄うすれる。

　海賊達に追われる恐きよう怖ふ、何よりアチャを守れない焦しよう燥そう感かんと絶望感は凄すさまじいものがあった。だから西南が現れた時は、まさに彼に勇者としての姿を見たのだ。しかも彼からは老成した者だけが持つ、包み込むような優しい雰ふん囲い気きがあったのである。

「アチャはその勇者様の巫女みことなるのだ。その時は笑って見送っておあげ」

「……うん！」

　クスロは両の腕うでで涙を拭ぬぐうと力強く肯いた。あの勇者様ならアチャをきっと守ってくれる、クスロはそう確信していた。

「本来、主しゆ催さいの場には子供は出られないが、今回は特別だ。振る舞まい料理でも食べながらアチャの舞を見るといい」

「…………」

　だがクスロは、西南とアチャの儀式を見るのが、妙みように気き恥はずかしい感じがして行く気にはなれなかった。

（……それに）

　西南を海賊の基地近くへ案内するという約束もある。遊び場とはいえ、あの場所に行くにはそれなりの準備も必要だ。荷物の量があるので大人に見つかると面めん倒どうだが、宴うたげの準備で慌あわただしい今は絶好の状じよう況きようの筈だ。

「アチャの儀式にカシャク様は参加されるのですか？」

「お前達が薬草を採って来てくれたおかげで楽にはなったようだが、まだ動くのは当分無理じゃろう。本来ならば巫女の引き継つぎに参加して貰もらいたい所だが、急な事だったし、略式で巫女への引き継ぎは終わっておる」

「ではもうカシャク様は巫女ではないのですか？」

「おお、そうじゃ！　今ならばカシャクと会う事も出来るぞ。カシャクもお前に薬草のお礼をしたいと言っておったからの。アチャの様子を報告がてら、会って来ると良い」

「は？……あっ、はい！」

　敵基地に向かう先は神像の祠ほこらの方向にある。必要な荷物を隠かくしに行くのには絶好の理由付けだ。それに……、

　───憧あこがれだった美しい巫女に直接、目通りが出来る。

　それは好きなアイドルに会うのと同じような状況だ。そう考えるとクスロの心臓の鼓こ動どうは早はや鐘がねのように動き出していた。




　村は自然の浸しん食しよくで出来た洞どう窟くつではなく、入り口にあったドームと同じような人工物だった。とはいえ所々破は壊かいされ、傾かたむき、天てん井じようと壁かべの一部にその痕こん跡せきを残すのみで、元がどんな施し設せつだったのかも定さだかではない。中央には小さな川と地底湖が在あり、発光する実を付ける木がドーム中を覆うように生おい茂しげってかなりの明るさだ。周囲には穴を掘ほって造った家が、ちょっとした団地のように並んでいる。

「幻げん想そう的な雰囲気だな」

　西南達は長老達と若いワウの女性達に取り囲まれ、地底湖を望む大きなテラスのような場所に居た。そして目の前には多くの料理が並べられている。

「ほら、よそ見などなさらないで」

「あ、あの～……歓かん迎げいしてもらえるのは嬉うれしいんですが……」

　西南の周りを取り囲むワウ人の女性達は、全員があられもない姿だ。西南としては目のやり場に困って景色を見ていたのだが、そう簡単には許して貰えそうにない。

「ささ、勇者殿どの。食事も女子も、好きなだけ召めし上がって下され」

「……何だかとんでもない言葉を聞いた気がしますが？　言い間ま違ちがい、ですよね？」

「いやいや。食事も女子も、ですじゃ。それとも男の方が好みで？」

「違いますっ！」

　慌てて否定をする。そうでなければマジに男が出て来そうで怖こわかった。

「ホッホッホ。では遠えん慮りよなさらずに、ほれほれ」

「ほれほれって……いきなりそんな事を言われても困るんですが……」

「儂わし等の村は海賊のせいで隔かく離りされたような状況でしての。他ほかの村からの人間は滅めつ多たに来ませんのじゃ。そうなると新しい血は入らず、血が濃くなる恐おそれがありますのじゃ」

「クスッ。他から来た人には『勇者様』という事で、私達がお相手をしてるの」

「クスロが言ったのはそういう事ですか……」

　他所よそから来た人を勇者様扱あつかいして村中で歓かん待たい、その気になった男性から子種を貰っていた、という訳だ。まさに彼等にとって外から来た者は血を濃くしない為ための『勇者』なのである。

「そういう訳ですから、お気になさらんとドンドンと！」

「気にします！　だいたい俺は未成年ですよ」

「もう精通はお有りなんじゃろ？　それにこの村の長老である儂が許可を出しておるのですから、問題はありませんですじゃよ」

　満面の笑みの長老は『この色男』っと、肘ひじで西南を小こ突づいた。

「これも人助けですよぉ、なら勇者様のお仕事でしょう？」

　女性達は上気した表情で西南にしな垂れかかった。

「ですが……」

　本来その手の不ふ埒らちをしないよう諫いさめる長老や、女性達から、実にあっけらかんと請こわれると、西南ですらつい『そうしなければならない』ような気がして来るから恐ろしい。

（ダメだダメだ！）

　ここは霧きり恋この顔を思い出し邪じや念ねんを振り払はらう。それでもダメならアイリもプラスする。

（あっ！　結構、利きくぞ）

　スッといかがわしい気持ちが薄れる。何しろここでいかがわしい事をしたと知られたら、両りよう極きよく端たんに面倒な二人だ。霧恋は烈れつ火かの如ごとく怒いかり、アイリは『だったら自分も』とすり寄って来る。そのダブル恐怖に打ち勝てるものなど滅多にない。

「まだ仲間の安否も分かりませんし、俺にはやらなければならない事もありますから」

　そう毅き然ぜんとした態度で言う。

「でも食事はありがたくいただきます」

　せっかく用意してくれた心こころ尽づくしはいただいて、その場を誤ご魔ま化かす。

「そうですな。先まずは腹はら拵ごしらえが先ですな。……ではその後でゆるりと」

　何があろうと逃にがす気は無いようだ。

「はは……美味おいしいです」

　とりあえず長老の言葉を無視するが、女性達の歓待の手が止まる訳ではない。お酒や食事を勧すすめるフリをしつつ、西南を逃がさないよう左右後ろから数名で、豊満な胸を思いっきり押し付けて来る。

（ううっ……）

　ハッキリ言って女性の色いろ香かなら耐たい性せいは高い方だ。大勢の女性達と同居し、雨あま音ねや玉ぎよく蓮れんのような超ちよう絶ぜつ極ごく上じようの女性とも接して来た西南に、そうそう色いろ仕じ掛かけは通じるものではない。だが村の存続という理由が加わり、村長や女性からも迫せまられる状況では少々勝手が違うのだ。それに西南だって女性は好きだし性せい欲よくもある。自身の欲よく望ぼうならば、それを抑おさえようという気持ちも強くなるが、長老と女性達本人からお願いされるという、いわば大義名分があるのだから始末が悪い。

「ねえ勇者様。どうか私達を助けると思って、うんと言って下さいまし」

　西南の戸と惑まどいを察したのか、攻こう略りやく地点を見つけたのか、女性達が懇こん願がんし始めた。

「た、助ける？　あっ、いや、しかし……」

　もう少しで『うん』と言ってしまいそうになったその時、

「おお、準備が出来たか！」

　長老の一言で全員の視線が、地底湖に延びる小さな舞ぶ台たいへと向いた。

「アチャ？」

　幕が開きその向こうに立っていたのは、真っ黒な黒い石の小さなプレートを繫つなぎ合わせて作られた、ビキニのような衣い装しようと装そう飾しよく品を身につけたアチャだった。地上で出会った時には分からなかったが、彼女の全身は一つの斑まだらも無い見事な金毛で覆おおわれていた。さらに屋根の一部に穴が開けられ、集光用のレンズが取り付けられている。集められた光はスポットライトのようにその下に居るアチャに当たり、その美しい金毛を一層、映はえさせていたのだ。

「確かに海かい賊ぞく達が目の色を変えて追いかけ回す筈はずだ……」

　いつしか宴えん会かいの喧けん噪そうは静まり、その静せい寂じやくの中、パンパンッと舞台の後方に控ひかえる者達の柏かしわ手でが響ひびいた。それを合図に、西南をジッと見つめていたアチャが深々と一礼し、控えていた者達はそれぞれに楽器を持って演奏を始めた。そしてある音をきっかけに、アチャは静かに舞い始めた。

（……綺き麗れいだ）

　ゆっくりと流りゆう麗れいに。幼いアチャの拙つたなさは感じるものの、それ以上にアチャの美しい金毛としなやかな身のこなしが、その幻想的な舞台とあいまって、素す晴ばらしい雰囲気を醸かもし出している。

　パンパンパン！

　舞まいは三分程ほどで終わったが、それでもその素晴らしさは賞賛に値あたいする。一礼したアチャに西南は惜おしみない拍はく手しゆを送った。

「さあ、アチャ。こちらに」

　長老に促うながされ、アチャは恥はずかしそうに西南に近付いて来た。そして西南の前で跪ひざまずき、深々と頭こうべを垂れた。そして頭を上げると怖おず怖おずと両手を掌てのひらを上にして西南に差し出したのである。

「？」

「勇者様、アチャの踊おどりはいかがでしたか？」

「えっ？　ええ、素晴らしかったです」

「ではアチャの手に勇者様の手を」

「は、はい」

　西南はそれを踊りに対する賞賛の印か、お礼の仕方なのだろうと思った。

「凄すごく良かったよ、アチャ」

　アチャの小さな手に西南は両手を置いた。と、アチャは恥ずかしそうに俯うつむき、それでも西南の手をしっかり握にぎって来たのだった。

「よしっ！　これで勇者様と巫女みこの契ちぎりは交かわされた！」

　長老の宣言に、周囲からはどよめきと歓かん声せいが巻き起こった。

「えっ？　契り??」

　何やら策略にはまった様な感じがしたが、

「……嬉しい」

　涙なみだ目めで喜ぶアチャを見た時には、すでに手て遅おくれだった。








５「それぞれの目的へ」









「リョーコはＧＰ、翠すい簾れんは樹じゆ雷らいの情報を！　私は軍と世せ二に我わを担当するわ。他の各自はそれぞれのサポートに入って！」

　火か煉れん達は急いで来客用の椅い子すを使い易やすい場所へと配置し座る。が、リョーコはその場で立ち止まった。

「どうしたの？……ああ、なるほど」

　訝いぶかしげにリョーコを見る霧きり恋この目の前で、リョーコはエルマへとその姿を変えた。

「やっぱりこちらの方が動きやすいです」

「それじゃあ始めるわよ！」

「了りよう解かい！」

　霧恋の号令の下もと、一いつ斉せいに作業を開始した。

「私ら、どうする？」

　情報管理に疎うといネージュと雨あま音ねは顔を見合わせた。

「雨音はいつものように、適当に不ふ審しんそうなデータのチェック。ネージュ様は……」

「お茶でも淹いれて来るわ。砂糖多めが良いでしょ？」

　ネージュは後ろ向きで手を振ふりながら台所へと向かった。

「すみませんがお願いします」

「霧恋様、各情報へのアクセス準備完かん了りようです」

「了解。先ずはアカデミーから発進した、西せい南なちゃんのクルーザーの航こう跡せきの特定から始めましょう」

「しかし、アカデミーは出入りしている艦かん船せんの数が半はん端ぱじゃありませんよ。本星からも同時刻にかなりの数の船が行き来していますし、福ふくちゃんを連れ去った者達のジャマーもあります」

「それなら大だい丈じよう夫ぶよ。あの船にはトレーサーが付いているから」

「えっ？　何でそんな物が？」

　全員が思わず霧恋の方を凝ぎよう視しした。

「あの船って、もともとアイリ様の物なんだけれど、仕事をほったらかしにして逃げ回るアイリ様の位置を特定するのに、内ない緒しよで付けてあったのよ」

「……あのアイリ様の目を盗ぬすんで、よくもまあそんな物を取り付けられましたね」

「秘書の人達と工こう房ぼうの人達全員が協力して取り付けたらしいわ」

「みっ……味方が一人もいませんね」

「自じ業ごう自得という言葉がピッタリの人だからね。ただ微び弱じやくな物だからトレースは容易じゃないわよ。信号パターンとフィルターはこれを使って！」

　霧恋が配布したアイリのトレーサーパターンと、それを判別するためのフィルターを使いみるみるうちにクルーザーの航路が特定されていった。とはいえ並のオペレーターではかなり難しいものだが、霧恋達はその有能さでほんの十分程で九十九・九九九九九％の候補を排はい除じよしたのだった。だがそれでも約三百近くの候補が残っている状態だ。

「雨音、分かる？」

「ん……多分これと、これも怪あやしいな」

　雨音はそのカンで、候補を十にまで減らした。

「こいつら……なんかモヤモヤする。うまく言えないけど……気持ち悪い」

「確かく認にんするわ」

　候補にナンバーをそれぞれに付け、阿あ吽うんの呼吸でそれぞれを同時に解かい析せきしていく。

「[image: №]０１、ダミー確認！」

「[image: №]０２、ダミー確認！」

　こうして次々とダミーがほぼ瞬しゆん間かん的に解析されていった。

「[image: №]０４、トレースパターン確認！」

「凄いわね、雨音さんの勘かん」

　雨音が選んだ物は、本物以外は全すべてそれ用に用意されたダミーだ。関係の無い船せん舶ぱくのモノは一つも無い。

「西南お兄ちゃんの悪運程じゃないにせよ……ミステリーだわ」

「ん？　もしかしてこれは……」

「どうした。霧恋？」

「ちょっと待ってて！」

　霧恋はそう言うと、席から離はなれてどこかへ通信を始めた。

　　　　×　×　×

　霧恋達の作業をアイリと美み守かみは理事長室でモニターしていたのだった。

「本当……厄やつ介かいですわね。ホホホ」

「もともと有能な霧恋ちゃん達が候補を減らし、その中から雨音ちゃんが正解を引き当てる……」

　初期段階のピックアップは普ふ通つうのオペレーターなら十時間コースだ。その次段階は霧恋達でさえ数時間コースの作業となる、そこを雨音のカンでショートカットするのだ。このチームにかかっては念入りな隠いん蔽ぺい作業もあっと言う間に丸まる裸はだかにされる。

「彼女達に対たい抗こう出来るのは、瀬せ戸と様の情報部くらいでしょうね」

　もちろん総合力においては、瀬戸の情報部の足元にも及およばない。だがピンポイントの解析力では、霧恋達が圧あつ倒とう的てきに上だ。

「でもこれほど調査の隠蔽が完かん璧ぺきだと、黒幕さん達には気付かれないじゃない。有能なのも時と場合によるわよねぇ……」

「ですから私達がリークしてあげるのでしょう？」

「リークされているのは私も同じようだけどねぇ」

　アイリは自分の秘書軍団と工房の技術者が結けつ託たくし、トレーサーを付けていた事にショックを受けているのだ。

「それは自業自得でしょう？　ホホホホホ」

「フン！　んで、美み咲さ生おちゃんは間に合いそう？　黒幕連中を一気に確保するのは難しいわよ。タイミングがズレると証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれもあるし、集団自決なんて嫌いやよ」

「マシスさんの部下と、美み兎と跳との清せい掃そう部隊も動員していますから大丈夫だとは思いますが……問題は吟鍛なきたですね」

　逮たい捕ほの動きを察する事が出来るとすれば吟鍛だ。

「んもう！　何でそんなに頑がん張ばっちゃうかしらねぇ？」

「だからこそ、泰たい馬ま殿どの達も彼を信用したのですから。痛いたし痒かゆしですわね。ホホホホ」

「とにかくここが山場ですから、負ける訳にはいかないわよ」

　　　　×　×　×

「ごめんなさいね」

　通信を終えて、戻もどって来た霧恋はイスに座り直した。

「どこにかけてたんだ？」

「ちょっと確認。さすがにこちらのラインを使う訳にはいかなかったのよ」

「霧恋様。この[image: №]０４の、西南様のクルーザーが追つい跡せきしている艦は間ま違ちがいなく、守かみ蛇だ怪けの輸送艦と接せつ触しよくしています」

「そうね。そこで一度戦せん闘とうした形けい跡せきがあるわね」

「それじゃあ、西南の犯人説が正しいって事になるじゃない！」

「正確に言うと二度、戦闘があったわ」

「二度？」

「間かん隔かくが短いから一度に見えるけれど、一度目と二度目の間で西南ちゃんのクルーザーの反応は消失、恐らく超ちよう空間ジャンプをしたんでしょう」

「二度目は偽ぎ装そうの戦闘という事ですね」

　つまりこれが西南が守蛇怪を奪うばった証しよう拠ことされているのだ。

「……って事は、やっぱり西南は無実なんだな？」

「ええ。守蛇怪を輸送した船は、襲おそわれたんじゃないわ。さもそう見えるように偽装して姿をくらませたのよ」

「つまりは誰だれかが守蛇怪を独ひとり占じめしようと、企たくらんだという事ね」

「まさか……あのクソババア!?」

「……可能性としては高いわね。でもこれを見て」

　と、先程の艦の航路予想図が表示される。

「輸送艦の向かった先は、ＧＰや連盟の航路ネットワークの密集地帯よ。どこかが独どく占せんしようというのだったら、一番避さけて通る所だわ」

「そのまっただ中で消えたなんて、まるで幸こう運うん艦かんみたいですね……」

「そうなると、西南お兄ちゃん犯人説も完全には晴れないわね」

「確率の偏かたより……ミステリーの集大成のような子ですものね。疑われても仕方ないかもしれませんね」

「……おい！　ここって……？」

　雨音が図面上のある一角を指さす。

「やっぱり目を付けたわね」

『待たせたね』

　と、中空モニターが起動し、そこに現れたのはコマチだ。

「ああっ、コマチさん、どうでした？」

『あんたの言う通り、その宙域には海かい賊ぞく絡がらみの、使し途と不明な大量の資材の出入りが確認されたよ』

「明確な搬はん入にゆう場所は分かりますか？」

『かなり巧こう妙みように隠蔽されてて、私の伝つ手てと天てん南なん財ざい閥ばつの商取引のデータから摑つかめたのは、その宙域で資材の流れが消えたって事だけだ。もっと時間を掛かければ、もしかして分かるかもしれないが……』

「ありがとうございます。それだけでも十分です」

『礼はいいよ。坊ぼうやには借りがあるからね』

　コマチは小さく手を振ると通信を切った。

「よし！　ここまで絞しぼり込めれば、行き先の特定は……」

　それから数分後、霧恋達は僅わずかなクルーザーの航路をトレース、途と中ちゆう航跡をロストしたものの、タラントの居る基地惑わく星せい上での超空間オーバーフローの僅かな痕こん跡せきをキャッチしたのだった。

「恐らくここよ。間違いないわ」

　霧恋達はお互たがいに顔を見合わせ肯うなずいた。ついに西南の居場所を摑んだのだ。

『どうやら、西南君の行き先が分かったみたいね』

　と、いきなり起動したモニターに映っていたのは、アイリだった。




「瀬戸様、美守様より報告。霧恋様以下八名、軟なん禁きん先の九く羅ら密みつ家別宅より逃とう走そういたしました」

　オペレーターが悲鳴に近い声で瀬戸に報告をする。

「あらまぁ、物ぶつ騒そうねぇ。でもそこって美咲生ちゃんが居たんじゃないの？」

　瀬戸も驚おどろいたように声を上げるが、その表情はどこかわざとらしい。

「外からの大規模な手引きがあったそうで、ＧＰでも大おお騒さわぎだとか。現在、八名は所属不明の宇宙船でアカデミー外へと逃走、九羅密別べつ邸ていで何者かとやり取りした痕跡が見つかり、そこから逃走経路が判明したそうです」

　水みな穂ほはそこまで言うと、チラッと瀬戸を見た。瀬戸の目の前のモニターには、霧恋が解析した[image: №]０４の航跡データが表示されている。

「あら、ここっていろいろな国の宙域が入り組んでて厄介な場所よね？　確か不ふ可か侵しん宙域になっていた筈はずじゃなかった？」

「そこに守蛇怪を奪った山やま田だ西南が潜せん伏ぷくしている可能性があるのでは？　と、ＧＰは分ぶん析せきしているようです」

「なるほどねぇ」

「……と、こんな感じになっていますから、そちらの方はお任せします、との事です」

　そこまで言うと水穂は大きく溜ため息いきを吐ついた。そしてよく見れば、オペレーター達はクスクスと笑っている。

「このわざとらしい芝しば居いは止やめませんか？」

「いいじゃない。知らなかった、って事にしないとやってられないわよ」

　下手へたをすると西南を見殺しにしかねない、そんな事態にした後ろめたさがあるのだ。もちろん、だからと言って計画変へん更こうをする訳にはいかないので、ちょっとした気分転てん換かんを兼かねた自己に対する言い訳、アリバイ作りだ。

「瀬戸様！　ＧＰ第一軍、世二我所属の『美み王おう』を旗き艦かんとした第一艦かん隊たいが、目標に向かって移動を始めました！」

「反応が早いわね……なるほど。やはり彼も関かん与よしていたのね。それにしても直接ご出しゆつ陣じんとは……タラントごと全て闇やみに葬ほうむるつもりのようね」

「吟鍛様を使うのではないのですね」

「スケープゴートにするつもりか、あるいは吟鍛殿を信じていないか……手て柄がらをたてさせると面めん倒どうと考えているか、でしょうね」

「吟鍛様は黒幕達にとって実働の精せい鋭えい、便利な存在ではあるけれど、自分達と並ぶ大きな存在になられるのも嫌、という事ですか？」

「連中もそれぞれに思おも惑わくはあるわ。同じ目的は持ってても、それが達成された時の主導権争いもあるでしょう。吟鍛殿と一番近い存在は泰馬殿だから、その力を削そぎたい者も居るでしょうね」

「もしタラント討とう伐ばつが成功すれば、守蛇怪盗とう難なん事件と合わせて大手て柄がらですからね」

「ついでに西南殿の背信をでっち上げられれば、ＧＰへの牽けん制せいにもなるわ。まさに一石三鳥、黒幕が直接的に動く理由としては十分よ。でも……吟鍛殿を土ど壇たん場ばで裏切るなんて、連中、最大の悪手だわ。おかげでずいぶん楽になったけどね」

　瀬戸は満足げにニンマリと笑えみを浮うかべた。

「しかし……西南君、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「……『ホイトストーク』はまだ向こうかしら？」

「恐らくそうだと……って!?　もしかしてホイトストークに？」

「吟鍛殿が蚊帳かやの外にされた時点で、計画には支障を来きたす恐れは少ないわ。通信をするタイミング次し第だいだけれど上手うまくすれば……」

「脅おどすんですね」

　タラントの基地に居るのを知られれば、身の破は滅めつだ。部下達クルーを守る為ために、あちらの艦かん長ちようが取引に応じる可能性は高い。

「あの艦長さんはバリバリの吟鍛信者の人だから、状じよう況きよう次第では西南殿を助ける判断をする筈よ。ギリギリまで様子を見て、西南殿の救出を依い頼らいするかどうか判断しましょう。それから九羅密邸にまだ軟禁中の霧恋ちゃん達を、そろそろ解放してあげても良いって、美守様に伝えておいて」

　霧恋の瑞みず輝きは上位超空間を航行出来る。ＧＰ軍ぐん艦かん隊より先に到とう着ちやくされては、いろいろな仕し掛かけがダメになる。

「了りよう解かいしました」

　水穂が足早に立ち去った後、瀬戸はモニターに映る星を見つめた。その星こそ西南達が現在居る太陽系の太陽だ。水み鏡かがみはその太陽系の小しよう惑わく星せい群に潜ひそんでいたのである。







「タラント様！　山田西南のＮＢらしき物体を発見したそうです」

「そうか。念のために拘こう束そくジャマーと鍵かぎを付けて連れて来い。それから山田西南は見つかったか？」

　オペレーターの報告に、タラントは身を乗り出した。守蛇怪にキルシェ、タラントに煮にえ湯ゆを飲ませたモノがまた一つ手に入った事に興奮していた。

「いいえ、未いまだ発見されていません。ワウのガキ共と一いつ緒しよらしいので、恐おそらくは地下にいるものと思われます」

「モグラ共の巣か……」

『タラント様、ＧＰ軍より緊きん急きゆう連れん絡らくが入っております』

「長ちよう距きよ離り空間システムが復帰したのか？　報告を先にしろ！」

　考えを邪じや魔まされ、不ふ機き嫌げんそうに応こたえる。

『最低限の機能ではありますが、防衛と宇宙用長距離超空間システムは回復しました。作戦行動不能の格納戦艦は二です』

「分かった。通信をこちらに回せ」

　タラントはすぐさまシークレットフィールドを張り、通信をＯＮオンにする。

『緊急事態だ。ＧＰが守蛇怪の位置を追つい跡せきしている。その場所が知られるのも時間の問題だ』

　モニターに映った男は前置き無く、切り出した。

「こちらに山田西南が来ているからな。遅おそかれ早かれそうなると思っていたよ」

『何だと!?　くっ！　あの疫やく病びよう神がみめ、余計な事を……』

「クックック」

　山田西南が海かい賊ぞくから疫病神扱あつかいされるのは当然の事だが、仲間であるＧＰ軍、もちろん一部ではあるが、それからも疫病神扱いさているのが妙みように可笑おかしかった。

『笑い事ではないぞ。山田西南は確実に始末しろ。それと守蛇怪の対価をすぐにこちらに渡わたせ』

「ホイトストークと偽装船団に積み込み中だが、まだかかるぞ」

『急げ！　すでに守蛇怪奪だつ取しゆ犯捜そう索さくの為の艦隊がそちらに向かっておる。艦隊到とう着ちやく前には脱だつ出しゆつさせておくのだ』

「ほう？　守蛇怪奪取犯捜索ね……ならば山田西南と、奴やつと結けつ託たくした海賊が犯人という事になるな」

　西南のクルーにリョーコ・バルタが居る事を公表すれば信しん憑ぴよう性せいは増す。ダ・ルマーギルドを主とした現勢力を潰つぶしたい海賊と裏で結び付き、覇は権けんを狙ねらっていたという事にすれば、多くの海賊との遭そう遇ぐう、捕ほ獲かくも納なつ得とく出来る。少なくとも現段階では西南が守蛇怪奪取の容疑者になっているのだ。

『ふん。……なるほど。良い案だ』

「こちらの基地もおまけに付けてやるから、せいぜい派手にやる事だな」

『ならば事は簡単だ。ついでに後始末もしてやるから、廃はい棄き物ぶつガラクタの類たぐいはまとめて置いておくんだな』

　タラントの基地を隠いん蔽ぺいしたままというのは難しいが、タラントが放ほう棄きするつもりがあるのならば、敵の拠きよ点てんとして徹てつ底てい的てきに破は壊かいするのみだ。ついでにタラントにとって用済みとなった物を始末するのは毎度の事だ。

『こちらの進行を遅おくらせる訳にはいかんから急げよ。間ま違ちがってもダイダロスの姿は見せるんじゃないぞ』

「分かっている。これからもお互いに有益な関係でありたいものだな」

『まったくだ』

　欺ぎ瞞まんに満ちた挨あい拶さつを交かわし通信を終えた。

「山田西南を捕とらえろ。蘇そ生せい可能ならば少々手て荒あらでも構わん」

「はっ！」

（守蛇怪も手に入った。そろそろ連中にも消えて貰もらおう）

　　　　×　×　×

「司令！　泰馬様より目標到とう達たつ後、攻こう撃げきのタイミングは本部の指示を仰あおぐようにとの事です」

「分かった」

　美王の司令官、夏か羅ら世よ一いちは正面を見み据すえたまま肯いた。彼が先さき程ほどタラントと話していた男だ。

（タラントとダイダロス……俺にとって都合が良いのはどちらか？）

　司令官はジッとモニターを見つめならが思案していた。

（理想はホイトストークが脱出した後、タラントを仕留める事だが、その時にはもう奴も脱出している筈。それでは泰馬に、吟鍛に大きなアドバンテージを与あたえてしまう。だが美み雲くも師父が亡なくなられた今、九羅密家に往年の力は無い。いや、九羅密が世二我の当主である事自体が間違いなのだ。我が夏羅家を含ふくむ九く羅らの一族にも優ゆう秀しゆうな者は大勢居る。九羅の一族とそれを束ねる九羅密の全すべてが世二我なのだ。そしてそれと志を同じくする同志達が中心となって他国の軍を、ＧＰを牽けん引いんすべきなのだ。その為には……やはり泰馬殿どのには一歩退いていただく必要がある）

　夏羅世一司令は意を決すると、立ち上がった。

「全艦に通達！　目標地点にジャンプアウトし次第、直すぐさま攻撃を開始せよ！」

　　　　×　×　×

「艦長。積み荷の運び込みに遅れが生じているようです」

　ホイトストークの艦長室で、秘書官の女性が報告をしていた。

「海賊共め、何か企たくらんでいるな」

「それと、山田西南がこの星に来ているようです。超ちよう空間のオーバーフローはそれが原因らしいです」

「そんな情報をどこから？」

「しょせん海賊ですから、軍のような情報統制は……」

　秘書官の様子から、ちょっとした色いろ仕じ掛かけを使ったようだ。

「そういう事は感心せんが、目と耳を塞ふさがれた状態というのは落ち着かんからな」

「申し訳ありません」

「いや、助かる。それにしても山田西南か……。守蛇怪を追ってここまで来たとはな。正直、同じ艦長としては胸の痛む話だ」

「彼の乗ったクルーザーは墜つい落らく破は壊かいされ、現在捜索中らしいです」

「こういう立場でなければ、応おう援えんもしたいし助けてもやりたい気分だが……状況としてはまずいな。彼がここに来たという事は、ＧＰや樹雷も動き出す……いやもう動いているかもしれん。万が一にでもホイトストークがここに居る事を知られる訳にはいかん」

　不ふ可か侵しん宙域にあるタラント基地に、ＧＰ軍の軍艦が居たなどと知られれば大問題だ。場合によってはデータのみで、ダイダロスの製造ラインなどの資材は放棄、すぐさま撤てつ退たいする必要もある。

「彼の動向はこちらの作戦遂すい行こうに影えい響きようするかもしれません。引き続き情報は収集しておきます」

「ああ、頼たのむ」




「子供は大きくなるのが早いわね」

　カシャクは横になったまま、クスロの頰ほおを撫なでた。あれからクスロは長老と別れ、神像の間の近くにある巫女みこの社へと、アチャの様子を報告する為にやって来ていた。
















「前にお会いしたのは、五歳のお祝いの時でしたから、もう三年も前です」

　巫女のお世話係と次期後こう継けい者しやのアチャ以外では、巫女と間近で会え、触ふれられるのは生まれた時と、子供の死亡率が下がる五歳のお祝い、そして成人した時だ。

「そうだったわね。でももう私は巫女ではないのですから、そんなに畏かしこまらなくても良いのですよ。これからはこうして会えるし、触れる事だって出来るわ」

　カシャクは猫ねこにでもするように、クスロの下した顎あごを撫で、クスロは気持ち良さ気に目を閉じ身み悶もだえた。

「アチャ、綺き麗れいでしたよ」

「あなた達が付いていてくれたおかげで、あの子も寂さびしい思いをしなくて済んだわ。それに薬草まで採りに行ってくれたそうね」

「採れたのは勇者様のおかげです。僕達は……母ちゃんにお尻しりを打ぶたれただけです」

「それでも嬉うれしかったのよ、クスロ」

　カシャクの言葉にクスロは顔を真っ赤にして俯うつむいた。大人の女性に感謝されるのは男として誇ほこらしい。クスロはこの美しい女性に、アチャとは違ちがう、憧あこがれにも似たほのかな恋こい心ごころを抱いだき始めていた。

　　　　×　×　×

「これで儂わし等も一安心ですじゃ」

「えっ、いや、あの……」

「いやいや、めでたい！　ささっ、善は急げですじゃ。早さつ速そく、儀ぎ式しきと参りましょう」

　西南は両りよう脇わきをガッシリと屈くつ強きような男達に抱かかえられ、引き摺ずられて行く。

「ちょっと待って下さい！　儀式って何です？　まさか……」

「安心して下さいな勇者様。さすがにアチャにお勤めは無理だから、私達が身代わりになります。その際は是ぜ非ひ、私を指名して下さいまし」

「ずるい！　私だってぇ」

　女達は我先に西南の前へとやって来て、己おのれの肉体を誇こ示じする。水面みなもで餌えさをねだる鯉こいの群れのようだ。

「面めん倒どうじゃから、お前さん達全員で歓かん待たいして差し上げなさい」

「は[image: ～][image: ～][image: ～]い♡」

　長老の言葉に全員が嬉しそうに声を上げた。

「ええええええええええええっ!?」

　と、その時、小さな振しん動どう音が上の方から伝わって来た。

　───ズズン……ズン。

「何だ？　地じ震しん？」

　一いつ瞬しゆん、その場が静まり返ったが、地震には慣れているのか、さほど村人達は気にしてはいないようだ。ただ天てん井じようからの落下物には気をつけているようだった。

「……いや、違う！」

　地震のように周期的揺ゆれではない。明らかに地上で何かをしている音だ。

「何かが天井を崩くずそうとしているんだ！」

　西南の危機回かい避ひのセンサーがその音を、危険な物だと判断した。

「すぐに全員逃にげて下さい！　海賊がここに来るっ！」

　半信半疑ながら、西南は仮にも勇者として奉たてまつられている人間だ。少なくともそこに居る全員がその言葉に耳を傾かたむけていたのが幸いした。

　ダガアアアアアンッッッ！

　唐とう突とつに轟ごう音おんを立てて天井から瓦が礫れきが落下した瞬しゆん間かん、村人は一いつ斉せいに逃げ出した。もし西南の言葉が無ければ、何が起こったのか分からないまま、その場に立ちすくんでいた事だろう。

「神像の祠ほこらへ逃げるんじゃ！　男達は女と子供に手を貸してやれ！　くれぐれも中央通路は使うでないぞ！」

　長老はあらん限りの声で叫さけび、それを長老の声が届かない者達へと、それぞれの者達が復唱して伝えていた。

「アチャと勇者様は中央通路へ！」

　つまりアチャと勇者を優先的に逃がす為ために、他の村人は中央通路を使うなという意味だった。

「しかし……！」

　西南は反論しようとした言葉を飲み込み、長老とアチャを抱えると脱だつ兎との如ごとく走り出した。と、次の瞬間、天井が大きく崩ほう落らくして六脚あしの蜘蛛くも型重機が落下するように現れたのだった。

　　　　×　×　×

「ケッ！　こんな所に巣を作ってやがったとはな。しかも逃げ足の速い連中だぜ」

　アーガがモニターで村中をチェックするが、数十人の姿を確かく認にん出来ただけだ。しかもその姿もすぐさま奥へと消えた。中央通路は最短での移動が可能なだけで、他ほかにも逃げ道はいくらでもあるのだ。

「山田西南らしき反応はあるか？」

「ついさっきまで結構居たようだぜぇ。中央のテラスみたいな所を中心に反応が固まってやがる」

　モニターを切り替かえると赤外線や残存臭しゆうセンサーの映像へと切り替わり、そこら中にワウが居た事を示していた。

「……おっ！　多分これだ」

　モニターに拡大された映像には、頭と手の部分のみが赤く光る人型が映っている。

「他のワウ共は全身が映っているから間違いねえな」

　西南のスーツは各種残ざん痕こん物ぶつをシャットアウトする。つまり露ろ出しゆつしている顔部分と手だけが反応してるのだ。

「……チッ！　何人か抱えたな。判別が難しく……おおっ！」

　西南が抱えた長老とアチャの反応が重なり、西南の姿が判断し辛づらくなった。が、

「このスピードは間違いねえ」

「よしっ！　追うぞ」

　重機は超振しん動どう波はを発生させるアームを前に、西南が逃げた通路へと突つっ込んで行った。

　　　　×　×　×

　重機によって開けられた突とつ入にゆう口は、後続の重機によって広げられ、更さらに広こう範はん囲いの崩落によって広く開口した。追撃隊の本隊はそこから安全な場所まで後退し、少し離はなれた所で待機をしていた。

『先発隊が山田西南の反応をキャッチしたようです。追つい跡せきを開始します』

「よし！　逃がすなよ」

　重機より更に大型で、武装もしている戦せん闘とう重機のコクピットで、追撃隊を指揮する隊長は部下達の重機が突入して行く様子を見ていた。

『途と中ちゆうで見つけた獲え物ものは俺達の物でいいんですよね？』

「本命に逃げられたら没ぼつ収しゆうだぞ」

『了りよう解かいで──』

「……ん？」

　と、通信にノイズが入り、聞こえなくなった。

「この指令車も先行した重機も素子を外されてますから、奥に入ると無線は……」

　ダメージを受けなかったのは西南の攻こう撃げきを受けた時点で、超空間の通信をオープンにしていなかった素子だけだ。基地機能を復旧させる為に、ダメージを受けなかった超空間通信の素子を外されたのだ。

「ああっ！　そうだったな……ナノマシンは使えんのか？」

「ここいら辺だと散布濃のう度ども低下していますし、劣れつ化かもしているみたいです。まあ使用寿じゆ命みようをかなり超ちよう過かしていますから当然でしょうね。基地に散布依い頼らいを出しますか？」

「時間はどれ位かかりそうだ？」

「…………とりあえず明日あしたまで待ってくれ、だそうですぜ」

　オペレーターはそう言うと肩かたを竦すくめた。

「やれやれ、まあいい。穴モグラ共相手に万が一もないだろう。落らく盤ばんが起こっても、あの重機なら潰つぶれんしな」

「あの新米共を掘ほり出すよりは、気を遣つかわなくて済みますからね」

　埋うもれた新米海かい賊ぞくは生身で身体からだを露出させたまま、だが重機なら少々の事で壊こわれる心配は無い。スピード優先で乱暴な掘くつ削さくが可能だ。

「重機はセンサーで追えるか？」

「ええ、ワウ共の反応を捜さがすよりは簡単ですよ」

　モニターには重機のエネルギー反応がくっきりと表示されていた。




「久しぶりだな、キルシェ。また会えて嬉しいよ」

　タラントは連行されたキルシェを、蛇へびのような目で舐なめ回すように見つめた。まるで欲ほしかったコレクションアイテムが増えた時のコレクターのような目だ。

「分かっているだろうが、余計な事をすれは、お前の身体は焼かれる事となる」

　キルシェを拘こう束そくしている拘束具は、彼女が暴れたり、超ちよう空間通信や基地のコンピューターやナノマシンにアクセスすると、高レベルのエネルギーで彼女の身体を焼く事が出来るシロモノだ。もちろん記き憶おく媒ばい体たいも損傷を受け、データに重大なダメージが与あたえられる。つまりは『死』だ。

「今、俺の手の者が山田西南を迎むかえに行っている所だ。まあ死体で来る可能性もあるが、楽しみに待っているといい」

「クッ！」

　一度キルシェの策略に乗せられたタラントが、二度と彼女の言葉に耳を貸す事は無いだろう。後は西南がタラントの手から逃げ延び、地球の天てん地ち達の助けを待つか、基地のナノマシンをコントロールして福を取り戻もどすしかない。僅わずかにキルシェに出来るのは、悔くやしそうな表情でタラントを睨にらむ事だけだ。

「ククク……アハハハハ！」

　タラントは勝ち誇ったかのように笑った。








６「覚かく醒せい」









「な、何だ!?」

　凄すさまじいスピードで走る西せい南なの周囲にあった岩の洞どう窟くつが、突とつ如じよ、明らかな人工物に変化した。しかも西南が知る物とは少々形状は違ちがうものの、宇宙船か、或あるいはそれが必要とする場所に使われる耐たい殻かく仕様の通路だ。半開きのままの隔かく壁へきも見える。

「その先ですじゃ！」

　少し明るくなった出口らしい場所に飛び込むと、そこは巨きよ大だいなドーム状の空間だ。

「こっ！　これは……」

「ここは、儂等の神が祭られておる神聖な場所じゃ。そして……あれが儂等の神の姿じゃ」

「これが……？」

　西南は啞あ然ぜんとした表情でその巨大な神像を見上げた。半分岩に埋もれたような形だが、高さにして約十五メートル程ほどの像だ。見えているのは半身だが、全身があるとすれば三十メートルを超こえるだろう。松明たいまつの明かりに照らし出されたその姿は、なるほど威い厳げんに満ちた姿だった。

「……遠い遠い昔のことじゃ。儂等の爺じい様の、そのまた爺様の爺様の、気の遠くなる程ずっと昔の頃ころ……。この村を襲おそった邪じや悪あくなるモノを、神は勇者の力を得て打ち倒たおしなさったのじゃ。ちぎっては投げ、ちぎっては投げ……。その強さはまさに鬼き神しんのようじゃったという」

「はぁ……」

　正直、神像が埋まっている岩の様子を見るに、少なくともその岩が形成される間に神像が動いたという感じは見られない。恐おそらく昔はこの空間一いつ杯ぱいに岩で埋まっていたのを掘り出したのだろう。明らかに人の手で掘り出された跡あとが見られる。

（どういう事情でこうなったかは分からないけれど……水を差すのはまずそうだな）

　熱心にお祈いのりするアチャを見て、西南は黙だまって長老の話に耳を傾けていた。

「長老様！」

　西南達に遅おくれ、ようやく村人の第一陣じんが逃げ込んで来た。

「おお！　避ひ難なん状じよう況きようはどうなっておる？」

「上手うまく分散してこちらに向かっている筈はずですが、連中の機械もかなりのスピードで近付いて来ていますので……」

　───ギャイイイイイイン！

　その時、少し離れた場所から、大きな擦さつ過か音が響ひびいて来た。

「いかん！　外がい殻かくまで来おった！　猶ゆう予よはならん。儀ぎ式しきを行う」

「儀式？」

「以来、この村が邪悪に包まれしとき一人の勇者が現れ、神は雄お叫たけびと共に蘇よみがえる……。そう言い伝えられてきたんじゃよ」

　そう言うと長老は神像を見上げた。

　　　　×　×　×

「あれっ!?」

　クスロと控ひかえている中年侍じ女じよミカカは、遠くで聞こえる僅かな振しん動どう音と人々の叫び声を聞き取り、入り口の方を見た。と、そこへ近付いて来る足音が聞こえる。

「大変です！　大変でございます！」

　息せき切って入って来たのは若い女性、サカカだ。

「賊ぞくが侵しん入にゆうしたとの事でございます」

「なっ、なんですって!?　しかしカシャク様は……」

　薬草で毒素を中和しているとはいえ、その毒素を作る細さい菌きんはまだ死し滅めつした訳ではない。身体を弱らせている毒素を中和し、体力を回復させる手助けをするだけだ。細菌を死滅させるのはあくまで自己治ち癒ゆ力なのだ。重じゆう症しよう化かしていたカシャクを自力で動かす事はかなり危険だしその体力も無い。

「なんて間の悪い……」

　こんな時に男手があれば、カシャクを担かついで逃にげる事も出来るのだが、巫女みこの祠ほこらは男子禁制だ。入れるのは勇者のみ。もちろん今はクスロがそうであるように、男子禁制は解かれているが、新たな巫女が誕生し、勇者が現れた宴うたげの中、あえてここに近付こうという男は居ない。身の回りをお世話する者達も祭りや儀式の時ならばいざ知らず、通常時に常じよう駐ちゆうしてるのは二名だけだ。サカカはカシャクを担げるような体格ではないし、ミカカも腰こしを悪くしていてカシャクを担いで逃げるだけの力はない。支えになって歩ける程度だ。

「私はもう巫女ではありません、貴女あなた達は早くお逃げなさい」

「しかし……」

「ダメだ！　ダメだよ！　巫女じゃなくてもアチャのお母さんなんだから！」

「クスロ……」

「サカカ、貴女は足が速い。急いで男の人を呼んで来て。私はここでカシャク様をお守りします！」

　村に居る他ほかのお付きや長老達が、カシャクを助けるよう指示している筈だが、万が一という事もある。

「は、はい！」

　サカカはカシャクに一礼すると飛び出して行った。それを見届けるとミカカは辺りを見回し、武器になるような物を捜した。

「クスロ、カシャク様に付いていて」

　ミカカはそう言うと儀ぎ礼れい用の短たん剣けんを摑つかみ、光の樹きの実に暗幕をかけて部屋の中を暗くした。海賊から見つからないようにする配はい慮りよだ。もっとも赤外線のセンサーを持つ海賊の重機からは丸見えだが、そんな事を彼女が知る由よしもない。入り口で様子を探さぐりつつ、ジッとその場に立っていた。

　　　　×　×　×

「なんだこりゃ？　こんなモンがあるなんて聞いてねえぞ。出力を上げろっ！」

　アーガは苛いら立だったように声を上げた。

「ダメですよ兄い。こっちのアームがお釈しや迦かになっちゃうッス。こいつは宇宙船の、それも戦せん艦かんレベルの装そう甲こうッスよ」

「クソッたれ！　降りて追いかけるっきゃねえか？」

「山やま田だ西南相手に落盤でも起こされたらやばいッスよ！　ガスでも使ったらいいんじゃねえッスか？」

「アホ！　ここにゃ金毛のワウも居るんだぞ。それを丸まる焦こげにしたいのか？」

「睡すい眠みんガスもあるッスよ」

「そんなもんが奴やつに利きくかねぇ……ＧＰは特とく殊しゆな生体強化もしているし、聞いた話じゃぁ哲てつ学がく士が提供した特殊装備のスーツを着てるそうだぜぇ」

　重機に乗っていればこそ、西南と対たい峙じする気になるのだ。ただでさえ複数機の重機がかき回している中に出て行くのは自殺行こう為いだ。

「じゃあどうするんッスか？」

「振動センサーの反応からすると、中は半分程、岩で埋まってるみたいだぜぇ」

「つまり、どっかに大穴が開いてるって事か？　どこが開いてるかは分かるか？」

「この場所からはさすがに無理だな。だが振動センサーである程度、探知出来るって事は、外がい壁へきも多少は劣れつ化かしているようだからなぁ。脆もろい場所もあるはずだ」

「ンじゃ、そこら辺掘り返してみっか」

　　　　×　×　×

「長老様！　長老様……キャアアッ！」

　神像の間に駆かけ込んで来たサカカは、すんでの所で入り口の崩ほう落らくから難を逃のがれた。

「サカカ！　カシャク様はどうしたのだ!?」

「まだお社の方で、ミカカさんとクスロと一いつ緒しよです！」

「誰だれも助けに行っていないのか？」

　長老は血相を変え、近くにいた男達に聞いた。

「いえ、指示されている筈ですが……」

　外殻は数機の重機が動く音で工事中の現場のようになっている。しかも逃げて来た村人は六割程だ。

「念ねんの為ため、もう数名で向かうのだ」

「いや長老、ダメだ！　中央の入り口も埋うまってる！」

　入り口を確かく認にんした男達が叫さけぶ。

「他にアチャのお母さんの所に行くルートは無いのですか!?」

　表情を強こわ張ばらせたアチャを見て、西南はそう尋たずねた。助けに行くとすれば、生体強化をした西南が一番可能性が高い。

「外がこの状態では……。それに勇者様を行かせる訳には参りません」

「母様……クスロ……」

　アチャは泣き出しそうだ。

「だけどっ……」

　こういう時は特に、自分の危険察知能力が恨うらめしい。外に行くのが無む謀ぼうであると痛い程理解出来るからだ。そしてさっさとアチャの母を切り捨て、アチャを守るよう頭を切り換かえられる自分にもだ。

「ここも危ない。外に逃げる道は無いのですか？」

　どちらにしろこの状態では、今ここに居る村人をどこかに避ひ難なんさせる事が優先だ。

「ダメですじゃ！　この先は敵基地方面じゃ。それにそこを出れば、あ奴らを防いでおる防ぼう壁へきも無いのですじゃ」

　ここに居ればこそ、辛かろうじて敵の攻こう撃げきと落らく盤ばんを防げているのだ。長老はそう言うと村人の方を見て両手を挙げた。

「今こそ我らが神にお願いするのじゃ！　ここには勇者様も巫女もおる！　必ずや儂わし等をお助け下さる筈じゃ！」

「長老っ！」

　全員が跪ひざまずき、神像に祈りを捧ささげる姿に西南は絶句した。西南がもう何を言っても彼等はここを動かないだろう。キルシェも帰って来ない。福ふくは捕つかまっている。地球への通信はまだ半日以上ある。

（ダメか……）

　おのれの生を諦あきらめたのではない。村人を助ける事を諦めたのだ。とはいえ頭の片かた隅すみではまだ今後の行動に対する天てん秤びんは揺ゆれている状態だ。

　ガギャアアアアアアアアン！

　一ひと際きわ大きな音への防衛本能が、西南に決断させた。

　───クスロが言った基地への道が分かれば。

　───そこでナノマシンを使って福の拘こう束そくを解除出来れば。

　───敵が俺を目標にしているなら。

「みんな！　諦めちゃダメだ！」

　自分は勇者というガラではないが、それでもそう思われているのなら発言力はある筈だ。説得出来る可能性はある。

「その言葉をお持ちしておりましたぞ！　皆みなの衆！」

「えっ？」

　急に立ち上がって、西南に同調した長老を啞あ然ぜんと見る。

「さあ、今こそ勇者様と巫女を贄にえに捧げるのだ！」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆんの虚きよを突つかれ、西南は仰あお向むけに担ぎ上げられた。

「えっ？　ええっ!?　ちょっと！」




「きゃあああああああっ！」

　巫女の社の天てん井じようがいきなり崩くずれ、落下するように重機が現れた。ミカカは吹ふき飛ばされるよう壁かべに頭を打ち付けて気を失った。

「カシャク様！」

　健けな気げにもクスロはカシャクを庇かばうよう前に出た。

『おおっとぉ！　こいつぁビンゴだ！』

　　　　×　×　×

「間ま違ちがいねえ。あの金毛のガキの親……姉か？　病気みたいだなぁ……」

　バンはモニターにかぶりつくように近付き、カシャクを舐なめ回すよう見つめた。商品としての値ね踏ぶみをしているのだ。

「穴モグラの医い療りよう技術じゃ治らなくても、ナノマシン注射で一発だ。まああの山田西南のＮＢが化けていたのよりはちと落ちるが……」

「なんか、ちょっとくすんだ感じッスね」

　キルシェの変身した完全金毛の姿を見た後では、ちょっと気になる。

「あれと比べるんじゃねえよ。この感じなら十分一級品だ。しかも結構な上玉だ。いい金になるぜ」

「兄い、やりましたね。ついでにガキの方も捕まえりゃ……」

　　　　×　×　×

『おいそこのガキ。あの金毛はどこにいる。教えてくれたら命は助けてやるぜ』

「知ってたってお前達に言うもんかっ！」

　クスロは重機を睨にらみ付けた。

『おうおう威い勢せいのいいガキだなぁ。ちょいと痛い目に遭あいたいのかぃ』

『おめえもバカだな。この殻からの中に決まってるだろうが』

『ああ、それもそうッスね』

　浮うかれているせいか、何やらコントのような会話だ。

「この中には僕達の村の守り神様が居るんだ。勇者の西南お兄ちゃんが、神様と一緒にお前達なんかやつけてくれるさ」

「クスロ……」

　他人ひと頼だのみな虚きよ勢せいではあるが、海かい賊ぞくの重機を前にカシャクを守ろうとする勇気は本物だ。カシャクはその背中が堪たまらなく大きく感じた。

『へえぇ、勇者の西南お兄ちゃん？　怖こわいよぉ、西南お兄ちゃんにやっつけられちゃうッスよぉ、カカカカ』

　重機の中なら落盤も怖くはない。チェイカは重機をクネクネさせながら笑った。

『それくらいにしておけ。まだ仕事は終わっちゃいねえんだ。さっさと回収しろ』

『この生意気なガキは潰つぶしちゃって構わないッショ？　俺達に逆らうとどんな目に遭うか教えてやらねえと』

「やめて下さい！　私は貴方あなた達の物になりますから、この子だけは見み逃のがして下さい」

「ダメだよ！　こんな奴らの言う事なんか聞いちゃダメだ！　そんな機械に乗らなきゃ何も出来ないような奴らなんか怖くないぞ！」

「おやめなさいクスロ！」

　カシャクはクスロにしがみついて止めようと必死だ。

『ケッ！　生意気なガキがっ！』

「お前等、あの時、アチャと僕を追いかけてた奴等の仲間だろ？　お前達もあいつ等と同じ目に遭うんだ！」

　クスロはもう興奮し過ぎで頭がぶっ飛んでいる。悔くやしさを少しでも相手にぶつけたくて仕方がないのだ。

『このガキぃ[image: ～][image: ～]、あの時、ダチに追っかけられてた金毛の片割れかぁ』

『止やめろ！』

『止めねえで下さい。ダチの敵だっ！　あいつ等このガキのせいでっ！』

　重機の脚あしの一つから、精密作業用のマニピュレーターが飛び出しクスロを捕まえた。

「クスロッ！」

　カシャクは咄とつ嗟さにベッドから飛び出し、ミカカが落とした祭事用の短たん剣けんを拾って首に押し当てた。

「その子を傷付けたら、死にますっ！」

　カシャクがそう言った次の瞬しゆん間かん、ドガッ！　っと重機の外部無線から打撃音が聞こえ、マニピュレーターはピタリと止まった。

　　　　×　×　×

「ああああああ、兄い……」

　顔を押さえたチャイカはショック状態でアーガを見上げた。押さえた手の指の間から、鼻か口かは定さだかではないが、血がしたたり落ちている。

「このド阿あ呆ほうがっ！　止めろって言ったのが分かんねえのか」

「チャイカよ、調子に乗ってあんまり追い詰つめちゃぁ、いけねえぜ。たとえ自害されようと、蘇そ生せいさせりゃ済む話だが、精神的な障害が残るし、何より治ち療りよう費がかかるんだぜぇ。珍めずらしい金毛を売りモンにまで修復するのにゃあ、かなりふんだくられるだろうな。そうなりゃせっかくの儲もうけも少なくなる」

　まあまあと、バンが仲裁に入った。

「す、すいません……」

「まだ仕事は終わっちゃいねえんだ。これ以上、みっともねえ真似まねするようなら、分け前は無しだぞ！」

　　　　×　×　×

「逃にげて逃げてよっ！」

『ウチの若わけえのがみっともない真似をしたな。俺達はガキには用はねえ』

　蛇じや腹ばら状のマニピュレーターがクスロに巻き付き、動けなくした状態でゆっくりと床ゆかに下ろすと根本から切断された。

『そいつはこちらの用事が済めば機能を停止する。お前もこれ以上あのガキが邪じや魔まするのは本意じゃねえだろ？』

「ええ」

　カシャクは短剣を下ろし、安心したのか力無くその場に崩れ落ちた。

「ダメだよ！　ダメだよ！　逃げてよぉ……」

「守ってくれてありがとう」

　カシャクに別のマニピュレーターが近付く。

「……お兄ちゃん……。お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　カシャク様を助けて！　助けて！　助けて！　助けて！　助けてぇ！」

　クスロはあらん限りの声で絶ぜつ叫きようした。と、

　───グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　それは強大な獅し子しの咆ほう哮こう、怒いかりの濃のう密みつな塊かたまりのようであった。

　凄すさまじい揺れと轟ごう音おん。そしてそこに居た筈はずの重機は、一瞬でその場から消えた。




「うおっ！　センサー感かん落とせ！」

　地上の指揮車両のセンサーが真っ白になって、全すべてダウンした。すぐさま非常用のモニターが起動したものの、センサー類は殆ほとんどが機能を失っていた。

「すぐに予備回路に切り替かえろ！」

「ダメです！　恐おそらくセンサーの受信端たん末まつが使用不能になったものと思われます」

　地上戦は宇宙での戦せん闘とうと違ちがい、使用するエネルギーは実に局所的で小規模だ。突とつ然ぜんの高エネルギーに対する防ぼう御ぎよランクは低く、ましてや海賊ともなると、あまり地上戦は行う機会が無いので、ぶっちゃけ民生用の中古レベルの物しか配備されていない。もっともワウ程度の脅きよう威いしかないこの惑わく星せいでは、十分すぎる物ではある。

「一体何が起こったんだ？」

「中で遊び過ぎて、大規模な落らく盤ばんでも起こしたんじゃないですか？」

「通信系は無事か？　なら数台、中に入って安否確かく認にんと中ちゆう継けいをさせろ」

　隊長の指示ですぐさま数台の重機が、崩ほう落らくして坂になった穴へと突入して行く。

『こちら００９号車。連中の突入地点へ到とう着ちやくした。この地点で通信に応答は無し……それにしても連中、ずいぶん派手にやったみたいで、大きな洞どう窟くつ状態になってますぜ』

「そこから奥が何か見えるか？」

『ここから見る限りは何も……奥へ進んでみる。一機ここに残って中継を頼たのむ』

「落盤には気をつけろよ。山田西南が埋うもれでもしたら面めん倒どうだからな」

『了りよう解かい。結構奥まで続いてますぜ。ったく連中、どこまで追いか──の──ら……』

　と通信にノイズと無音が混じり始めた。

「おい聞き取りにくいぞ」

『了解──中継──置く。少し──退し────感度はどうだ？』

　聞き取りにくかった通信が少しの後、クリアーとなった。

「感度良好だ」

『了解、調査を続行……いや待て、全機停止！…………おい、なんだ？　ありゃ……───────』

　突とつ如じよ通信が無音となり、数分が過ぎた。

「ん？　おいどうした？　応答しろ！　おい！」

　さすがに気になったのか、声を掛かけるが何の応答も無いままだ。

「先頭中継機！　どうなってる!?」

『分かりません。急に通信が……あああああっ！　なっなん………！！！！』

　男の叫さけび声と最後に凄まじい衝しよう撃げき音が聞こえ、通信が途と絶だえた。

『えっ！　うがあああああ…………！！！！！！！』

　すぐさまその後方にある中継機から叫び声とさらに大きな衝撃音が、そしてそれに連動するように穴の中から大量の土つち煙けむりが爆ばく発はつでもしたかのように噴ふん出しゆつされた。

「全機警けい戒かい！　重機は後退して戦闘重機前へ！」

　土木用重機は後ろへと後退し、代わりに大型砲ほうを装備した、重機より一回り以上大きい戦闘用の重機が前に出て来た。

「一体何が!?」

「さあな……少なくとも、穴モグラの幽ゆう霊れいじゃなさそうだが……？」

　と、その時、穴の中から何やら規則的な振しん動どう音が伝わって来た。

「……なんだ？」

　ジッとそれを聞く指揮官の額から玉のような汗あせが噴ふき出している。

　───……ズン。

　───……ズズン。

　───ズズン！

　───ズズン！

　───ズズン！

　規則的な音がだんだん地表に向かって近付いて来る。

「…………」

　無言で穴を睨み付ける指揮官だが、いつの間にか全身は汗でびっしょりになっていた。そしてそれは他ほかの海賊達も同様だ。だが彼等は見えない何かを恐れているのではない。その聞き慣れた規則的な音が何なのかを本能として察し、それが日常的によく知っているモノだから恐れているのだ。

　そしてもう一つが暗くら闇やみの恐きよう怖ふだ。ポッカリ空いた洞窟から何も見えない場所から、圧あつ倒とう的てきな恐怖が近付いてくるのだ。巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうの巣穴の前に武器も持たずに立っている、そんな恐ろしさを感じているのだ。

（……バカな……考えすぎだ）

　司令官は頭かぶりを振ふって自分の中にある考えを振り払はらう。口にするにはあまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だからだ。

「来る……ぞ」

　───ズズウウウゥンン！

　───ズズウウウゥンン！

　───ズズウウウゥンン！

　そして暗闇の中から現れたのは、巨大な人型だった。

「ヒイッ……」

　指揮官は押し殺した喉のどの奥から、呻うめくような声を上げた。
















　巨大なモノはいろいろある。自然、建造物、動物。だが同じ巨大でも人の形をしたモノは特別なのだ。

　───だからこそ恐ろしい。

　人の似姿であるからこそ、その大きさが異質なのだ。不要になった人形を捨てるのに抵てい抗こうを感じるように、時にはわざわざ御お祓はらいをして鎮ちん魂こんするように、自身と同じ形をしたモノには特とく殊しゆな感情が生まれる。だからこそ目の前の巨大な人型に、ましてや明らかにこちらに敵意を持った人型に強きよう烈れつな畏い怖ふを感じるのだ。

　目の前に現れた巨大な人型はグレーの外装に甲かつ冑ちゆうを着た騎き士しのような体たい軀く。シオマネキのように片方の腕うでが特に大きく、引き裂さいた重機を、まるで肉食獣が獲え物ものを引き摺ずるように、自身の身体からだの半分程の大きさのモノを数機、楽々と引き摺って出て来た。

「ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンン!!」

　自身の存在と威いを示すかのように、巨大な人型は咆哮を上げた。

「ヒッ！」

　その声を聞いただけで一いつ瞬しゆんで金かな縛しばりに遭あいそうな、そしてすぐにでも全てをかなぐり捨てて逃げ出したくなるような、心しん胆たんを恐怖で塗ぬり固められてしまいそうになる咆哮だ。それはまさに破は壊かいの化け身しん、禍まがつ神かみの降臨であった。

「う……撃うて。撃て撃て撃つんだっ！」

　指揮官がそう叫べたのは奇き跡せきに近い。海かい賊ぞくとしての長い経験と、戦闘重機に乗っているという僅わずかな安あん堵ど感かんが、彼の背中を押したのだ。

　　　　×　×　×

「臭におい……嫌いやな臭においだ」

　巨大な人型のコクピットにいる西南はそう呟つぶやいた。と、西南は球体コントローラーにほんの僅か力を込こめる。すると巨大な人型は手に持った重機を軽々と振り回し、攻こう撃げき態勢に入った戦闘重機目掛けて投げつけた。

　それは本当に軽く放ほうり投げる程度だ。しかしその軽く投げたつもりの重機には恐ろしいまでの運動エネルギーが加わり、当たった戦闘重機の上半分をあっさりと消し飛ばした。投げられた方の重機は更さらに、数百メートル後方の小さな岩山にめり込んでいた。

『何故なぜだ!?　何故あんなモノがここに居る!?』

　敵の隊長が叫ぶ。

「……ああ、そうだよな。何故こんなモノがあそこにあったんだろう？」

　西南は戦闘重機から聞こえる悲鳴に同意し、自分の前方を見つめる。そこには無表情の少女が、幽霊のように立っていたのである。

　　　　×　×　×

　数十分前、西南達はまだ神像の前に居た。

「下ろして下さい！」

　西南は男達に担かつぎ上げられたまま、アチャと共に神像の胸部分にまで延びる台座へと運ばれた。

「長老、話を聞いて下さい！　早くみんなを避ひ難なんさせないと！」

「勇者様、あそこを見て下され」

　長老が指差した先には、人の背せ丈たけ程もあるガラス質の半球状の物が、くすんだ金のような物で装そう飾しよくされている。それが神像の左胸に埋め込まれていた。

「光っている？」

　球の中心がまるで心臓の鼓こ動どうのように小さく明めい滅めつしている。

「この宝玉は貴方あなた様がこの星においでになった時、それに呼応するかのように明滅を始めたのですじゃ」

　長老は恍こう惚こつとした表情で語った。だが西南は宗教によくあるからくりだと感じた。

　確かに巨大な神像はよくできている。巨大なドーム状の物は明らかに、宇宙レベルのテクノロジーで造られた人工物だ。だが長老が宝玉と呼んだガラス質の装飾と光の明滅も、作ろうと思えば簡単なからくりだ。ましてやこの人達は宇宙からやって来た移民の子孫であり、クスロが懐かい中ちゆう電灯を持っていたように、宇宙テクノロジーの残ざん滓しが未いまだ僅かながらに残っているのだ。

　自然生活主義者。テクノロジーを廃はいして自然のまま自給自足の生活を送る者達にとって、いや、その子孫達ともなれば宗教とは無む縁えんではいられないだろう。それ以前に自然生活主義自体が宗教のようなものだ。そして何らかの偶ぐう像ぞうを奉たてまつる宗教は多く、それをもっともらしく見せるからくりを造ったとしても不思議ではない。そしてこの神像もその類たぐいである可能性は高いのだ。

（でもそれを説明して納なつ得とくして貰もらう事なんて……）

　宗教は人の心に根深く浸しん透とうし、人の一部となってその人の行動原理さえ決めてしまうようなモノだ。この神像を否定する事は彼等自体を否定する事にもなりかねない。その否定は過激な反発を生み、勇者様が一転、悪あく魔まとされる可能性もある。

「さあ勇者様をお近くに」

　長老の指示で男達は西南を宝玉へと近付けた。

「おおっ！　やはりっ！」

　宝玉はその光を増し、水の表面のようにうねり始めた。そして微かすかに神像から呻うなりのようなモノが聞こえ出したのである。

「おおっ、これこそ神の目覚め！　やはりあなたは伝説の勇者様じゃった！」

　長老の叫びに男達も村人も歓かん喜きの声を上げた。

「伝説にはこうある。我らが神、勇者を贄にえとさすれば、大いなる力にて邪じやを撃うち倒たおさん、と！」

「えっ!?」

　と、西南の警けい戒かい感かんが増す。だがこれも当然の流れだ。この手の儀ぎ式しきにはお供え物が付き物だ。そしてそれが生け贄である事も珍めずらしくはない。

「さあ、アチャも覚かく悟ごはよいな？」

「はい。長老様」

「アチャ！」

　西南の顔から血の気が引いた。もしアチャまでもが害されるような事があれば、西南を担ぎ上げている男達が怪け我がをしようと構わない。

（生体強化した力で振り払って、アチャを連れて逃にげる！）

　必死で顔を巡めぐらしアチャと長老の様子を見る。だが幸いに長老の手に刃は物もののような物は無い。アチャは西南と同じように男に抱かかえ上げられ宝玉の前に連れて来られた。その様子からしてこの巨大な宝玉が贄を捧ささげる場所なのだろう。つまりはこの中に放り込もうという訳だ。

（……マジデスカ？）

　この宝玉からは危険を感じない。どう考えてもこの宝玉にぶつかってお終しまいだ。そのコントのような滑こつ稽けいさは、儀式のクライマックスのオチとしてはあまりにもマヌケだ。

（とりあえず皆みなさんが啞あ然ぜんとなった隙すきにアチャを連れて逃げよう。……いや、もしかしてその時こそ説得のチャンスか？）

　その現実を見せ付けられれば、信しん仰こうを崩ほう壊かいさせるチャンスだ。だが……。

（下手へたすると、神を裏切った悪魔って事で怒おこった村人に袋ふくろだたきに遭うかも……）

　冷静に考えればあまりに馬ば鹿かげた事であろうと、自分達の願った通りにいかない時は、相手が勇者だろうと悪魔に早変わり、攻撃の対象となる可能性は高い。

（基地への道を知ってそうな人を連れて逃げて聞き出せば……）

　アチャともう一人くらいなら抱えて逃げ切るのは容易たやすい。

（確かクスロが友達と遊んでいたような事を言っていたから、子供がいいか）

　後は敵基地近くでナノマシンにアクセスして福を助け、守かみ蛇だ怪けを動かせれば……。

「さあ神よ！　古いにしえの契けい約やくに基もとづき、勇者と巫女みこを生け贄として捧げますぞ！」

（……よし）

　西南は最後に辺りを見回し、連れて行く子供と逃げる算段を付けた。

「頼たのみましたぞ、勇者様！」

　長老の声に送られ、西南とアチャはポイと神像の胸で輝かがやく宝玉へと放り込まれたのであった。

「えっ!?」

　宝玉にぶつかる衝しよう撃げきに耐たえようとしたものの、西南の身体はそのまま何の抵抗も無く暗い場所へと移動した。

「転送ゲートか!?」

　西南の知る物とは少々異質だが、違ちがう場所に突とつ然ぜん移動させられたという感じはよく似ている。西南は咄とつ嗟さに横にいるアチャを抱え、頭を庇かばうよう身を丸めて衝撃に備えた。だが着地の瞬しゆん間かん、一瞬だけ身体がふわりと浮うき上がるように落下の勢いが弱まった。そして静かに足が床ゆかに着いたのと同時に、身体に重さがかかる。

「何だ……ここ？」

　村人達に『生け贄』と称しようして放り込まれたのは、間ま違ちがいなく転送ゲートだが、問題はどこへ転送させられたかだ。途と中ちゆう、少し感じた違い和わ感かんは、生体スキャニングの感覚に似ている。恐おそらく何らかの生体認にん証しようなのだろう。宗教の為ための装飾と思われていた物が、もし本物なら、ここはあの神像の中だと考えるのが妥だ当とうだ。

「アチャ、大だい丈じよう夫ぶかい？……おい、アチャ？　アチャ!?」

　スーツの明かりでアチャを照らし、様子を確認する。

「何だ？　時間凍とう結けつ!?」

　アチャは何かのフィールドに包まれ、時間凍結状態だった。と、いきなり周囲に光が乱らん舞ぶし始めた。何やらくすぐったいような感じ───

「皇おう家けの樹き!?」

　その感覚は間違いなく皇家の樹の感じとそっくりだった。そしてその光と西南のスーツの明かりが浮かび上がらせている場所は、明らかに何らかのコクピットだった。

『良かったね、ＺＩＮＶジンブ』

「誰だれッ!?」

　コクピット内にいきなり人の声が聞こえて来た。だが辺りを見回しても人ひと影かげは見当たらない。

『私の……この言葉が分かるのですか？』

　抑よく揚ようのない、ちょっと平へい坦たんなしゃべり方だが、それは明らかに日本語だった。

「君は誰？　どこに居るんだ？」

　咄嗟に日本語で返す。

　不思議と謎なぞの声のしゃべり方には覚えがある。それは記き憶おくというより既き視し感かんという方が合っている。何やら妙みように懐なつかしく、安心する声だ。

『私はＺＩＮＶと共に』

　前方の床の球体が光り、そこから一人の少女が浮かび上がって来る。

「君は……Ｄ？」

　最後の言葉は無意識だった。その言葉を発した事さえ西南の意識には無かった。明るい若葉色の髪かみの毛けで顔の半分を隠かくしているが、肌はだは透すけるように真っ白な、人形のように可愛かわいらしい子だ。

『独りで眠ねむるのは可哀かわい相そう……だから、私のパーソナルを一いつ緒しよに残した』

「パーソナル？　君はデータなのか？」

『私は私のオリジナルとアストラルリンクをしている。でも彼女は亡なくなったから、私がオリジナルとも言えます』

「アストラルリンク？　もしかして君はアストラルのあるプログラムという事か？」

『はい』

「じゃあここは、ＺＩＮＶというモノの中なのか……。ああっ、それよりアチャはどうなったんだ？」

　相変わらずアチャは時間凍結されたままだ。

『その子は貴方とのリンクのノイズとなるから眠って貰っている。それが済めば結界は解除します』

「そ、そうか……」

『……ふぅ』

　と、少女が小さく溜ため息いきを漏もらした。

「どうかしたの？」

『久しぶりだから、話し疲つかれました』

「……えっ？　ああ、そうなんだ」

　ちょっと意表を突つかれたが、高度なパーソナルデータならば、それが彼女の性格なのだろう。何やら親近感が湧わき、思わず笑えみがこぼれる。

「……ん？　あっ！」

　と、いきなりモニターが起動し、村人達の様子が映し出された。あまりの事にすっかり忘れていたが、海かい賊ぞくに襲おそわれている真っ最中だったのだ。

『ごめんねＺＩＮＶ。私もあの人に久しぶりに会えて嬉うれしかったの』

　光の乱舞から明らかにすねたような感情が伝わって来る。西南と少女が自分を放って置いて仲良く話しているのが寂さびしかったのだ。それは西南にも感じられた。

「みんなを助けないと」

『ええ。ＺＩＮＶも貴方あなたと行きたがっています』

　アチャの身体からだがスッと浮かび上がり、少女の下もとへ。少女はそれを大事そうに抱えた。もちろん物理的にではないが、アチャを固定したというイメージなのだろう。

『そうだ。この時代の貴方は何と呼ばれているのですか？』

「山田西南だよ。君は？」

『貴方はもう私の名前を呼んでくれたでしょう？』

「えっ？」

『無意識だったのですね。私の名前はＤ』

「Ｄ、か。よろしくＤ」

『はい。ではＺＩＮＶを起動します。西南さんはその場に』

　内部構造が変形し、西南の周りに操縦系が構築される。

『コントロール球に手を』

　Ｄの指示で両手をすぐ横の球体に置く。守蛇怪でも使っているシステムと酷こく似じしているからすぐに分かる。

「!?」

　一いつ瞬しゆんで基本的なコントロール方法が脳にインストールされた。

　　　　×　×　×

　ズズズズズズズズズズズズズゥンン。

　神像が振しん動どうを始め、村人達は歓喜の雄お叫たけびを上げた。

「おおおおおおおおおっ、神の復活じゃ！　さあ皆みんな、少し離はなれるのじゃ！」

　台に登っている者達も村人も一いつ斉せいに神像から距きよ離りを取る。

　バキバキバキッ！　っと神像は岩を苦もなく砕くだきつつ立ち上がった。

　　　　×　×　×

「なっ、なんだ……この臭におい！」

　西南はいきなり顔をしかめた。

　それはコクピット内ではなく、ドームの外から感じるモノだ。そしてそれは臭しゆう気きとは違うのだ。だが西南にはそう表現する以外、適当な言葉が見つからない。

『それは人の悪意。その者の纏まとう罪。でも気をつけて。それに飲み込まれてはダメ』

「悪意……罪？」

　───……お兄ちゃん……。お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　カシャク様を助けて！　助けて！　助けて！　助けて！　助けてぇ！

　その時、西南の意識にクスロの悲鳴が聞こえ……いや、感じられた。そしてそれに伴ともなう耐え難がたい悪あく臭しゆうもだ。西南の血が一気に沸ふつ騰とうしたように感じた。

「クスロっ！」

　西南がそう叫さけんだ次の瞬間、ＺＩＮＶはドームの外に現出していた。

　ドンッ！

　そこには本来、ＺＩＮＶが立てる空間は無かった。だが現出の一瞬前に五十メートルを超こえる洞どう窟くつが生まれていた。まん丸の球体状の岩がん壁ぺきにはワウ達が掘ほった物や自然の物、重機が掘った穴が虫食いのように見えている。

「臭いが……一つ消えた？」

　恐らくこの巨きよ大だいな洞窟が出来た時に巻き込まれて消えたのだろう。西南に分かるのはそこまでだ。その大穴が何故なぜ出来たのかは分からない。

「……あそこだ！」

　だが嫌いやな臭いが、無くなった訳ではない。村人達の危険は依い然ぜんそのままだ。ＺＩＮＶは嫌な臭いのする岩壁に右手を突っ込むと、そのまま強ごう引いんに引き抜ぬいた。

『なっ、何が起こりやがった!?』

　重機の大きさはＺＩＮＶの三分の一だが、その胴どう体たい部分はそれよりも小さい。大人に対してバスケットボールくらいの大きさだ。

「嫌な臭いだ」

　それまで村人が味わって来た苦痛を考えても尚なお、西南の思考は少し暴力的だった。ジタバタする脚あしを、子供が昆こん虫ちゆうの脚を戯たわむれに引き抜くように引き千切っていく。そして最後に両の手で胴体を押し潰つぶし始める。

『うぎゃあああっ！　止やめろ！　止めてくれぇええええ………』

　声が聞こえなくなったのは外部マイク機能が押し潰されたせいだ。

『ダメ！』

「！！？」

　Ｄの一言で西南は、ハッとなってＺＩＮＶの手を止めた。

「……俺は何を!?」

　嫌な臭いは消えてはいないが、自分のしている事に気付いたのだ。と、その時ＺＩＮＶの後方から重機が飛びかかって来た。

『てめえ、なにモンだぁ！』

　超ちよう振しん動どうを起こす脚でＺＩＮＶを攻こう撃げきして来る。岩を簡単に粉ふん砕さいするような威い力りよくがあるがＺＩＮＶの外装はビクともしない。

『かなり外がい装そう甲こうが劣れつ化かしているようですね』

　だがＤは少し顔を顰しかめた。

　ＺＩＮＶは背中を岩壁に叩たたき付け、擦こするようにして重機を引き剝はがす。そして壁かべにへばり付いて逃にげようとする重機を、左手を軽く一いつ閃せんすると重機が綺き麗れいに六分割切断され地面に落下した。

　左手は超周波、或あるいは次元振動のカッターとなっているようだ。一瞬にして嫌な臭いが消えたが、それはこの重機に乗っていた者の死を意味する。

「あっ！」

　それに気付いた西南が声を上げた。

『これで当面、村人に危害を加える者は排はい除じよされました』

　だがＤは冷静にそう言っただけだった。

「そう、だね。でもさっきは止めたんじゃないの？」

　人を殺した。その不快感は有るものの、意外と後こう悔かいといった感情は無い。嫌な臭いが消えてホッとした感じだ。

　ドーム外がい殻かくを攻撃していた重機は全機破は壊かい。半分潰されたアーガ達の重機は機能を停止し、胴体が歪ゆがんで外に出られない状態だ。

『西南さんがＺＩＮＶに影えい響きようを受けたままで暴走するのが危険だったのです。今はもう大だい丈じよう夫ぶです。それより敵の攻撃に気をつけて下さい。この程度なら何でもありませんが、再生機能が働いていないようです。さすがに十億年は長かったようですね』

「……今、何と？」

　何かとんでもない数字を聞き、西南は再度確かく認にんしようと尋たずねた。

『敵、来ます』

　だがＤは冷静な声で西南の問いを無視した。

「……了りよう解かい」

　まだ脅きよう威いは排除された訳ではないし、目的が達成された訳でもない。西南は直ぐさま頭を切り替かえ、近付いてくる敵に向かった。




『アナタ、ダレ？』

　神像が動き始めたのと同時刻、水み鏡かがみは急に落ち着きを無くし、神しん経けい光こうを盛さかんに発し始めた。

「!?　なに？　どうしたの水鏡？」

『アノホシニ、ダレカイル！　ダレ？　ダレ？　ダレ？　ダレ？　ダレ？』

　水鏡のその声は戸と惑まどい、だが歓かん喜きに満ちていた。

　　　　×　×　×

「艦かん長ちよう、搬はん入にゆうの件でお話が」

　ホイトストークの秘書官はブリッジに入って来ると、モニターの書類を確認しながら艦長の前にやって来た。

「ん？　ああ、分かった。艦長室で話を聞こう。後は頼たのむぞ」

　艦長はそう言うとオペレーターに声を掛かけてブリッジを出て行く。

「いい女だねぇ……艦長室で何をするのやら」

　見張りの海賊二人は、そう言うと下げ卑びた目で秘書官のやけにクネクネ動く、セクシーなお尻しりを目で追っていた。

「何が起こった？」

　監かん視しの目が届かなくなった所で、艦長は歩きながらソッと秘書官に尋ねた。先さき程ほどのやり取りの中には、見張りに気付かれないよう交かわした暗号があったのだ。もちろんお尻も海かい賊ぞく達の目を引く為ためのものだ。

「これを」

　艦長が見せられたのはＺＩＮＶと重機が戦うライブ映像だ。

「簾れん座ざの人型？」

「交戦中なのは山田西南を追っていた部隊です。他ほか詳しよう細さいは不明です。それと短たん距きよ離りからの緊きん急きゆう連れん絡らくです。艦長に話がしたいと」

「私に？……分かった」

　艦長室に入るや否いなや、秘書官は入り口をロックし、艦長は直ぐさま通信に出た。

「私だが？」

『緊急ですので用件だけ申し上げます』

「!?」

　モニターに現れた瀬せ戸とを見て艦長は目を見開いた。しかし叩き上げの軍人である彼は動どう揺ようした様子を全く表に出さず、直ぐさま瀬戸の話に集中した。

『ＧＰ軍世せ二に我わ第一軍、「美み王おう」がそちらに向かっています。山田西南はどうなりましたか？』

「……現在、タラント達が追っているようだが、まだ捕とらえられた様子は無い。それと……」

　艦長は先程のライブ映像を転送した。

「山田西南を追っていた部隊と交戦中。その他詳細は不明。それとホイトストークが何処どこに居るのかは私しか知らん事だ」

『出来れば山田西南の保護を、無理ならば早さつ急きゆうな脱だつ出しゆつをお勧すすめします』

「最善を尽つくそう」

『感謝を』

　瀬戸の通信は切れ、艦長は秘書官を見た。

「どう思う？」

「夏か羅ら世よ一いち様は泰たい馬ま様と吟鍛なきた様の影響力を削そぎたいのでしょう。それとあの人型には山田西南が乗っている可能性が高いかと」

「とすれば、積み荷の価値は無くなったな」

　樹じゆ雷らいに知られた段階で、ダイダロスのデータを使って新造艦を造る計画は頓とん挫ざだ。ならばとっととこんな場所は逃げ出すに限る。

「撤てつ退たい準備。外に出ている者は直ぐに呼び戻もどせ」




「あれは……簾座の巨大人型兵器!?　何故こんな所にそんな物が居る？」

　タラントの基地本部司令室も、前線に居る指揮官同様、半ばパニック状態だ。

『分かりません。洞窟内に入った先発隊が全ぜん滅めつして、中がどうなっていたのか……』

「山田西南はどうした？」

『それも不明です！　それより至急、増ぞう援えんを！』

「分かった。出来るだけ持ち堪こたえろ！」

　それだけ言うとタラントは通信を切った。

「至急増援の手配だ。急げ！」

「増援は後回しだ！　それよりも守蛇怪の移送準備を優先しろ」

　タラントは指示を出す副官を遮さえぎった。つまりは連中を時じ間かん稼かせぎとしろ、という事だ。

「りょ、了解」

　タラントと一いつ緒しよに居ればさほど珍めずらしくもない事だが、実はあそこには副官の弟が居たのだ。だがタラントの言う通りにしなければ自分の命は無い。上手うまく逃げ果おおせる事を願い、副官は肯うなずいた。

「そちらの準備はどうなっている？」

　副官の葛かつ藤とうなど知らぬタラントは、そのまま技術部に連れん絡らくをとる。

『現在、研究資料等必要なものの移送中です』

「あれをどう見る？」

『状じよう況きようから判断するには情報が少なくて……。ただ簾座の人型兵器なのは間ま違ちがいないかと思われます』

「分かった。移送の準備を急げ！」

　不満げに小さく鼻を鳴らしたタラントは、

「ドクタークレー。先程のは見ていたな？」

　モニターの向こうでこちらを見てにやつくクレーに尋ねた。

『簾座の人型兵器に似ておるが、全くの別物だな』

「何故なぜそう言える？」

『装そう甲こうにかなりの経年劣化が見られる。詳くわしい年代の特定は無理だが、数百万から数億年は経たっておるだろう。ここからは儂わしの推測だが、大先史文明の遺産、簾座の人型兵器の始祖となった物の一つかもしれん。しかも山田西南が乗っておる可能性が高い』

「何ッ!?　何故それが分かる？」

『近接格かく闘とう法がＧＰのモノだ』

　そんな事も分からないのか？　そういった目だ。

「……フン！　あれを何とか出来るか？」

『ここにある戦艦の主しゆ砲ほうクラスが直撃すれば、あるいは、な。どちらにしろ時間は無さそうだぞ』

　クレーがそう言うか言わないかの間に基地が大きく揺ゆれた。

「何だ！　どうした!?」

「状況を確認しています！　少しお待ちを！」

　いくつかの監視カメラが瞬しゆん時じに使用不能になって出来た死角を、すぐさま他のカメラで埋うめるのだ。と、モニターには先程まで戦闘重機と交戦していた筈はずのＺＩＮＶが基地内部に突とつ入にゆうしている姿が映し出されていた。

「てっ、敵、大型人型兵器が侵しん入にゆうしました」




　ＺＩＮＶが敵基地に突入する十分程前。

『撃うてっ！　撃てっ！』

　よほどＺＩＮＶが恐おそろしいのだろう、敵戦闘重機は味方への被ひ害がいなどお構いなしといった感じで、無茶苦茶に弾だん幕まくを張っていた。だがＺＩＮＶの装甲はビクともしない。攻撃する戦闘重機に瞬時に接近、右手で叩たたき潰つぶし、左手で切り裂さく。

「逃にげてくれると助かるんだけどな」

　出来るだけ手加減をしようとするが、いかんせんＺＩＮＶのパワーが強すぎる。重装甲の戦闘重機の装甲もシャボン玉のようだ。触ふれるだけで割れる感じだ。

「……船もいいけど、やっぱ男は巨きよ大だいロボットだよな……っと、いけないいけない」

　ともすれば高こう揚ようし、恍こう惚こつに浸ひたりがちな気分を落ち着ける。

「ＺＩＮＶ、少し落ち着きなさい」

　時折、Ｄが淡たん々たんと窘たしなめるが、相手の臭においがＺＩＮＶを怒おこらせ、西南の闘争本能が狂きよう乱らんに引き込もうとしてるようだ。特に遠く、敵基地から漂ただよう臭いが強きよう烈れつなのだ。

（間違いなくあそこにタラントが居る）

　西南にとって、その悪意は何度も経験したものだ。臭いという形では初めてだが、間違いなくタラントのそれだ。

　───あれを絶たねばならない。その前に……。

　目の前の敵は、タラント程に強烈ではないにしろ、それでも強い臭しゆう気きを放つ者達だ。これを放ほうっておいては行けない。もし少しでも残して敵基地に行けば、おのれの欲よくの為に村人を蹂じゆう躙りん略りやく奪だつするだろう。目の前の脅威が無くなればすぐさま弱者へ襲おそいかかりかねない連中だ。少しでも金目の物を奪うばって逃げよう、手ぶらで帰るのが嫌いやだという狂きよう気きを、タラントの下もとに集まる者達は持つのだ。

　それでも西南が単独行動ではなければ、捕ほ縛ばくを優先するだろう。だが多くの守らなければならない者達、助けなければならない者達が居る以上、西南の採れる選せん択たく肢しは限られている。手加減はするが、運が良ければ重機が牢ろう獄ごくに、悪ければ棺かん桶おけになる。むやみに人を死なせたい訳ではないが、それが必要なら躊躇ためらわない。

「ふうっ」

　最後に潰した重機は、運のいい事に彼等の牢獄となったようだ。胴どう体たいが歪ゆがみ、脱だつ出しゆつ口こうは機能を果たさなくなっている。

「西南さん、村の人達が」

　望遠映像に映し出されたのは、岩山のあちこちから顔を出し、自分達が崇あがめていた神の姿を拝む村人の姿だ。その中にはクスロの姿も見えた。

「無事だったんだ……良かった」

　クスロを助けられたという事実が、西南の重い心を軽くしてくれた。それが一方的な暴力ではなかったと証明してくれたのだ。

「よしっ！」

　敵基地には助けを求める者が居る。しかも西南の大事な仲間だ。

「Ｄ、敵基地のコンピューターに侵入は出来る？」

「基本的なシステムは同じですから、恐らくは」

「よしっ！」

　軽く勢いをつけたＺＩＮＶは、空高く舞まい上がった。ひと跳とびで地面は遥はるか下だ。敵基地を目視した次の瞬間、ＺＩＮＶは敵の基地に突つっ込んでいた。

「Ｄ、アクセス！　ここに運び込まれた守蛇怪と福の位置を！」

「了りよう解かい！」

　───ダメ！

「はい、アクセス中止します」

　Ｄはあっけらかんと言う。

「えっ!?　どっ、どうしたんだ？」

「三み月つきさんに止められました」

「三月？　何を言って！」

『山田西南だな！』

　と、モニターに映ったのはタラントと……、

「キルシェさん!?……やっぱり」

　タラントの前に居るのは拘こう束そくされたキルシェだった。

『そこにお前が居る事は分かっている。キルシェも、そして守蛇怪の端たん末まつ体たいも俺の手の中だ。まあ暴れるのを止めはしないが、その時は……分かっているな』

「Ｄ！」

「アクセスロックがかかりました」

　Ｄの言葉に西南はギリッと歯がみをする。

『そこから出て来い。お前の命は無理だが、キルシェと端末体は俺のコレクションにしてやろう。自由は無いが少なくとも命は助かるぞ』

　ヴォオオオオオオオ……。

　西南の悔くやしさが伝わったのかＺＩＮＶが呻うなる。

『ダメです！　西南さん。私はどうなっても構いませんか……キャッ！』

　そう叫さけんだキルシェをタラントが乱暴に摑つかんで引き寄せた。

「止やめろ！」

『……ならば急ぐのだな』

　西南の言葉に、タラントは勝ち誇ほこったように笑みを浮うかべた。

「…………」

　少なくとも西南の存在を知られていなければ、人ひと質じちを使われるという事は無かったであろう。たとえＺＩＮＶに乗るのが西南だとタラントが疑っていたとしても、先手を取れる筈だった。だがＤがアクセスを中止し、ＺＩＮＶに乗っているのが西南だとばれた瞬間、西南のアドバンテージは消え失うせた。そうなるともう残る西南の選択肢は二つだ。降参するか、仲間を犠ぎ牲せいにしてタラントを始末するかだ。

（とにかく何がどうあれ、俺の負けだ）

　最悪、ここで自分が死んでも、地球に連絡が入れば天てん地ちが何とかしてくれる。あそこには鷲羽わしゆうも居る。

「……Ｄ、後は頼たのめるか？」

　西南のアドバンテージは消えたが、ＺＩＮＶとＤの存在は知られてはいない筈だ。パイロットである西南を排はい除じよした事で、タラントに油断が生じるかもしれない。

「分かりました。任せて下さい」

　西南の意図を理解したのかは分からないが、Ｄは小さく肯いた。と、コクピットの前方が開き、アチャが見えなくなる。もちろんＤの姿もだ。

『これで少しは油断するでしょう』

　中にパイロットがいなければロボットは動かない。Ｄの意図を察した西南はそのまま外へと向かった。開いたシールドの上には小さな取っ手が出ていた。本当の緊きん急きゆう時の脱だつ出しゆつ方法なのだろう、それを摑むとワイヤーで釣つり下げられる形で、床ゆかへと降り立った。

　　　　×　×　×

『おい、山田西南が捕つかまったとよ』

　ホイトストークのモニターにはそこに居る見張りに向けて、通信が入っていた。

「おっ、マジか？」

『ああ、あの人型に乗ってたらしい』

「これであのローレライも一巻の終わりだな」

　見張り達が嬉うれしそうにしている通信内容を、オペレーターはそっと艦かん長ちよう室に転送していた。

　　　　×　×　×

『これであのローレライも一巻の終わりだな』

「クソッ！　どうする……」

　見張りの通信を聞いたホイトストーク艦長は拳こぶしを握にぎった。

「救きゆう援えん部隊の編制と海かい賊ぞく排はい除じよの手て筈はずは整っています」

「……よしっ！　救援部隊を出動。海賊排除のタイミングはそちらに任せる」

「了解！」

『待ッテ！』

　と、その時、通信に割り込む声が聞こえた。

「誰だれだっ!?」








７「福ふくとクローン達」









「久しぶりだ、なっ！」

　タラントは西せい南なの顔を見るなり、彼の腹を殴なぐった。

「グッ！」

　西南は腹を押さえて崩くずれ落ちた。

「西南さん！」

「フフッ……こうでもしないと、すぐにでも八やつ裂ざきにしてしまいそうだからなぁ」

　恨うらみ骨こつ髄ずいの相手だ。少しでも発散しなければ抑おさえが利きかないのだ。西南の口から流れる血を見て、タラントは『少しだけ気が晴れた』といった表情をした。

「なかなか面おも白しろい物を見つけたものだな。あれは何だ？」

「ワウの……村にあった神像、守り神だ。地中に埋うもれていたそうだ」

「穴モグラ共が見つけたお宝という訳だ。パワーとスピードはなかなかの物だが、思った程ほどの物ではないのかもな。まあ、面白そうなオモチャではあるがな」

　と、タラントはいきなり銃じゆうを引き抜ぬくとキルシェに向かって発はつ砲ぽうした。つまみ食いで空腹をやり過ごそうと思ったが、我が慢まん出来なかったのだ。コアにさえ当てなければ死ぬ事はない。安心して憂うさを晴らせる人形だ。

「キャアアアアア！」

「タラント！　お前っ！」

　タラントに飛びかかろうとした西南を兵士達が取り押さえる。

「クックック。いい顔だ。お前のそういう顔も見たかったんだ」

「キルシェさんの命は助けると……言ったんじゃないのかっ？」

「殺してはいないだろう？　少しオモチャで遊んだだけだ。もともとこいつの身体からだはＮＢなんだ。痛覚がある訳じゃない。あっちの標本共よりはマシだ」

　モニターに映ったのは時間凍とう結けつをされた福と怯おびえるクローン達、そして一体、解かい剖ぼうされたクローンが居た。西南が抵てい抗こうすれば、こうなるという見本だ。

「クッ！」

「おいおい、そんな怖こわい顔で睨にらむなよ。あれをやったのは俺じゃない。宅の研究者達は仕事熱心でね、クククッ」

　西南の抵抗が無くなったのを確かく認にんしたタラントは、懐ふところからナイフを一本取り出した。

「さてキルシェ。これで山やま田だ西南の指を一本落とせ」

「なっ!?　だったら私を殺しなさい！　そんな事が出来る訳ないでしょう！」

「お前の命を助ける代わりにではない。指一本でそいつの命が一日延びるとしたら？」

「えっ!?」

　キルシェは思わず西南の顔を見たが、すぐに首を横に振ふった。

「ダメです！　私にはそんな事は……」

「キルシェさん。お願いします」

　西南は静かにそう言うと、モニターに映るクローン達を見た。キルシェが拒こばめばクローン達が殺されるだろう。もちろん西南の命は無くなるし、キルシェの命も保証は無い。だが少なくとも時間は稼かせげるはずだ。

　チャリン！　目の前に投げられたナイフをキルシェは震ふるえる手で拾うと、少しよろけながら立ち上がった。キルシェの目から涙なみだがポロポロとこぼれ落ちている。それを見つめる西南の表情は穏おだやかだ。だがそれはタラントにとってはさほど面白くない状じよう況きようだ。

「愛する者の手で傷付けられる気分はどうだ？」

　少し西南を挑ちよう発はつする。

「このっ！　悪あく魔まがっ」

　西南は渾こん身しんの怒いかりを込こめ、タラントを睨んだ。

「クックック」

　タラントにとって、それこそが期待した状況だ。愉ゆ悦えつを感じる表情だ。

（奴やつを屈くつ服ぷくさせて、ＧＰ軍の奴らの癒ゆ着ちやくの証人にするまでは、うっかり殺さないよう気をつけなければな）

　これはまだタラントにとっては序章、オードブルに過ぎない。もっと凄せい惨さんな、目を背そむけたくなるような拷ごう問もんが待っているのだ。それを考えるとタラントの興奮は大きくなる一方だ。これ程の愉悦を感じるのは久しく無かった事だ。

　キルシェはゆっくりと西南の前に跪ひざまずくと、ナイフを高々と持ち上げた。下手へたに手加減をすれば指を傷付けるだけだ。そうなれば何度も西南に苦痛を味わわせる事になる。一いち撃げきで確実に切断しなければならない。だがキルシェの手は高く持ち上げられた所で止まってしまった。

「どうした？　早くしろ」

　さすがに興きよう醒ざめしかかったのか、タラントは不満げな表情をし始めた。

「！」

　もう無理だと、キルシェは目を瞑つぶってナイフを西南の指目め掛がけて振り下ろした。

「……見つけた！」

　キルシェが振り下ろしたナイフが、西南の指の数ミリ前でピタリと止まった。と、キルシェは糸の切れた操あやつり人形のように力無く崩れ落ち、球形状へと戻もどった。

「キルシェさ……!?」

　叫さけぶ西南の目の前でＮＢからは、バシッという放電と共に中が焦こげる嫌いやな臭においがして来た。

「そんな……」

　それは戦せん闘とうでよく嗅かいだ臭いだ。守かみ蛇だ怪けでは感じないが、通常の船では感じる臭い。何かが壊こわれ、傷付き、或あるいは死すら意味する臭いだ。西南は呆ぼう然ぜんと転がるＮＢを凝ぎよう視ししている。

「チッ！　この糞くそ女おんな！」

　完全に興を削そがれたタラントは怒りを顕あらわにした。だがその時、基地全体を凄すさまじい震しん動どうが襲おそった。

「何だ!?　どうした!?」

『タラント様、かっ、守蛇怪が起動しました！』

『フミャギャオオオオオオオオオオオオオオ！　ミギャ！　ミギャオオオオッ！』

　それまでの鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせるような唸うなり声だ。

『バカな！　端たん末まつ体たいの時間凍結が……』

　モニターからは突とつ然ぜんの事態とパニックが起こる様が映し出されていたが、一ひと際きわ大きな爆発音と震しん動どうが起こり、次々とモニターが消えていく。

「何をしたっ！　山田西南ぁあああああああああっ！」

　タラントは咄とつ嗟さに西南に銃を向けて発砲した。だがその一いつ瞬しゆん前に西南は、スッと跡あと形かたも無く、かき消えたのだった。

「馬ば鹿かなっ、転送だと!?」

　タラントが驚おどろいたのも僅わずかの間だ。危険を嗅ぎ取る嗅きゆう覚かくに優すぐれたタラントは、すぐさま避ひ難なん用転送ゲートへと走り出した。

　　　　×　×　×

「ヴオオオオオオオン！」

　突とつ如じよ、ＺＩＮＶジンブのコクピットのシールドが閉じ、中を覗のぞこうとしていた兵士を振り落とした。シールドが閉じると同時に西南が転送され、実体化する。

「ここは？　ＺＩＮＶのコクピット!?」

　殴られたダメージからヨロヨロッとよろけるが、何とか踏ふみ止とどまると辺りを見た。だが時間凍結されたアチャは居るもののＤの応答は無い。
















「Ｄ、どこだ!?」

　コントロール球に手をやるが、反応は無い。だがＺＩＮＶは己おのれがすべき事を知ってるかのように、中央の大型格納庫へと飛び出し、クレーの居た端末室へと向かう。

　ヴィイイイイイン！　ＺＩＮＶはゆっくりと壁かべに左手を突つっ込む。それはまるで水の中に手を入れるかのようだ。超ちよう振動により壁は溶とけ或いは砂のように崩れ、次に手を抜いた時には掌てのひらに三匹びきの福のクローン体を乗せていた。

　　　　×　×　×

「やれやれ、慌あわただしい話だ。あの若造めが、儂わしをこんな面めん倒どうな事に巻き込みおって」

　クレーは愚ぐ痴ちりながら通路を歩いていた。もっとも言葉の内容とは裏腹に、面白がっているような感じだ。隔かく壁へきは閉じていたものの、まるでクレーを導き守るかのように、クレーが近付くと開き、通り過ぎると閉じた。

「だが面白いモノにも出会えたし、それなりの収しゆう穫かくはあったからそれは良しとしよう。だが若造の失態に関しては、それなりの請せい求きゆうをせねばな」

　クレーは歩きながらモニターを起動し、タラントの隠かくし口座にアクセスした。

「そうだな……基本料金に出張費に必要経費。それに慰い謝しや料りようをプラスだ」

　人の財さい布ふに手を突っ込むマネはしてはいけないと、謎なぞのプログラムには言ったが、今回は正当な理由がある。タラントの隠し口座から半額を引き出すと、請求項こう目もくを明記した書類を添てん付ぷしてアクセスを切った。

「さて……」

　転送ゲートから出て来たクレーは、目の前にあるホイトストークを見上げた。

「ふむ。出航準備は出来ておるようだな」

　タラップの先には秘書官がクレーを確認して敬礼をしていた。




「ミャウ！」

　左の胸にある宝玉から転送されて来た三匹の猫ねこウサギは、西南の頭に次々落下して来た。一いつ匹ぴきはすぐさま西南の目の前のコンソールに飛び乗り、一匹は西南の肩かたに乗って頰ほお擦ずりを、もう一匹は反対の肩に乗って西南をジッと睨むと、

「ミャッ！」

　西南の頰ほおに手を当て、ガシッと爪つめを立てて引っ搔かいたのだった。

「痛っ！　お、お前……怒おこってるのか？　何故なぜ??」

　三者三様の反応に西南は戸と惑まどう。

「ミャア、ミャアミャア！」

　コンソールに乗った一匹が外に向かって手を上げて鳴くが、西南に意味が分かろう筈はずがない。

「何が言いたいんだ？」

　と、唐とう突とつにモニターが起動し、Ｄが映し出された。

「Ｄ！　今まで一体……」

『詳くわしい話は後です。あちらに福さんがいます』

「福が!?」

　と、ＺＩＮＶが向いた方の壁に内側からビームの火線が突き抜け、爆風と共に大きな穴が開き、そこから福がヒョコッと顔を出したのである。ＺＩＮＶと西南の意志が同調し、瞬間的に福の居る場所へと移動した。

「福っ！」

　西南はコクピットに転送されて来た福をサッと空中で摑つかんだ。

「ミャ……ミャアアアアアアアアン！」

　福は涙をポロポロ流しながら、西南に向かって手足をバタバタと振った。西南はゆっくりと慈いつくしむように福を抱だき寄せると、福はこれでもかという位に、西南の頰に頭を擦こすり付け、シッポは千切れんばかりに振っている。

「ミャウン……」

　三匹のクローンはコンソールの上でシッポを振りながら、笑え顔がおでその様子を見つめていた。

「ミャア！」

　さて、お互たがいの温ぬくもりと存在をしっかりと確かめ合えれば、福も西南も笑顔だ。とはいえまだ取り戻していない者がある。

「Ｄ、キルシェさんと俺が捕つかまっていた場所は分かる？」

『その人なら西南さんの目の前に居ますよ』

「……えっ？　目の前って……」

「ミャア！」

　一匹のクローンがニッコリと微笑ほほえみ。もう一匹が手を上げる。

『私もキルシェさんのデータも、クローンに移動させました。ですからあそこに居るＮＢは抜ぬけ殻がらです』

「データを移動？」

　戸惑いつつも、西南はキルシェが急に、糸の切れた操り人形のように崩くずれ落ちた事を思い出した。

「……本当に？」

　西南の問いにそのクローンは肯うなずいた。

「分かった。Ｄの言葉を信じるよ」

　西南は大きく安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、だがすぐさま顔を引き締しめた。

「でも位置だけは教えてくれ」

『……了りよう解かい』

　メインモニターの一部に西南達が居た場所が表示されるやいなや、西南はそこに向かって単発の低出力プラズマ弾だんを放った。そして次にクローン達が居た場所へも一発。

『火か葬そう、ですか？』

　ＮＢは機密保護の意味で、解かい剖ぼうされた可哀かわい相そうなクローンはＤの言葉通りだ。

「うん……あのままにするのは忍しのびないからね。さあ、後始末をしよう」

　福とキルシェが無事だったのだ。西南の中にはもう激しい憎ぞう悪おは無かったが、タラントに対する怒りは別だ。

　　　　×　×　×

「おのれっ！　山田西南！　おのれっ！」

　ダイダロスのブリッジ上にある艦かん長ちよう室に駆かけ込んで来たタラントは、出で迎むかえたクルーの頭を吹ふき飛ばし、爆発しそうな怒いかりを堪こらえた。

「守蛇怪の収納は可能か!?」

『現在、守蛇怪は結界を破は壊かいしようとしています。結界内部は奴やつの攻こう撃げきが反射して、凄まじいエネルギー量が圧縮されて……現在もそれが上じよう昇しよう中です。予想臨界は十分！』

「バケモノめがっ！」

　あの結界を内部から破壊するには、ダイダロスすら一瞬で蒸発させるエネルギーが必要だ。にも拘かかわらずそれを実行しているのは、船体がそのエネルギーに耐たえられるという事である。そして臨海を越こえれば凄まじい爆発と共に破は裂れつするだろう。そんな物を収納すれば、ダイダロスの装そう甲こう格納庫など薄うす紙がみ一枚程度、艦ごと一瞬で消しよう滅めつだ。だがようやく手に入れた至宝とも言える守蛇怪を諦あきらめるにはまだ早い。

「人型はどうしている？」

『端末体と合流、クレーの居た所でも何かしていたようです』

「クレーはどうした？」

『部屋は人型の攻撃を受け、生死は不明です』

「チッ！……それよりも直すぐさま出られる艦は、山田西南の乗る人型に攻撃しろ！　守蛇怪が臨界を起こす前に何としても撃破するんだ！」

　もし端末体ごと破壊出来れば、再び守蛇怪を手に入れる事も可能だ。

『了解！』

「機材の搬はん入にゆう状じよう況きようはどうなっている!?」

『かっ、守蛇怪の移送ルートが使用不能となってしまい、大型コンテナが』

　研究主任は泣きそうな顔でオロオロと戸惑っている様子だ。

「他ほかに乗せられそうな艦に分散させろ。こちらに乗せるのは資料とお前達だけでいい。十分で来なければ置いて行くぞ、急げ！」

『りょ、了解』

　タラントにケツを叩たたかれ、慌てて行動し始めたのだった。

　　　　×　×　×

『前方一キロ、二百メートルクラスの艦が上昇中。他にも多数確かく認にん』

　ＺＩＮＶが地上に出た瞬間、Ｄは直ぐさま警告した。

　地下格納庫から次々と海かい賊ぞく戦艦が上昇する様子は、対比のある地上ではかなり壮そう観かんだ。しかも何も無い砂さ漠ばくの地下から出て来る様は、不ふ謹きん慎しんながらちょっと胸むね熱あつ、発進シーンとしては燃える光景である。バックにワーグナーの曲でも流したい程ほどである。

『高エネルギー反応、攻撃して来ます！』

「クッ！」

　西南は周囲から嫌いやな臭においが強くなるのを感じた。そしてその更さらに向こうに耐えきれない程の臭しゆう気きを放つモノが存在する事に気付いた。

「タラント！」

　福もキルシェも、西南が助けたかった者達は全すべて手の中だ。もう我が慢まんする理由も必要も無い。

（あいつを……）

　これ以上、タラントによる不幸を増やす事は許せない。西南がタラントに死の恐きよう怖ふを味わわされたのは二度。その恐怖の末に殺された人達の事を考えると、それを容認する事など出来ない。西南は聖人君子でも何でもない。ただ人よりは多く、痛みとその辛つらさ悲しさを知っているだけだ。人を傷付けない選せん択たく肢しを持つ事が出来る立場なのに、あえて快楽の為ためにその選択をする者に容よう赦しやなどは出来ないし、するつもりもない。

　巨きよ大だいな力を持ち、それを行使する行こう為いはタラントと同じだ。当然、その理り屈くつは理解している。力の行使が行き過ぎ、西南が相手と同じ立場になってしまう恐おそれも多分にある。それは肝きもに銘めいじなくてはならないが───

「行くよ」

　いやな臭いを絶つ。タラントを逃にがしてはならない。そう西南は決めた。

　タンッ。軽くジャンプをして一気に目の前の海賊戦艦に瞬間的に接近し、右手を振ふり下ろす。海賊戦艦は凄すさまじい質量を一点に受け、くの字に折れ曲がって落下する。二百メートル越ごえの海賊戦艦が三十メートルのＺＩＮＶに、だ。

『次、十一時の方向！』

　左手で一いつ閃せんすると同じクラスの海賊戦艦が真っ二つとなり、そのまま落下する。

『十二時、高エネルギー、主しゆ砲ほうクラス！』

　ＺＩＮＶの右手から超ちよう重力弾だん。海賊戦艦の先せん端たんに触ふれると二十メートル程が一気に消えた。地下でテレポートした直前に起こしたのと同じモノだ。二発三発と撃うち込むと虫食いのようになった海賊戦艦は機能を失い落下、爆ばく発はつした。まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよくといった感じだ。だが……。

『右、重力弾発射不能です』

「えっ!?」

　戦せん闘とうを始めてさあこれから、という大事な時、モニターに次々とエラーのマークが表示される。

『外がい装そう甲こう、内部構造体共に経年劣れつ化かが激しいようです。ナノファイバーシステムによる修復も機能していません』

「って、始まったばかりなんだけど……」

『ダメなものはダメですから』

　Ｄの声は冷静そのものだ。まるで自分は関係無いと言わんばかりだ。もちろんＤもＺＩＮＶと運命共同体なのは間ま違ちがいないのだが……。

「クッ……使えるのは左の次元振しん動どう波はブレードと高出力レーザー、プラズマ弾か」

　だがそれらの武器も、劣化と対艦用の高出力使用のせいで、数度使用した段階で破損してしまった。

『対艦武器、全使用不能となりました』

　ＺＩＮＶの劣化を見て取ったのか、敵の攻撃が激しくなって来る。さほど効果が無かったミサイルや小型機用の質量弾まで使った集中攻撃を仕し掛かけて来ている。

『残る武器は一つ……』

「何？　他に何かあるの？」

　西南は期待を込こめてＤのモニターを見つめた。

『真さな田だ博士曰いわく、最後の武器は勇気だと』

「えっ？」

　この時、西南は生まれて初めて『もうダメだ』と思った。

『つまり希望を捨ててはいけないという事です』

「そ、そうデスか……」

　珍めずらしく感情の籠こもったＤの言葉に、西南は軽い殺意を感じた。

『左脚部膝しつ関かん節せつ破損。左さ腕わん手首関節もです』

　だが追い打ちをかけるように発せられた、Ｄの抑よく揚ようのない淡たん々たんとした口調は、まるで他人ひと事ごとのようだ。

「ううっ、冷静な報告をありがとう」

　西南の殺意も焦あせりも一気に吹き飛んでしまった。

「……でも、そうだよなぁ……」

　よくよく考えてみれば、ＺＩＮＶは十億年という途と轍てつもなく長い時を経過した物だ。それ程長く地中に埋うまっていた物を、整備も無しで戦闘させるというのも無茶な話だ。

「やばいなぁ……ノリで出ちゃったよ」

『あら、コアユニット脱だつ出しゆつ装置が作動を始めました。これはちょっとまずいです』

「なにそれ!?」

　さすがに危機感を覚えた西南が血相を変える。

『本体が稼か働どう不能になると、コアコンピューターユニットを脱出させる装置の事です。ＺＩＮＶには付いてなかった筈はずなのですが……いつの間にか真田博士が付けたんですね』

「コアコンピューターユニットが脱出するとどうなるの？」

『もちろん動けなくなります』

「えええええええええええっ！」

　西南もＤ以外のクローン二匹ひきもムンクの叫さけびのような表情だ。と、ガコンとコンソールが変形して椅い子すの後ろからコアユニットらしき物がせり出して来る。

「ちょっと待って！　止めて！」

『射出シークエンスに入りました』

「冷静に言うのを止やめて！」

　西南は絶ぜつ叫きようしながらコアを押さえる。二匹のクローンも同じだ。だが無情にも前方のシールドが開き始めた。

『射出十秒前、九、八、七、六……』

「Ｄ！　何とか止めて！」

『無理です。四、三……』

「だから何でそんなに冷静なんだよォ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

『……二、一、ゼ……』

「もうダメだぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……？」

　と、いきなりユニットのせり出しが止まった。

『射出機能停止。劣化による破損と思われます。良かったですね』

「って！　良くないっ！　シールド閉じてっ！」

　攻撃は現在も絶賛進行中だ。外はプラズマの熱で地じ獄ごくと化している。コクピット周りに非常用なのか僅わずかに電磁シールドが張られている為に無事だが、それがいつまで保もつかは分からない。

「ミャウ！」

　と、福が一声、大きく鳴いた。

『外部高エネルギーシールド発生。おチビちゃんがしているの？』

「ミャウ！」

　福は誇ほこらしげだ。

『そう。凄すごいわね』

　Ｄクローンは福の頭をなでなでしている。だが福のエネルギーシールドで辛かろうじて持ち堪こたえてるものの、集中攻こう撃げきによるエネルギーの余波で室温が急きゆう上じよう昇しようしていた。

　　　　×　×　×

『人型の動きが止まりました！』

　ダイダロスのオペレーターが叫び、タラントの顔が綻ほころんだ。

「畳たたみ掛かけろ！　基地への被ひ害がいは考えるな。攻撃を宇宙戦闘レベルへ引き上げろ！」

『タラント様！　資料と研究員が到とう着ちやくしました！』

「よしっ！　直ちに収納し……しまった！」

　その時、タラントは研究員達の到着がリミットアウトを意味している事に気付いた。

『守蛇怪の結界が臨界にっ！』

　凄まじい閃せん光こうと共に地面に衝しよう撃げき波はが広がる。基地の排はい気き口こうや開口部のあちこちから爆風と炎ほのおが吹ふき上がり、格納されている戦せん艦かんに逃げ込んだ者以外は全ぜん滅めつだ。だが格納されていた艦かん艇ていの方も、発進が不能となった物は多い。

　　　　×　×　×

「うわああああああああ！」

　その影えい響きようはクスロ達の居る場所でも感じられた。震しん度ど四クラスの地震が岩山で見物していたワウや、地下で不明者を捜さがすワウ達を襲おそった。だが幸いにしてタラント基地地下部分が完全に隔かく壁へきで箱のような状態であった為、エネルギーによる破は壊かいは内部のみ、余よ剰じようエネルギーは外の上空方面へ放出されたので、衝撃波のみが伝わっただけだ。被害は一部脆もろくなった洞どう窟くつの崩ほう落らくのみで済んだのである。

　　　　×　×　×

『格納艦、発進不能が半数。ですが上空の戦艦は全て健在です！』

　もともとそこに居るのは宇宙戦闘用の海かい賊ぞく戦艦である。収束されていないエネルギーなど、至近での直撃でもない限り大破には至らない。

『地表面に陥かん没ぼつが見られます。地下輸送通路が崩落したようです』

「守蛇怪はどうした!?」

『エネルギー反応は有りますが、その場から動く様子はありません。崩落に巻き込まれて動けないのでしょう』

「よしっ！　ダイダロス緊きん急きゆう発進！　戦闘可能な全艦、人型攻撃を集中させろ！」

　結界は破壊されたが、人型を撃破さえすればまだ守蛇怪を手に入れる事は可能だ。

　　　　×　×　×

『西南さん、コアユニットを元に戻もどして下さい。ＺＩＮＶシステム再起動をかけます』

「了りよう解かい！」

　西南はコアを必死で押し込む。と、コンソールが元の位置に戻り、シールドが閉じた。室温も平常に戻ったが、それでもＺＩＮＶが満身創そう痍いなのは間違いない。

「うわっ！」

　海賊戦艦の直撃を喰くらい、西南は思わず叫んだ。シールドの許容をオーバーして装そう甲こうが剝はく離りしていく。その衝撃で両脚部共に破損した。

「ミャオオン！」

　福が一声鳴くと、地下から守蛇怪の攻撃が地上の海賊戦艦目掛けて撃ち出される。だが一度地中を通過したせいか、威い力りよくは減げん衰すいし破壊には至らない。さすがの守蛇怪も結界を破った時のダメージで船体が破損、エネルギーの収束が満足に出来ない上、崩落した地中では船体を再生するスペースが無いのだ。しかも海賊戦艦は多少の被害にも構わず、ＺＩＮＶを集中的に攻撃して来る。

「これじゃ回かい避ひが！」

「ミャウ！」

　その時、キルシェクローンが何かを思いついたように福に話しかけた。

「ミャアミャウ！」

　キルシェクローンに言われ、福は満面の笑えみを浮うかべた。だが……。

『大型戦艦浮ふ上じようして来ます』

「ダッ！　ダイダロスッ！」

　地下格納庫からダイダロスが、前面格納装甲を開き、三連装の主しゆ砲ほうをこちらに向けていたのである。

　　　　×　×　×

「砲身が焼き切れようとも構わん！　最大出力で人型に叩たたき込めっ！」

　タラントはＺＩＮＶを睨にらみ付ける。動けない今が絶好のチャンスだ。ダイダロスの主砲の連射が直撃すれば端たん末まつ体たいごと消し飛ぶ筈だ。

『地下の守蛇怪、高エネルギーを発しています！』

「構うなっ！　人型だけに集中しろ！」

『しかしっ……守蛇怪が上じよう昇しようして来ます！　高エネルギーを放出して地中を溶とかしていますっ！』

　地面が真っ赤になりやがてそれは白色化した。まるで蠟ろうが溶けるようにポッカリと空いた地中から守蛇怪は浮上して来た。

「急げっ！　主砲発射だ！」

『まだ充じゆう塡てん率六十です！』

「構うな！　撃うてっ！」

　と、ダイダロスから放たれたエネルギーは数すう隻せきの海賊戦艦を巻き込みつつ、ＺＩＮＶへの直撃コースをとる。

「ミャオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　だがその一瞬前、守蛇怪は凄まじいスピードでその間に割り込んだ。

　　　　×　×　×

「守蛇怪!?」

　守蛇怪はＺＩＮＶの前に浮かび、ダイダロスの主砲から守っていた。だが結界破壊のダメージが治りきっていない守蛇怪の装甲はボロボロと剝離していく。このままでは守蛇怪ごと破壊されるのは時間の問題だった。だが、コクピット内ではもっと驚おどろく事が起こりつつあった。

「ミャン。ミャウ」

　福が何かに話しかけ、光が答えるようにキラキラとまるで線せん香こう花はな火びのように弾はじける。

「守蛇怪と……瑞みず輝き？」

　それは樹じゆ雷らいでの守蛇怪と瑞輝のリンクを思い出させた。

「……いや、ＺＩＮＶと話しているのか？」

「ミャウ！」

　キルシェクローンが鳴く。

「ミャア！」

　謎なぞクローンが、

『では私もお手伝いします』

「ミャン！」

　Ｄクローンも、

「ミャアアアアアアアアアアアン」

　全員がハーモニーを奏かなで出すと、光の乱らん舞ぶが始まり、突とつ如じよ、ダイダロスの主砲攻撃の猛もう威い、凄すさまじいエネルギーの奔ほん流りゆうが消え去ったかのように静かになったのだ。

　　　　×　×　×

「こ、光こう鷹おう翼よく……だと？」

　タラントは目の前の光景がにわかには信じられなかった。守蛇怪の前に淡あわく光っているのは、間ま違ちがいなく光鷹翼だ。ダイダロスの主砲も海賊戦艦の攻撃も、ものともせず弾はじき返している。

「守蛇怪が創つくり出しているのか？　だがあれは確か……」

　ダイ・ダ・ルマー戦で見せた光鷹翼は、守蛇怪ではなく、リンクした皇おう家けの船が創り出していた筈はずだ。それを変質させたのは守蛇怪だという話だが、それでも守蛇怪単体で創り出したという情報は無い。

「守蛇怪に何かが起こった？……まさか!?」

　タラントの背筋にドッと冷ひや汗あせが流れた。視線がＺＩＮＶに向けられる。

（ドクタークレーは、あれを簾れん座ざの人型の始祖かもしれないと言った）

　タラントは以前、ある噂うわさを耳にした事を思い出した。

　───簾座の人型の中には、絶対に破る事の出来ない光の盾たてを持つやつが居るらしい。

　それは都市伝説の一種だが、それが目の前の現象と結びついた。

「そういえば奴やつの武器は重力系の物……急速離り脱だつだ！　重力圏けん離脱と共に緊急超ちよう空間ジャンプ！」

　タラントの命令でダイダロスは上昇を始めた。

『タラント様！　衛星軌き道どう上付近にジャンプアウトの重力震を感知。ＧＰ軍です』

「急いで個人通信を開け！」

『一体、地上で何が起こっている!?』

　間かん髪はつ入れずに通信に出たのは夏か羅ら世よ一いちだ。

「すぐに全艦で地上を攻撃しろ！　でなければお前達の破は滅めつだぞ」

　　　　×　×　×

「まさか、あそこに守蛇怪と山田……」

　司令官、夏羅世一は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。タラントごと基地を破壊しようにも、ダイダロスとタラント基地の射しや軸じく線がズレている。ダイダロスは半はん端ぱな攻撃で撃げき沈ちん出来る艦ではないし、地上はもっととんでもないエネルギーを発している物体が確かく認にんされている。もし守蛇怪が動いているのなら、こちらもすぐにでも集中攻撃しなければ回避される恐おそれがある。そうなれば捕ほ捉そくなど無理だ。二に兎とを追う者は一兎をも得ず、両方を同時撃破は出来ない以上、どちらかに集中させねばならない。

　タラントにとっても、目の前の艦隊よりもＺＩＮＶの方が脅きよう威いだ。それに前方に艦隊がいればＺＩＮＶも迂う闊かつに攻撃は出来ない。

「こそこそと逃にげれば可愛かわいげがあるものを、こっちに向かって来るとはなっ！」

　守蛇怪を逃がせば今回の事が露ろ見けんするが、ダイダロスならば逃がしても致ち命めい的てきな事にはならない。問題はダイダロスを各艦の者達が捕捉している事だ。

『地上の基地と手下共もくれてやる。最大火力で惑わく星せいごと消しよう滅めつさせるんだな』

　地上にはかなりの海賊戦艦が確認された。これならば、先に基地を叩いた理由にもなりそうだ。それにその後でダイダロスを攻撃すれば……。

『これは貸しだからな。戦せん闘とう用意！　目標は惑星上、タラント基地！』




「ミャウミャウミャオオオオオオオオオオオオオオ！」

　福とクローン達の鳴き声と光の乱舞。

『データロード。力場プラントを構成します』

　Ｄがそう言うと、守蛇怪のクリスタルプレートがナノレベルの粒りゆう子しへと分解した。

（何が始まるんだ？　力場プラントって……??）

　いろいろと聞きたい事は多いが、福もクローン達も集中しているようで、話しかけられる雰ふん囲い気きではない。

『ＺＩＮＶ自己修復機能再生』

　と、見る間にＺＩＮＶの内部機構の色が変化していく。劣れつ化か、破損、欠損した部分が再生しているのだ。とはいえそれで全すべて再生出来る訳ではないようで、再生しているのは生体部位のような部分のみだ。

『力場プラント再構成、武器装備類の修復を行います』

　次は生体ではない、メカニックな部分が修復、再生されていく。

「……凄すごい……まるで魔ま法ほうだ」

　何も無い宙からいろいろな部品や部位が生じ、映像の逆再生でも見ているように、ＺＩＮＶの身体からだが修復されていく様は、まさしく魔法だ。

「ミャウ！」

『了解。外装構成補助します』

　小さな六角形のパーツが鱗うろこのように次々と内部構造を覆おおっていく。最初は守蛇怪のプレートと同じ色で、それが淡い灰色へと変化していく。

「あっ！」

　全身と同じような再生がコクピット内でも起こり始めた。それはまるでペンキの塗ぬり替かえでもしているような感じだ。

「えっ？　ここに居て大だい丈じよう夫ぶなの？」

　再生領域は西南に向かって迫せまって来ているが、どこにも逃げ場などは無い。触ふれないように手を上げ、足を上げ、再生した部分へと軸足を移して何とかやり過ごす。もっとも福達はその場に居たままだったので、突つっ立ったままで問題は無かったのだろう。

　外がい装そう甲こうの再生は見る間に終しゆう了りようした。装そう飾しよくは美しい輝かがやきを取り戻もどし、遺い跡せきに埋うもれていた時とは段違いだ。

「ミャオ！　ミャオウウウウオオオオオオオオンンンンン！」

　福が高らかに鳴き、光の乱舞は福の周りに集まった。

「あれは……」

　目の前に浮かぶのはプレート部分が無くなった守蛇怪のコア部分だ。それが凄まじい回転を始め、小さく圧縮され、そしてＺＩＮＶの右肩の宝石へと吸い込まれて行った。

　ヴオオオオオオオオオオオン！

　と、ＺＩＮＶの体表面に六角の幾き何か学模様が浮かび上がる。

『各部チェック』

　コクピットに凄まじい数のモニターが次々と起動し、それがあっと言う間に消えて行くと連動し、体表面の模様も消えて行く。恐らく何らかのチェックシステムなのだろう。

　ここまで時間にしてたった数分の、夢のような出来事だ。海賊戦艦もいつしか攻撃を止やめ、逃げる事も忘れたかのようにその光景に見入っていた。それほどまでにその光景は神秘的だったのだ。

「終わったの？」

「ミャア」

　福とクローン達は西南を見上げてシッポを振ふっている。と、西南はコントロール球に手を置いた。

「!!」

　まるで身体に電気でも走ったような衝しよう撃げきだ。というより覚かく醒せいと言った方が正確だ。

「……ああ、分かるよ。全部分かる。久しぶり、なんだね俺達。うん、うん」

　西南の目から涙なみだがこぼれた。コントロール球がそれに応こたえるように、美しい七色の光が乱舞する。

「ミャウ！」

　興奮した福も西南の肩かたに登って頰ほおずりをする。

「アチャ」

　西南の言葉でアチャの時間凍とう結けつが解除された。当然、アチャに今までの経けい緯いが分かろう筈も無い。不思議そうに辺りを見回すアチャに西南は優やさしく微笑ほほえんだ。

「勇者様？……ここは幽かくり世よ、なのですか？」

「ここはあの神像の中だよ」

「では私達は神に召めされたのですか？」

「生きてるよ。詳くわしくは後でゆっくり教えてあげるよ。それより」

　西南は肩に乗っている福を抱だっこするとアチャに渡わたした。福はアチャに親愛の情である頰ほお擦ずりをし、不安そうだったアチャも安心したのだろう、笑顔になった。
















「わあ！　可愛い」

「福って言うんだよ。さあアチャ、こちらにおいで。村の人達を守るんだ」

「は？　はい！」

『衛星軌道上、多数の艦船から高エネルギー反応』

　Ｄは相変わらず、冷静な口調だ。

「分かってる。あそこにタラントが居る」

　ＺＩＮＶの再生を見ていた海賊戦艦も異常を察したのか、急いで離脱を始めた。ＺＩＮＶは少し上空に移動すると、左手を空に円を描えがくようにクルリと回した。そして次に天に拳こぶしを突き付けるかのように、空へ右みぎ腕うでを勢いよく突き出し、掌てのひらを開いた。

『エネルギー増大、来ます』

　ヴォオオオオオオオオオオオオオオオンンン！

　ＺＩＮＶの雄お叫たけびと共に空間が歪ゆがんだ。空に魚眼レンズでも置いたように、そして中心部分が真っ暗となった。と次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと熱、空と周囲が光に包まれたように真っ白になったのである。

　　　　×　×　×

「なんだ!?　何が起こった！？？」

　戦艦『美王』内。ブリッジを見下ろす貴き賓ひん室で夏羅世一は椅い子すから立ち上がり、自分の目が信じられないといった感じで中央の巨きよ大だいなモニターを見つめた。

『惑星地表に突とつ如じよ高質量のポイントが出現！　マイクロブラックホールです！』

『いや、その前に空間に断だん裂れつ面が観測されたぞ』

『しゃっ！　射出エネルギーがほぼ消失しました！』

『信じられん。惑星上の大気にも変化が無いぞ。あれだけのエネルギーが完全に消失したのか？』

『エネルギーの影えい響きようが消失。地表映像回復します』

「目標を拡大しろっ！」

　夏羅世一の声に地表面の拡大映像がモニターに映し出されると、一気にブリッジ内が静まり返った。

『大型の……人型兵器？　簾座の物なのか？』

　オペレーター達の戸と惑まどいの中、夏羅はＺＩＮＶが纏まとう光鷹翼に気付いた。

「だっ！　第二射発射用意だっ！」

　そう夏羅が叫さけんだ瞬間、かき消すようにＺＩＮＶが消えた。

『目標ロスト！』

「捜さがせっ！　必ず撃破するん……!!」

　ズギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！

　突如、大型の軍艦が巨大な地じ震しんにでも襲おそわれたように揺ゆれ、司令官は床ゆかに倒たおれ込んだ。艦隊至近に現れた凄すさまじいエネルギーにセンサー関係のモニターが次々と消失する。だがさすがに軍の旗き艦かんには通常よりも多数種のセンサーが装備されている為ため、その一部がこの現象を捉とらえていた。

『目標が、艦隊至近に出現！　高エネルギーと重量震がっ！』

「目標に攻撃だっ！」

『艦隊に近すぎます！　九十八％が行動不能で回かい避ひ出来ません！』

「目標に攻撃しろと言っとるんだ！」

『目標より発信！　とっ、ＺＺＺトリプルゼツトです！』

　夏羅世一の怒ど号ごうを遮さえぎるようにオペレーターが叫んだ。

「樹雷、神かみ木き瀬せ戸との使う無差別撃げき滅めつ宣言……だと？」

　艦隊副司令の一人は全身に冷ひや汗あせがドッと噴ふき出すのを感じた。そして目に見えない筈はずのＺＩＮＶの視線。殺意のようなモノが美王に向けられているのを、ハッキリと感じたのである。当然、それを無視すればどうなるかは言うまでもなかった。

「かっ、構わん！　撃うてっ！」

　だが夏羅はその恐きよう怖ふを打ち払はらい叫んだ。自分の野望と地位、そして名めい誉よが崩くずれ去ろうとしている今、そちらの恐怖の方が僅わずかに勝まさったのだ。

「司令！」

　だがその場に居た副官達は全員で夏羅を取り押さえた。

「お止め下さい！　これ以上は無理です！　艦隊の一いつ斉せい砲ほう火かでも、どうにもならなかった相手なんです」

「貴様等っ！　全員、後で軍法会議だ……!!」

　ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンン!!

　だが夏羅世一の言葉はＺＩＮＶの咆ほう哮こうでかき消された。重力振しん動どう共鳴で艦体がスピーカーにでもなったようだ。

「な……なっ……」

　声の大きさ以上に、そこから感じ取れる凄まじい怒ど気き。その威い圧あつに、司令と副官達はもつれ合ったまま床にへたり込んだのだった。

　　　　×　×　×

「諦あきらめてくれたか……」

　完全体となったＺＩＮＶは西南の感覚を増大させた。

　タラントの悪意、その流れ、ＧＰ軍艦隊司令官がタラントと繫つながっている事も、いや、艦隊乗組員一人一人までの意識が感じられる。だがタラントの悪意は特別だ。西南の理性をもってしても、ともすればその悪意に対する怒いかりで暴走しそうである。だからこそアチャに側そばに居て貰もらっているのだ。

（この子に見せられない行こう為いはしてはならない）

　純じゆん粋すい無む垢くな少女は西南の精神安定剤ざいなのだ。

『ダイダロス、超ちよう空間航行に入ります』

「逃にがすかっ！」

　だが艦隊がダイダロスの盾たてとなり、直接攻こう撃げきが出来ない。

「跳とべっ！」

　と、ＺＩＮＶは光の筋となった。艦を避よけながら凄まじいスピードで飛ぶ様はまさしくガイ・ヴォルグ。ＺＩＮＶとのリンクは守蛇怪と瑞輝の最高の技わざすら、あっさりと発動させたのである。だがそれでも一歩及およばず、ＺＩＮＶの目の前で、ダイダロスは消えたのだった。

　　　　×　×　×

『ダメです！　ダイダロス、ジャンプしました！』

　美王のブリッジオペレーターからは失望の溜ため息いきが漏もれた。ここに居る者達の殆ほとんどが、タラントと夏羅世一の裏取引などとは関係ない者達なのだから当然だ。そして少なくない数の者達が、仲間や知人をタラントの為に失っているのだ。タラントが逃げ切った事を僅かにでも安あん堵どしているのは正確には夏羅世一司令ただ一人だ。

　　　　×　×　×

「ミャウッ！」

　謎なぞクローンはダイダロスの消えた空間を睨にらみ付けて呻うなった。

「うん。まだだ！　まだ届く！」

　西南はそれに呼応するかのように呟つぶやいた。

　ヴウウウウウウウウウウウウウウウウウォォオオオオオオオオオオオオオンンッ!!

　咆哮を放つＺＩＮＶは渾こん身しんのパンチを撃つかのように右腕を後ろに引いた。と、光鷹翼の一枚が揺らぎ、物質変へん換かんを起こして右腕に巻き付いた。そして無造作に何も無い空間へと、いや超空間へとその右腕を突つっ込んだのだ。








８「謀ぼう略りやくの終しゆう焉えん」









「ったく、一体何がどうなってるんだ？」

　雨あま音ねは苛いら立だったように頭を搔かき毟むしる。アイリや美み守かみ達が裏で何かを行い、守かみ蛇だ怪けと福ふくが囮おとりとして使われた、それは十分に分かっているが、今、西せい南ながどうなっているかが分からないのだ。

「とにかく私達が邪じや魔まだったのは間ま違ちがいないわ。もしかしたら西南ちゃんの居場所も、知っていた可能性があるわね」

「守蛇怪と福を利用した連中に知らせる為にか？」

「霧きり恋こ様、目標方面に向かったのはＧＰ軍『美み王おう』艦隊のようです」

「美王!?　夏か羅ら世よ一いち艦隊司令……あの方が黒幕だったのね」

「吟鍛なきた様も今回の件に関かかわってらっしゃるとすると、ＧＰとＧＰ軍の根幹に関わる、かなり大がかりな作戦ですね」

「間違いなく瀬せ戸と様も関わってるわね」

「その為の囮が守蛇怪か……福と西南は巻き添ぞえを喰くったんだな……ったく！」

　───！！？

　それは霧恋の船『瑞みず輝き』の声にならない叫びだった。驚きよう愕がくと歓かん喜き、そして畏い怖ふの入り混じった叫びに霧恋も戸惑う。

「瑞輝ちゃん、どうしたの!?」

　霧恋の問いにも答えず、瑞輝は超空間航行から通常空間へとジャンプアウトした。そのただならぬ状態に、霧恋だけでなく他の者達も同時に、現在位置や状じよう況きようを確かく認にんする。

　霧恋達の居る場所は瑞輝のブリッジだ。形式は守蛇怪の一号機に似た感じの物で、人の配置も似た感じだ。瀬戸のオペレーター席を霧恋用に改造し、艦長の位置に霧恋、その少し前にエルマと珀はく蓮れん。更さらに前方にあるベンチにそれぞれの者達が座っている。

「現在位置、目標の太陽系内、第五惑わく星せい付近です」

「目標地点に高エネルギーと高重量震……ＺＺＺ発信を確認！」

　それはオペレーター席に座る三人が、ほぼ同時に得た情報だ。

「瀬戸様の水み鏡かがみ!?　いえ、違ちがうわ……ね。あれは、何なの？」

「霧恋様！　何かがっ、至近！」

　と、珀蓮の咄とつ嗟さの言葉も終わらぬ内、瑞輝の至近にいきなり水鏡がジャンプアウトして来たのだった。

「せっ瀬戸様!?　あれは一体？」

『とにかくこちらへ来て。瑞輝ちゃんはプールの中にね』

　瀬戸の通信は一いつ瞬しゆんだ。霧恋は考える間も無く、瑞輝を水鏡に接近させて行った。







「みっ、美守！　お前が何故なぜここに!?」

　泰たい馬まの問いに美守は無言で、彼の同志である黒幕達のネームプレートをズラッとトランプを広げる時のように表示した。

「それはっ!?」

　泰馬は慌あわててその名前の持ち主達とコンタクトを取ったが、誰だれ一人ひとりとして応答のあった者は居なかった。ただ一人残ったのが夏羅世一だが、彼のプレートには特種警けい戒かい任務中の意味を示すマークが浮うかんでいた。それは艦隊による大規模な戦せん闘とう、あるいはそれに準ずる事態が起こっている事を示すものだった。

「やっ、奴やつの所で何が起こっている!?」

「泰馬殿どのはもうそれを知る立場にはありません」

　美守の口調はあくまで冷ややかで、泰馬を見下したモノだ。

「美守ッ！　儂わしは次期九く羅ら密みつの長老会会長候補なのだぞ！　それを無礼であろう！」

「銀河連盟、世せ二に我わ、ＧＰおよびＧＰ軍組織に対する重大な背任行為……特にシャンクとの裏取引はやり過ぎでしたね、泰馬殿。証しよう拠こと証人の提示など、無む駄だなやり取りは時間の無駄ですので、止やめましょう。ですがもし、それをお望みでしたらそれは致いたし方かたありませんが、まだ世二我と軍の名誉を大事に思って下さっているのであれば、直すぐに引退をしていただけませんでしょうか？」

「わっ！　儂は……」

　だがどう言い逃のがれしようとも、もう無駄だと泰馬は瞬間的に気付いた。

「儂等は自分達のやり方が間違っていたとは思わん。世二我を昔のように樹じゆ雷らいと同等の国にし、軍を……師し父ふ殿の築き上げた栄光ある組織にしたかったのだ」

「世二我と樹雷は、その性質と役割が違います。ＧＰとアカデミーが違うようにね。それに樹雷は所しよ詮せん、皇おう家けの樹きという上位生命体の奴ど隷れいのようなモノです。そこまで対たい抗こう意識を持つ意味もありません」

「樹雷べったりのお前の言葉とも思えんな」

「事実です。それにもう師父様がＧＰ軍という組織を作った時とは、世界の枠わく組ぐみが遥はるかに大きくなっているのです。樹雷はその枠組みから分ぶん離りされ、世二我はそれと同化したのです。ＧＰという組織が世二我そのものとなっているのです。ですから今いま更さらその拡大した枠組みを元に戻もどそうとしても無理なのですよ」

「では儂等は何なのだ！　それを築き上げた儂等はっ！」

　軍は以前程ほど、重要な立場ではない。言わば閑かん職しよくとなっている。昔の栄光を知る者にとっては、あまりの変わり様だ。そしてそれを受け入れる事を容認するのは難しい。

「軍不要論、ですか……しかし軍というモノは必要悪的存在。悲しいかな古今東西、そういう扱あつかいを受けるモノです。まるで子供にとっての親のような存在ですよ。最初は絶対に必要な存在で、一人歩き出来るようになれば煩わずらわしく、大人になると疎うとましい」

「ふざけるな！」

　それは美守にではなく、不要論を唱え、閑職に追いやろうとする者達への言葉だ。

「子供が独り立ち出来る事を喜びこそすれ、それに腹を立てる親は居ません。それに軍というモノの本質自体が必要が無くなる事は永久に無いでしょう。ただその役割が変化するだけです。師父殿の創設された軍は治安維い持じと流通という役割が加わり、ＧＰという組織へと変化しました。そしてＧＰは現在、銀河連盟のほぼ全域で治安と流通の役を担になっています。各国の警察や軍はＧＰという大きな枠組みに吸収、あるいは密接な関係を結んでいるのです。個々は独立しているように見えても、その実態はＧＰの下部組織となったも同然です。広い視点から見ればＧＰこそが世界を実質、支配しているのです。ただ、規模が大きくなった分、そこにおける九羅密の役割は小さくなりましたけれど」

　つまりこの世界を支配したきっかけは、九羅密だという事だ。

「ずいぶん長々と、子供に講こう釈しやくをたれているようだな。儂とてそれ位は分かっているのだ。だが……儂は今のＧＰが不安なのだ」

「若者と老人の温度差というのは、創世の世から続く永遠のテーマですね。どんなに不安であろうともいつかは次に任せる時が来ます。後こう顧この憂うれい無しとした上で、なんてのは奇き跡せきのようなモノですよ」

「…………」

　ついに泰馬は黙だまり込んでしまった。

「泰馬殿……山やま田だ西南をどう思われますか？」

「……個人的には嫌きらいではない。チャンスさえあれば自分も同じ事が……そう馬ば鹿かな連中は言っておったが、実際に大きな力を与あたえても、誰だれもがそれを使いこなせる訳ではない。自分の出来る範はん囲いで最大限の努力が出来る者だけが、実力を身に付け、だからこそチャンスが与えられるのだからな。あの者は確率の偏かたよりという、まさに理り不ふ尽じんと呼ぶべき化け物に潰つぶされず、そこから大きな成果を上げているのだから大したものだよ……」

　泰馬の怒いかりは急激に冷めていった。山田西南という、まだ泰馬からすれば年とし端はのいかぬ少年を巻き込んだ事を自覚したのだ。一個人の軍人として見れば、西南とその戦歴は尊敬に値あたいする。立場的に敵対しないのでなければ、ああいう後こう輩はいが出て来た事は喜ばしい。

「ああ、そうだな……本来であれば、儂等のような大人が守るべき存在なのだな……」

　視点が変われば意識も変わる。考え方も然しかりだ。泰馬は憑つき物が落ちたように身体からだから力が抜ぬけた。

「分かった。全すべての役職から身を引く」

「はい」

「……ああ、それと……吟鍛には、すまなかった、と」







「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ、ハァ、ハァ………」

　タラントは荒あらい息を整えていく。超ちよう空間ジャンプに入り、ようやく逃にげ切れたと安堵したのだ。汗あせだくになり、未いまだに震ふるえが止まらない生身の方の手を見て顔を歪ゆがめる。

（この手にしていたんだ……俺のっ！　この手にっ！…………守蛇怪！　キルシェ！　山田西南の命もっ！）

　そして厳密に言えば『ＺＩＮＶ』と『皇家の樹の種』も、である。海かい賊ぞくが、一個人が手にするには至高とも言える『力』だ。まさしく天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんを実現出来るパワーを持つ寸前だったのだ。更に付け加えるなら、それまでタラントの力の象しよう徴ちようであった『ダイダロス』のデータも渡わたしているのだ。

（無敵の力と、柾まさ木き霧恋もっ！　この手に出来る筈はずの……！）

　彼が手に出来る筈だったのはまさに『至福』だ。歪んだ顔から涙なみだがこぼれ落ちた。

「山田西南がッ！　無能共がッ！　俺の足を引っ張って！」

　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！　何度も何度も、何度もコンソールに拳こぶしを叩たたき付けた。そして大きく深呼吸をすると、椅子へ崩くずれ落ちるように座り込んだ。

「山田西南ッ！　必ず貴様を殺してやる。どんな手を使っても……!!」

　ガギャアアアアアアアッ！

　と、唐とう突とつにダイダロスが止まった。一瞬にしてスピードがゼロとなったのである。

「ガァッ！！？」

　慣性制せい御ぎよも、椅子に備えられた空気の粘ねん度どを変える安全装置ですら完全に勢いを殺せずに、タラントは前に投げ出された。咄嗟にサイボーグ化した腕うでで身体を庇かばったものの、コンソールにしたたかに身体を打ち付け重傷だ。それでも他の乗組員のように壁かべに叩き付けられ、血の花を咲さかせるよりは遥かにマシである。

「……なっ、何が起こった………………」

　モニターを見上げたタラントはもうそれ以上、何も言葉に出来なかった。己おのれの認識出来る許容を超こえた事実がそこに有ったのだ。

　船外監かん視しのモニターに映っていたモノは、ダイダロスを摑つかむ巨きよ大だいな手だった。




「おい……俺に教えてくれないか？　あれは一体何なのだ？」

　夏羅世一は誰に向けるでもなく、独り言のように呟つぶやいた。

　モニターに映るモノは三十メートルのＺＩＮＶが、何も無い宇宙空間から四百メートルを超えるダイダロスを引きずり出す姿だ。宇宙で大きさを認識するのは難しいが、ＺＩＮＶとダイダロスの対比から考えれば、その光景は明らかに異常だ。

　副官の一人がチーフオペレーターを見つめるが、彼は何も言わずに万ばん歳ざいの姿勢を取り首を横に振ふるだけだ。分かる範囲でモニターの計測値を見るが、そこから読み取れるモノは何も無い。モニターに映し出される光景が全てだ。

「高位次元生命体との遭そう遇ぐう記録にはそのほとんどの場合、我々の物理法則では考えられない現象が観測されるそうです」

「……何を言っている？」

「信じられない事に、『彼ら』は物理法則そのものを書き換かえてしまうそうです。我々にとってのプログラミングされたモノと同じく、基き礎そ的な概がい念ねんであるはずの物理法則すら、彼らには絶対ではないそうです……。昔、話好きの哲てつ学がく士から聞いた話です」

「私は目の前のあれが何なのかを聞いている！　君は軍人か？　それとも宗教学者にでもなるのかね？」

「旗き艦かんより、各艦に告ぐ。全艦、機関を停止し、全ての攻こう撃げき態勢を解除せよ」

「貴様、何を！」

　止めようとする司令の前に、副官達は無言で立ちはだかり制止する。

「……司令。ああはなりたくないでしょう？」

「何ッ!?」

　メインモニターに映し出されているのは引きずり出されたダイダロスが、小さく圧あつ搾さくされていく姿だった。それはまるで右手に喰くわれ飲み込まれていくような感じだ。

「くっ!!」

　ギギギギギギギギギィ……ギギッ！　ギィイイイイイイイイイイイ！　センサーが拾ったダイダロスの振しん動どう音。モニターから聞こえるそれは、宇宙に生活する者達が一番生理的に嫌けん悪おする音。船せん殻かくが圧あつ壊かいする『死』の音だ。と、約三分の一まで吸い込まれた所で、ダイダロスは突とつ如じよ爆散した。

「おおっ！」

　それは宇宙に上がった打ち上げ花火のように広がり、エネルギーの残ざん滓しはどこまでもどこまでも広がり飛んで行く。それはまるでＺＩＮＶの勝利を祝う祝しゆく砲ほうのように、宙に浮うかぶ巨大な人型をした英えい雄ゆうを称たたえるかのようだった。

　ヴゥオッ！　ヴゥィギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンン!!

　ＺＩＮＶは突つき上げていた右手を降ろし、勝利の雄お叫たけびを上げた。それは正に王者の咆ほう哮こうだった。

「ダイダロスの最後だ」

　感かん慨がい深ぶかげに副官の一人は呟いた。ＧＰに所属する者なら誰もが見たかった光景だ。ＺＩＮＶの咆哮がそこに居る者達の心の歓かん喜きを昇しよう華かさせてくれているようだ。だが一人、夏羅世一だけは違ちがっていた。

（山田西南をこのままにしてはおけないっ！　我らの身の破は滅めつだ！）

　とはいえ今いま更さら全艦で攻撃など出来る筈もないし、勝てるとも思えない。

「あれに乗っている者に通信は可能か？」

　大型の人型兵器は簾れん座ざでは使用されてはいないが、光こう鷹おう翼よくを発生させ『ＺＺＺトリプルゼツト』を使用した以上、樹雷と関係がある可能性は高い。こちらの攻撃に対して反はん撃げきをしなかった事を考えると、事情を聞けるかもしれない──副官の一人はそう考えたのだ。そしてそれは夏羅世一にとっても逆転の手に繫つながる事だった。

（そうだ！　あれに乗っているのが山田西南であれば、守蛇怪奪だつ取しゆの重要参考人だ。あの人型から降りればただの人。奴やつを捕とらえて闇やみから闇へ……）

　夏羅世一は心の中でほくそ笑えんだ。

「あれに乗っている者を、この件の重要参考人として捕らえろ」

「捕らえる？」

「我らの任務の妨ぼう害がいをしたのだ。公務執しつ行こう妨害。不明な兵器使用。それに光鷹翼を発生させるのは皇家の樹だけだ。未み確かく認にんの皇家の船が届け出も無しで不ふ可か侵しん宙域に居るのだ！　それだけでも重罪だ！」

　口から泡あわを飛ばし激高する夏羅司令に、少し離はなれた場所で誰かと通信を行っていた副官の一人が近付いて来た。

「司令！　ＧＰ軍本部より臨時総司令、九羅密美守閣下より入電。『現時点において夏羅世一を美王艦長より、九羅密美守閣下の補ほ佐さ官かんへの転任を命ずる』との事です」

「九羅密美守……閣下、だと!?　儂わしが転任？」

　夏羅世一は血走った目でその副官を睨にらみ付けた。

「これはまだ公表されていませんが、世二我本星長老会会長が九羅密美み瀾なみ様と決まったそうです」

「たっ、泰馬様は……」

「引退宣言を出され、全ての公務から退くと」

　それはこの企たくらみが露ろ見けんしたという事だ。恐おそらく他の幹部達も引退という形で現場から排はい除じよされるのだろう。そしてもちろん自分もだ。

「そんな……ばかな」

「作戦は終しゆう了りよう。後は我らにお任せ下さい」

「…………」

　総司令の補佐官は大出世、転任命令を拒こばむのは不自然だ。これは最前線から美守の監視下に置かれる、つまり彼等の企み自体が闇に葬ほうむられ、何も無かったという事にする為ための措そ置ちだ。実権の剝はく奪だつと将来に亘わたる完全な影えい響きよう力の排除、その引き替かえに名めい誉よと引退後の生活が守られるという訳だ。

「分かった……。では私は部屋に戻もどって休むとしよう。後は、頼たのむ」

　悪あがきはこれまでだ。どちらにしろ拒きよ否ひは出来ないし、自害すら封ふうじられた。まさに『老兵はただ消え行くのみ』だ。

「はっ」

　副官達は最敬礼で元司令を見送った。








９「ＺＩＮＶジンブ」









「状じよう況きよう、終了しました。それにしても、一体あの人型は何なのでしょう？」

　瀬せ戸との下で長く経験を積んだ水みな穂ほでも、さすがに今回の事はかなり異質な事件だ。安あん堵どしたかのように大きな溜ため息いきを吐ついて瀬戸の方を向いた。

「簾れん座ざの人型の始祖、かもしれないわね。もともと大型の人型は兵器としては無む駄だ以外の何物でもないわ。あれはどちらかと言えば宗教の偶ぐう像ぞう的な存在。あるいは伝説や寓ぐう話わといったものとかね。まあ一種の象徴、様式美みたいなモノね」

「その大元となった存在、という訳ですか？」

「せっかくそこにあるんだから調べれば済む話よ。それに光こう鷹おう翼よくを発生させてるんだから、樹じゆ雷らいにも関係しているモノだしね。ちょっと現地調査といきましょう」

　　　　×　×　×

　水み鏡かがみに固定されている空間の一つ、そこは情報分ぶん析せきから簡易修理ドック等がある、瀬戸の工こう房ぼうと言える場所だった。そこの分析用のドックにＺＩＮＶは収容されていた。

　西せい南なは福ふく達と共に医い療りようルームで診しん察さつを終え、一流の高級ホテルのロビーのような待合室へと移動し、福達と戯たわむれていた。

「西南ちゃん！」

　と、そこにやって来たのは霧きり恋こ達だ。

　ちょっと涙なみだ目めの霧恋は、真っ先に西南に駆かけ寄り、母犬が子犬を舐なめるようにその身体からだをあちこち調べ始めた。

「本当に無茶をして……」

「す、すみません」

　久しぶりに昔に戻ったようで、西南はちょっと顔を赤らめた。雨あま音ね達や聞き取り調査に訪おとずれた瀬戸達も、そこに入り込むのは遠えん慮りよして温かく見守るだけだ。……が、

「なあ、西南。……私の気のせいかもしれないんだけど……そこのソファーに福が四匹ひき居るように見えるんだが？」

　そこをあえて突っ込めるのが雨音だ。それは彼女の図太さと、これまでに構築して来た関係によるモノだ。

「気のせいでも目の錯さつ覚かくでもなく、本当に四匹居ます。三匹は福の研究の為に海かい賊ぞくが造ったクローンだそうです」

「クローン？……ああ、確かによく見りゃ、額に宝石があるのは一匹だけか。じゃあ、こいつが福か」

　見つめる雨音達の前に福がテケテケと進み出る。驚おどろいて固まっていたネージュも福に近付いて抱だき上げた。

「ミャア[image: ～][image: ～][image: ～]ン」

「良かった。福ちゃん無事だったのね」

　皆みなは代わる代わる福を抱き締しめて再会を喜んだ。だが福のクローン達に関してはどう扱あつかっていいのか戸と惑まどっているようだ。もっとも不ふ機き嫌げんそうな顔や戸惑っている顔、無表情のままジッと雨音達を見ている顔など、ちょっと近寄りがたい雰ふん囲い気きを出しているのも事実だ。その中で瀬戸は興味深げに雨音達を押し退のけて近付いた。

「それにしても……クローニングされたばかりの子達にしては、ちょっと表情がしっかりしているわね」

「ああ、それがですね。その子達にはＮＢに居たキルシェさんと、ＤっていうＺＩＮＶに居たパーソナルが入ってるんです」

「キルシェって……あの、キルシェ？」

「ええ、テレビでよく見た、あのキルシェさんです。何故なぜ、俺のＮＢに居たのかは分からないんですが……」

「あっ、ああ、そうね」

　瀬戸も霧恋達も西南から視線を逸そらし、まじまじとキルシェクローンを見つめた。少し恥はずかしそうに一礼する姿に、何となくではあるがそれらしい雰囲気がある。

「さて、診察結果は……」

　瀬戸は誤魔化すかのようにカルテモニターを起動し、内容をざっと確かめる。

「ベーシッククローンだわね。脳へのパーソナルコピーは十分なクオリティーはある……っと。それで、ＺＩＮＶというのはあの人型の事よね？　そこに居たパーソナルというのはＺＩＮＶ自体の人格という意味なの？」

「ＺＩＮＶとは別人格です。眠ねむりに付く時に一人では寂さびしいだろうから、って言ってましたが、詳くわしい事は聞いてないんです。それどころじゃなかったし……」

「そう……、それで残るこの子は誰だれなの？」

　瀬戸が見つめているのは不機嫌そうにこちらを睨んでいる個体だ。

「…………知りません」

　西南はジッと考え込んでいたが、結局事実をありのままに告げた。

「知らない!?」

「いや、だって、何でこういう事になったかも知らないんです」

「状況を詳くわしく調査する必要があるわね。ここはてっとり早く、本人に話を聞くとしましょう。あなた達、協力してくれるかしら？」

　瀬戸はしゃがみ込んでクローン達に顔を近付けた。

「ミャ」

　三匹とも肯うなずいたのを確かく認にんすると、瀬戸はモニターを起動した。

「福ちゃんのクローンなら、これでリンクアクセスが可能の筈はず……よし！」

　瀬戸が肯くと、三匹の上にまるで漫まん画がのフキダシのようにモニターが現れた。一番最初に外見のデータが表示されたのはＤだ。そして次がキルシェ、最後が謎なぞのクローンの物だが……、

「美み希き・シュタインベックっ!?」

　全員が一いつ斉せいに彼女の名を叫さけんだ。美希は腕うで組ぐみをし、少し不満げな表情でみんなの方を見ていた。

「……美希……先せん輩ぱい……？」

　西南は訳が分からず茫ぼう然ぜんと突つっ立っている。もちろん霧恋達もだ。

『久しぶりね西南君』

　西南の顔を見た美希は、それまでの不機嫌な表情が一転、にこやかな笑え顔がおを見せた。

「ど、どういう事なんですか？　先輩は死んだ筈じゃ……」

『私が襲しゆう撃げきに遭あった後位に、君のＮＢに変わった事が無かった？』

「変わった事？……あっ！　はい。有りました」

　西南は急に人型に変形し、西南に話しかけて来た時の事を思い出した。そしてその顔が何となく美希に似ていると感じた事も、である。

「でもっ……??」

『私もこうなるまで知らなかったのだけれど、私ってキルシェさんと同じアストラルを持つＡＩだったの。タラントに捕つかまった時にそれが分かってね……まあ、いろいろとあってあいつの基地のコンピューターに潜ひそんでいて、今はこうなったって訳。分かった？』

　さすがにそこまでの過程は洒落しやれにならない内容だ。美希は過程をすっ飛ばし、にこやかにそう締めくくった。

「い、いろいろ途と中ちゆう経過が無さ過ぎて、よく分かりません……が……」

『まっ、要は生きてたって事よ。とりあえずそれで十分でしょ？』

「は？……あ、はい。そうですね」

　話をした感じは間ま違ちがいなく美希だと確信したが、彼女のあっけらかんとした言葉のおかげか、泣き出しそうなのを飛び越こえ、嬉うれしさが湧わき出して来る。

「ねえ美希殿どの。もしかしてクローンにデータを移動したのはドクタークレーかしら？」

　話が一段落付いたのを見て取った瀬戸は美希に話しかけた。

「ええ、タラントから取った慰い謝しや料りよう、その全部と引き替かえでしたけど」

「それだけ？」

　何かを探さぐるかのように、瀬戸はジッと美希を見つめる。

『ええ、それだけ、ですよ』

「……まあ対価さえあれば何でもする男だけれど、よくまあ、あれがすんなりと交こう渉しように応じたものね」

『……あの手の人の扱あつかいは慣れていますから』

　ぶっちゃけそれは美希の父、博ひろ司しだ。もちろん有名な哲てつ学がく士とそれになれなかった違ちがいは大きいが、科学者としての本質、というか変人っぷりは似ている。

「なるほど」

　瀬戸は思わず苦く笑しようしながら肯いた。

「じゃあ、ここまでの経けい緯いを詳しく聞かせて貰もらいましょう」

「その前にアチャは……俺達と一いつ緒しよに居た子はどうなってるんです？」

「ああ、あの珍めずらしい金毛の可愛かわいらしいおチビちゃん？　彼女だったら宅の娘こ達が……」

　パチンと指を鳴らすと、

『きゃあああああ！　可愛らしい！』

　と女によ官かん達が黄色い声を発しながら、アチャを着せ替え人形にして遊んでいる映像モニターが起動した。お風ふ呂ろに入れられ磨みがき上げられ、丁てい寧ねいにブラッシングをされたのだろう、アチャの金毛は前以上にキラキラでフカフカだ。寄って集たかって誰かに世話をされるのは、神像の巫女みこ候補だったので、ある程度は慣れているだろうが、それでもかなり戸惑っている感じが映像からでもよく伝わって来ている。

『ねえねえ、それで？』

『はい。巫女となって、勇者様と交合うのですが、アチャはまだ子供だから……契ちぎりを交かわすだけでしたけど……』

　アチャは恥ずかしそうに俯うつむいた。

『こんないたいけな幼女となんて、さすが西南勇者様！』

　その愛らしさと初うい々ういしさ、そして話の内容の過激さに、女官達は興奮状態となった。

「……まあ、こんな感じかしらね」

　にこやかに瀬戸が西南を見ると、西南の後ろにもの凄すごい表情をした霧恋達が、それこそ幽ゆう鬼きの如ごとく迫せまって来ていた。瀬戸ですらちょっと距きよ離りを置く異様な光景だ。だが、霧恋達もすぐに西南に問い質たださない所を見ると、巫女と勇者の言葉から、おおよその事態は察しているのだ。

　とはいえそれはそれ、これはこれ。気持ち的に釈しやく然ぜんとしない部分はある。だからその憤ふん懣まんが内部で渦うず巻まいて、異様な光景となっているのである。

「…………そ、それで……あの子の村の人もお母さんも心配していると思うので、すぐに送っていってあげたいのですが……」

　後ろからのプレッシャーに西南は大おお汗あせをかきつつ早口で言った。アチャを送る事より、この場から逃にげたい気持ちが大きい。

「そうね……」

　瀬戸は霧恋達と福とクローン達をチラッと見ると、

「そういう事なら仕方がないわね。そちらの調査を先に行いましょう」

　このままここで霧恋達に爆ばく発はつされないよう、瀬戸はその爆発物の信管たる原因をさっさと外に放ほうり出す事に決めた。




　水鏡と瑞みず輝き、そして遅おくればせながら到とう着ちやくしたＧＰの調査隊は、タラントの基地跡あとで調査を行っていた。司令官が交代したＧＰ軍艦かん隊たいは近きん隣りんの警護に当たっている。

「気を付けてねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　瀬戸と、アチャとの別れに涙なみだぐむ女官達の見送りを受け、西南とアチャは数名の警護、村人達の為ための医師救護団、更さらにはＧＰと樹雷合同のレスキューと遺い跡せきの調査隊と、結構凄い大部隊で村に向けて出発した。

　先まずは村人達への説明と、受け入れを打だ診しんする為に、西南達はパレード用のサロン艇ていで先行した。

「これ……本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

　窓が大きく、外から乗っている人間が丸見えだ。しかしその分、脆もろそうな感じが不安だったのだ。

「ＶＩＰのパレード用ですから、見た目よりずっと頑がん丈じようです。落らく盤ばんに巻き込まれても潰つぶれませんよ。何しろ後続の装そう甲こう車よりも頑丈な位ですから」

　志願者達によるジャンケン大会で護衛の任を勝ち取った瀬戸の女官は、アチャを抱っこしながらご機嫌で答えた。

「さすがにここが落盤すると自力脱だつ出しゆつは無理ですが、救出するまでの間の水も食料も空気も十分にありますし、暇ひまつぶしなら私達がお相手をいたします」

「そ、そうですか」

　お相手の内容は深くは聞かないようにした。と、ＺＩＮＶと敵の重機が開けた洞どう窟くつを通り、ＺＩＮＶが格納されていたドームまで来た時、明かりが見えた。

「母様の社です！」

　半はん壊かいした土ど塀べいの家の前に人が集まり、そこに長老とクスロの姿も見えた。だが特とく殊しゆ艇ていの姿を見た途と端たん、長老を残して村人達は逃げるように姿を隠かくしたが、長老は平然とサロンカーに乗る西南とアチャの姿を見つけ、大きく手を振ふったのだった。

　　　　×　×　×

　長老の指示で西南達と同行して来た医師や調査団は、快く村人に迎むかえ入れられた。医師は直すぐさまカシャクとけが人の治ち療りようを始め、調査団はドーム周辺の調査を、レスキューは埋うもれた土ど砂しやから生存者や遺体の捜そう索さくを始めた。

　西南は長老に伴ともなわれてアチャと共にドームの奥にある、岩をくり抜ぬいて造られた祭事の準備場所に向かい、三階にある小さな部屋に案内された。そこには祭さい壇だんとベッドが設しつらえてあり、巫女が勇者と共に幽世に向かう場所だった。

「アチャがもうこの村には帰れないって……どういう事ですか？」

　西南は思わず声を上げ、長老に詰つめ寄った。だが長老はそれを無視するように部屋の中を見回して溜ため息いきを吐ついた。
















「カシャクが元気であれば、ここで勇者様と幽世に向かう筈じゃったのだがのぉ……」

　つまりここで性なる行こう為いをするという事だ。

「そ、それはいいですから、アチャが村に帰れないというのは、何故なぜなんです？」

「巫女は村人と一緒には暮らせんのじゃよ。巫女となった時点でその身体からだは神に召めされて幽世に入る。つまり住む世界が変わってしまうのじゃ。カシャクは巫女の任が解かれた時点で還げん俗ぞくしたので、村人とも普ふ通つうに生活は出来るがの」

「でもアチャはまだ……」

「もちろん母であるカシャクや、巫女に仕える者達は側そばに居る事も出来るが、アチャは勇者殿と契りを結むすび、ましてや神像様と一つとなった身じゃからの、完全に神格化されたのじゃよ。勇者様とアチャはもう一つの存在、じゃからそれが二つに分かれるのは凶きよう事じ、この世の終わりを意味するのじゃ」

　長老はグッと身を乗り出し、言い含ふくめるように西南を見つめた。

「じゃが……勇者様がずっとこの村に滞たい在ざいなさるのであれば、当然アチャはここで暮らせる。アチャはまだ幼い故ゆえ、お勤めは無理じゃが、カシャクや村のおなご達がお相手をするから心配無用じゃ、カカカカカ！」

「そんな心配はしません！　でも、何とかなりませんか？　あなた方には理解が難しいかもしれませんが、あの神像も、クスロが持っていた懐かい中ちゆう電灯と同じような物なんです。確かにあなた方から見れば魔ま法ほうのように思えるかもしれませんが、それでも人が作った物なんです。あなた達の祖先だって、同じ力を持っていたんです」

「ああ知っとるよ」

「えっ!?」

　長老のその言葉は衝しよう撃げき的だった。それはまるで出会い頭がしらの事故に遭った様な感じだ。

「もっともその事を知っておるのは儂わしだけじゃ。何しろ儂はアカデミーの通信中等講座まで修めたからの」

「は？　アカデミーの通信制授業、ですか？」

　アカデミーは地方に居る者や宇宙居住者など、近くに学校が無い者達が授業を受けられるよう、通信制のカリキュラムを無料開放している。宗教色やイデオロギーなどが偏かたよらないよう中立性を重んじた授業内容となっているので、海かい賊ぞくの子供達もこれを利用する者は多いのだ。

「昔は僅わずかながら宇宙との物品の流通もあったのじゃが、海賊共がこの地に来て、住処すみかを追われ、通信も流通も閉とざされた。他の部族との行き来に使っておった、長距離の転送ゲート施し設せつは地上にあったので、真っ先に破は壊かいされ、儂等の一族は他の土地からも隔かく離りされたのじゃ。勇者様もご覧になったように、この周りは大きな砂さ漠ばく地帯で、女子供を連れての逃とう避ひ行こうは難しい」

「でも時折、旅人が来ると聞きましたが？」

「来るのは体力のある男ばかりじゃ。それもちょっとした仕込み有り、での。成人した男を時々ここへ寄よ越こすよう、頼たのんでおるのじゃ。ここに辿たどり着けるような者は、まさしく勇者なのじゃよ」

「そ、そうですか……。じゃあ、あの神像の事も？」

「簾座に関係した物であろう事はの。ここは、大昔、本来の持ち主が発はつ掘くつを行っていた場所でな、まあ儂等の祖先が見つけた時は、まだ発掘途と中ちゆうだったがの」

「そういえば、ここが大先史文明の発はつ祥しようの地だって主張していたと聞きました。でも亡なくなられた後、詳くわしい資料が残っていなかったと……それに財団の簡易調査でもたいした物は見つけられなかったって聞きましたが？」

「残された遺族が見つけたかったのは『金になる物』じゃ。学術的な物などは持ち主の道楽、金食い虫。遺族にとっては何の価値も無いからの」

「見つかれば大発見だったのに……」

「まあの。儂等の祖先の中で興味を持った者達が、少しずつ発掘を継けい続ぞくさせておったのじゃが、儂等の先々代くらいかのぉ……ついにこの神像様を発見したのじゃよ」

「その時には海賊は居なかったのでしょう？　この遺跡を発表しようとは思わなかったのですか？」

「ここだけの話じゃが、遺族同様、儂等も金目の物目当てでな。しかも不法滞在者じゃから、発表などすれば見つけた物を取り上げられると思ったのじゃよ」

「ああ、なるほど」

　発表すれば、発見者としての名めい誉よは残るが、遺跡とそこから出土した物は全部取り上げられ、挙げ句に不法占せん拠きよ者としてこの星を追い出されるだろう。

「そうこうしているうちに海賊が来た、という訳ですか」

「そして他から隔離され、代を重ねる内、このような宗教を利用せねば村を維い持じ出来ないようになったのじゃ。下手へたな宇宙への希望などは無い方がいいからの。機械もメンテナンスが出来ないのであれば、使えなくなった時が問題じゃ。じゃから極力使わぬよう隠したのじゃよ。まっ、懐中電灯程度ならば、少々劣れつ化かしても使えるし長持ちもするからの」

　実は地下の偽ぎ装そうした転送ゲートも長老達が設置した物だ。本当の遺跡と後付の機器とで神聖さを演出していたのだ。

「代を重ねる、といっても長くて三世代程ほどでしょう？　こういう状態になるものなんですか？」

「儂は簡単な生体強化を受けておるので、二百五十年程生きておる。じゃが他の者は何も処置を受けておらんから、既すでに十世代程経過しておる」

「ああ、そういう事ですか……。では長老だけが神像の事をご存じだったと……」

「まあの。じゃが儂等以前、代々の長おさの残した記録にも、一度として反応が有ったという記述は無い。じゃから壊こわれ、廃はい棄きされた物とばかり思っておったのじゃが……まさか生きておるとはのぉ。あれが反応を示した時は、マジ驚おどろいたよ、カカカカ！」

「じゃあ、今までのは全部、お芝しば居いだったんですね」

「村のもんは当然、それを信じておったよ。儂としてはああする以外にパニックを避さける方法が無かっただけじゃ。まあ、神像様がお前さんの生体に反応しておると分かっておったし、あれが一種の転送ゲートを兼かねているだろうと知っておったので、ダメ元でやってみたら……」

「ダメだったらどうするつもりだったんですか!?」

「その時はその時じゃ。何しろ儂も追い詰められとったからなぁ。ほれ、ＧＰは人助けをするもんじゃろ？」

「ＧＰの事も知ってたんですね……まあ当然か」

　アカデミーの通信講座を受けていたのだから知らない方がおかしい。

「じゃが先にも言うたように、儂以外の者は何も知らん。儂……いや真実を知っておった者等と創つくった教えを信じておる。故ゆえに、今いま更さらこれを覆くつがえすのは難しい……それこそ何世代かは必要じゃろう。それに結果的には神像様は儂等を救って下さったからの。ならばあえて真実を教える必要は無いじゃろう？」

「しかし……いつまでもこのままでは」

「じゃから、その為にもこの子を連れて行ってやって下さらんか？　どちらにしろ、今回の事で儂等の事がＧＰに知られる事となった。不法占拠者としてどう扱あつかわれるかは不明じゃが、これから生まれる者達ならば、事実を受け入れる事は容易たやすいじゃろう。神像様を信じる者達には夢を見させたままにしておけば良い。海賊も駆く逐ちくされ、もう神像様に頼たよるような事は起きんじゃろうからな。奇き跡せきは一度きり、神は村を救い天に帰ったのじゃ」

「でもアチャはまだ小さい子なのに……」

　それでも西南は、アチャを母親と引き離はなす事に戸と惑まどっている。彼等の扱いに対するＧＰの裁定を待った後でもいいのではと思ったのだ。

「二度と会えんという訳でもない。宇宙への道を閉とざしておったタラントが倒たおれたのじゃから、通信も出来るようになる。アカデミーならば精神的なケアも充じゆう実じつしとるじゃろうし……何よりお前さんが居る」

「確かにそうですが……」

「アチャは勇者様とお別れするのは嫌いや……勇者様はアチャがお嫌きらいですか？」

　ここまでの話はアチャには半分も理解出来ない事だった。しかし西南がアチャを村に置いて宇宙に戻もどろうとしている事だけは分かったのだ。

「そ、そんな事は無いよ。でもそうなるとお母さんやクスロや、クスロのお母さんともお別れなんだよ」

　半泣き状態となったアチャを見て西南は慌あわてた。まさに捨てられそうな子こ猫ねこといった感じだ。

「でも勇者様がご一いつ緒しよだから……。それに！　それにお友達も出来たから、寂さびしくはありません」

「ほほお。友達とな？」

「福ちゃんっていうの。ちっちゃくてフカフカで可愛かわいいの！　同じような子が他ほかにも居るのよ」

　アチャが嬉うれしそうに語る表情を見て、西南は彼女を連れて行く決心をした。村では巫女みことして腫はれ物もののように扱われるなら、アカデミーで普通の子として育てた方がいい。霧恋達もきっと手伝ってくれる筈はずだ。

　それにアカデミーの学校に入れれば、同年代の友達も出来る筈だ。ＧＰも占拠をした当事者ならばいざ知らず、その子孫である者達をいきなり追い出す事はしない筈だ。村の新しい世代を徐じよ々じよに宇宙へ出すようにすれば、半世紀程で村の様相は変わるだろう。と、そこまで考えて、西南はある事に気付いた。

（ああ、これって正まさ木きの村に似てるんだ）

　初期文明の人間達が暮らす中で、宇宙との接点を持つ正木の村。そこら辺のノウハウを使えばいいのだ。しかも期間限定の筈だ。

（その先さき駆がけとなるアチャを、宇宙に連れて行く事に、法的な問題があるとすれば、そこは瀬戸様やアイリさん、美み守かみ様にも頭を下げよう。それなら少し位の無茶は利きく……と思う。たぶん）

　せっかくある伝つ手てなのだ。ＧＰや銀河連盟とて鬼おにではない。タラント基地の調査や遺い跡せきの調査、不ふ可か抗こう力りよくで不法占拠者となっている者達の移住とケアに半世紀の猶ゆう予よ位はくれるであろう。

「分かりました。ではアチャをお預かりします」

　目算は立った。西南はグッと拳こぶしを握にぎって決心した。




「なるほど……相変わらず面めん倒どう事に巻き込まれるのが得意よねぇ、西南殿どのは」

　西南が福を追いかけ、そしてアチャ達と村に着くまでの経けい緯いはキルシェが、そこからＺＩＮＶに乗るまでの経緯はＤが捕ほ捉そくしていた。後はＺＩＮＶから抽ちゆう出しゆつした戦せん闘とうデータで事の次し第だいを知った瀬戸達は、大きな溜ため息いきを吐ついたのだった。

「でもナノマシンのコントロールが出来るのなら、ＺＩＮＶと共にタラントの基地に突とつ入にゆうした際に、決着が付いたのではないの？」

『それは三み月つきさんに止められました』

『三月じゃない、美み希きよ！』

『そうでした』

「何故なぜ止めたの？　そのせいで西南ちゃんはタラントに捕つかまったのでしょう？」

　静かな口調だが、霧恋の目は怒おこっている。

『キルシェさんが犠ぎ牲せいになっても良いのなら、止めなかったわ。私としては、彼女とは知らない仲じゃないし、お父さんへのメールを預かってくれた人だしね』

「キルシェさんが犠牲に？」

『私には監かん視し装置が取り付けられていたんです。タラントのコンピューターやその他の機器にアクセスしたり、超ちよう空間通信をしたりするとコアを焼かれるように』

『福ちゃんを助けられたとしても、キルシェさんは助からなかった。それを西南君が良しとするかしら？』

「そうね。私が悪かったわ。ごめんなさい」

　霧恋は素す直なおに謝った。どちらにしろ西南は助かり、事件は解決したのだ。

『いえ、私の方こそ、西南さんをお守り出来ずに、ご迷めい惑わくを……』

「でもクローンへのデータ移動はどうしたの？　監視装置があったんでしょう？」

『データ移送の手て筈はずはドクタークレーがやってくれたわ。それと監視装置はあくまでも特定の超空間通信を監視する為ためのものよ。タラントが警けい戒かいしていたのは、キルシェさんがタラントのコンピューターやその他の機器にアクセス、あるいは西南君と通信をする事ですもの。その為の通信領域以外は想定外よ。特に高位超空間領域に関しては、あまり警戒しても無意味だもの』

「発信するという行こう為いそのものには？」

『だから一発勝負だったのよ』

「ちょっと待って。キルシェさんは美希さんがタラントのコンピューターに居る事は知らなかったのでしょう？　一発勝負で、仮にＮＢが破は壊かいされる前にデータ転送が出来たとしても一回きり、タイミングや転送先のやり取りなんか出来る時間は無かった筈よ」

『データ転送に関しては私がＺＩＮＶで中ちゆう継けいしました。キルシェさんとＺＩＮＶであれば転送速度は一いつ瞬しゆんですし、クローンにはダイレクトで転送が出来ましたから』

「美希さんとＤの間は通信可能として、ＺＩＮＶとキルシェさんのやり取りは？　それこそ一発勝負だったのでしょう？」

『私とキルシェさんのやり取りは、直接高速言語会話で行いました』

「直接高速言語会話!?　確かにそれなら監視に引っ掛かからずに、やり取りは出来るけれど……」

　高速言語はもう殆ほとんど使われない原始的な通信方法だ。音声での伝達なのでスピードも遅く情報量も少なく、子供のオモチャレベルのシロモノだ。具体的にはＺＩＮＶのうなり声、キルシェの悲鳴などが偽装された高速言語だったのだ。

「でもそれだってタラントに気付かれない保証は無いのよ」

『ですから日本語で行いました』

「日本語ですって!?」

　知っている言語ならば、それが会話だと分かる可能性は高いが、全く知らない言語ならば、その危険性は低い。ましてや内容など知る由よしもない。不ふ審しんに思う可能性もゼロではないが、意味不明な音声として見過ごす可能性は高いだろう。

「キルシェは西南ちゃんのＮＢだから当然として、貴女あなたは日本語なんてよく知っていたわね？」

『細かな単語の差さ違いはありますが、ＺＩＮＶの前のマスターが使っていた言葉とよく似ているのです』

「ん？　それって、大先史文明の言語って事かしら？」

　それまで黙だまっていた瀬戸が身を乗り出した。

「瀬戸様？」

「西南殿と同行した調査員から、遺跡の年代測定が十億年程前だと報告があったの」

「じゅっ！　十億!?」

　その途と方ほうもない数字に、そこに居た全員が啞あ然ぜんとなった。

『あなた方が大先史文明と呼んでいるモノが、私達の知るそれと同じと仮定すると、ＺＩＮＶはそれ以前の年代のモノです』

「それ以前!?　大先史文明以前って事？」

『ＺＩＮＶと私のオリジナルはさらにそれ以前、数万年前のモノです』

「す、凄すごいです！　彼女は超古代史の生き証人です！」

　リョーコは思わず身を乗り出してＤのモニターに顔を寄せた。

「ほらほら少し落ち着いて。私が振ふっちゃった話題だけれど、この件に関しては後日という事にしましょう。とにかく事が大き過ぎて収拾がつかないわ。それでキルシェさんと日本語の高速言語でやり取りをして、幸いタラント達には気付かれなかったと？」

『はい。その結果、上位超空間での通信は可能だと分かりましたが、問題はどの帯域が繫つながるかという事です。言語は酷こく似じして、意思の疎そ通つうが出来ても、数値の基準が同じとは限りません。現に超空間の通信可能な帯域を調べるのにかなり時間がかかり……』

『西南君の指が飛ばされる寸前だったものね』

「指って!?」

　さすがに霧恋も血相を変えた。

『拷ごう問もんよ拷問。タラントがわざとキルシェさんにそうさせようとしてたの。でもすんでの所で共通の帯域を発見、私とＤ、キルシェさんが同時にクローンにパーソナルを転送したという訳よ』

「あら、じゃあ、守かみ蛇だ怪けを起動させたのはやはり貴女達なのね？」

『リンクする機能はクローンにも、未熟ながら存在しました。一体で守蛇怪を起動させるだけの能力はありませんでしたが、二体が協力すれば何とかなる事が予想出来ました。それを確実にする為に、私も参加したのです』

　西南がＺＩＮＶのコクピットに帰って来た時に、Ｄが居なかった理由がこれだ。

『後は守蛇怪を起動、そこから福ちゃんに逆アクセスをして時間凍とう結けつを解除。一暴れした隙すきにＺＩＮＶが西南君を転送して助けたのよ』

『正確には転移です。空間を二点で歪ゆがめて移動させたのです。西南さんがＺＩＮＶに乗る際に、精密なパーソナルスキャンを行いましたから。もし西南さんが生命の危機に陥おちいるようであれば即そく座ざに転移させるつもりでした』

　西南の指が飛ばされる事が、生命の危機の範はん疇ちゆうに入るかどうかは、霧恋を始め、全員が確かく認にんを避さけた。とりあえず西南の指は無事だったのだ。

「つまり超空間ジャンプさせちゃった訳ね……その後に、守蛇怪との合体か……。瑞輝ちゃんとのリンクも凄かったけれど、その比じゃないわね。まさか力場プラントまで形成しての修復作業とはね。あれはＺＩＮＶがやっていたの？　それとも守蛇怪？」

『両者で協力しました。特に最初の再生システムの修復と、その素材となるモノの提供は守蛇怪単体で、その後は共同作業です』

「なるほどねぇ……。鷲羽わしゆうちゃんもとんでもない物を造ってくれたわ」

　困こん惑わく顔の瀬戸だが、そう依い頼らいしたのは当の本人である。

「もともと力場プラントって何なんッスか？　何となく雰ふん囲い気きは分かるんですが……」

「数千種の力場をコントロールして修理や部品、材料の生成をするプラントを空中に形成するのよ。データさえあれば、理論上はどんな場所でも、どんなプラントでも形成が可能よ。当然それには莫ばく大だいなエネルギーと、それをコントロール出来る高度なシステムコンピューターが必要だけれどね。でも一いつ般ぱんの物でそれを再現しようとすると、力場形成とコントロールシステム自体がとんでもなく巨きよ大だいになるし、コストもね。普ふ通つうにプラントを建設した方が遥はるかにマシなレベルよ」

「一般的になるのは遠い未来だなぁ……」

「効率を考えるなら力場プラントって、あまり使い勝手は良くないのよ。哲てつ学がく士のように複雑で多種多様、今までに無かったような試作品を、短時間で作る必要がある場合なら便利だけれど、一般的にはねぇ……」

　ハッキリ言って無用の長物だったりする。

「ＧＰや軍で考えた場合、作戦上で本当に必要な状じよう況きようは滅めつ多たにないでしょう？」

「ええっと……そうッスねぇ。プラント艦かんの随ずい行こう無しの単独で、破損してもどこにも寄港出来ない状況、それでも作戦を続行しなきゃならない場合、致ち命めい的てき損傷を受けて撤てつ退たい出来ない場合……長期単独無寄港作戦、かな？」

　雨音は瀬戸の問いに、必死で頭をひねった。まあそれ位、状況が稀まれだという事だ。

「守蛇怪一号艦の時には必要な場面が結構ありましたけど……今の守蛇怪では幸運艦の時位かしら？　確かに単独で無茶な作戦限定となりますし、その上、プラントを形成している間は無防備ですから、今回のように光鷹翼のガードでもない限り、戦闘中には使えませんし……」

「それこそ西南お兄ちゃんのような人間限定ね。そもそもＧＰや、軍ですら、そんな無茶な作戦を立案しても承認される筈はずが無いもの。それに破損修復限定のシステムなんて、力場プラントなんかより、もっと簡単なシステムがあるし、破損しないようにシールドや装そう甲こう強化、システムのサブを二重三重化した方が安上がりよね。そこまで一艦に汎はん用よう性と多様性を求めるなんて事自体が無意味だわ。それこそ趣しゆ味みの世界よ」

「クスッ。何だか海が持っていた三十徳ナイフを思い出すわ。確かにいろいろな機能があって便利そうだけれど、それぞれの性能は、単体の物より低いし使い勝手も悪い。全部を使う場面なんて滅多に無いし、しかも大きいしで、早々に放ほうり投げてたっけ」

『ＺＩＮＶも経年劣れつ化かの問題と、修理プラントが無く、戦闘から逃にげられない、そして強固なガードと、状況が揃そろっていましたから力場プラントを使用しました。メンテナンスが行われてさえいれば、通常戦せん闘とうでは外がい装そう甲こうと筋肉組織の一部を再生する事しかありませんでした。しかもそのような事態になったのは数回のみです』

『フゥ……そんなのを使わなきゃならない状況にしちゃうんだから、相変わらず西南君にも困ったモノね』

　美希はツンとすました表情で、小さく溜ため息いきを吐つきながら言った。

『あらあら、相変わらす三月さんはツンデレですね』

『誰だれがツンデレよっ！　それに三月じゃなくて美希よ！』

「まあまあ、少し休きゆう憩けいを入れましょう。さっき西南殿どのから、可愛かわいらしいお嬢じようさん同どう伴はんで帰き還かんするって連れん絡らくが入った事だしね」

　そのあまりにしっくり来る言い合いに、瀬戸は心の中で苦く笑しようしつつ仲裁に入った。

「可愛らしいお嬢さん？」

「って、アチャって子？　なぜ？」

「それは本人に確認した方が早いわよ」

「そうですね。では失礼します」

　霧恋達は疑問を解消するべく、瀬戸に一礼すると部屋を飛び出して行った。福は西南が帰って来るのが嬉うれしくて既すでに先行済みだ。

「あら、貴女は行かなくていいの？」

　その場に残った美希クローンに瀬戸はわざとらしく尋たずねた。一人残った美希は、挑いどみかかるように微笑ほほえみ、

『瀬戸様、少し二人っきりでお話ししたいのですが、よろしいですか？』

　そう言ったのである。

　　　　×　×　×

「……なるほど。それでこの子、アチャちゃんだっけ？　彼女をアカデミーに連れて行くという訳ね」

　霧恋達を見上げてジッと見つめるアチャの瞳ひとみは、福と同じだ。その愛らしい目に見つめられるとダメとは言えない。理由を聞けば、皆みなが納なつ得とくする内容なら尚なお更さらだ。

（ちくしょう！　可愛らしいなぁ！）

　戸と惑まどってはいるが、既にそこに居る全員がアチャに陥かん落らく状態、受け入れる気は満々だ。霧恋はさすがに慎しん重ちようだが、同族や家族、母親から離はなれて知らない地で暮らす幼いアチャを拒きよ否ひするのは難しい。

「よろしくお願いします」

　辿たど々たどしい口調でそう言われた瞬しゆん間かん、全面降こう伏ふく、白旗バンザイ、霧恋の表情も破顔一いつ笑しよう、決けつ壊かい状態だ。直すぐさまアチャの受け入れに必要な法的処理等について考え始めた。

「ええ、よろしくね」

　霧恋がＯＫを出した時点で受け入れは決定だ。全員が先さき程ほどの女によ官かん達と同じ、可愛いアチャに突とつ進しんして行った。

「ククッ！　ネージュのロリ枠わく、取られちまったな。まあ福が来た時点で同じか」

「いつまでも妹ではつまらないもの、良い機会よ」

　雨音の軽口に、ネージュは余よ裕ゆうの笑みで切り返したのである。




「それで、話とは何かしら？」

　居残った瀬戸と美希は差し向かいで話をしていた。部屋は完全遮しや断だん状態だ。

『私がキルシェさんに渡わたしたメールを、父は解読出来たのでしょうか？』

「……ええ」

　瀬戸は直ぐさま美希が何を言いたいのか察した。そしてそれは瀬戸の予想通りの内容でもあった。

「間ま違ちがいなく、貴女のお父様はメールのプロテクトを解除なさったわ。そして貴女の救出を止めたのは私。これで満足？」

『西南君が絡からむと、本当に面めん倒どうですよね。まあ、ここまで来てくれた事に関しては、とても嬉しかったのですけど、他の女目的ってのはちょっとね……といった所です』

　不服ながら、瀬戸の判断は不ふ可か抗こう力りよくだと認める、という事だ。それでも美希は瀬戸の答えに満足げに微笑んだ。

『それで一つお願いがあるのですが、よろしいでしょうか？』

　先程からの質問は、この願いを聞き入れて貰もらう為ための前まえ振ふりだ。

「もちろん、私で出来る事なら」

『では、白はく眉び鷲羽様を紹しよう介かいしていただきたいのですが？』

「…………」

　瀬戸は少し考え込んだが、すぐに通信モニターを起動した。

「鷲羽ちゃん、居る？」

『ん？　何か用かい？』

「こちらのお嬢さんがお話があるそうなの」

『ああ、すぐ行くよ』

　と、次の瞬間。

「お待たせぇ[image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

　関西舞ぶ台たいコメディーのようなやり取りの後、鷲羽は長距離転送ゲートを通って現れた。まるでそこのドアの陰かげに隠かくれていたような、そんな間合いだ。

『………………』

　さすがの美希もこの軽さには啞あ然ぜんとなった。かの伝説の哲学士、白眉鷲羽と会えるだけでも凄すごい事だ。当然、手続きやらで何ヶ月、下手へたをすれば年単位ですら待つ覚かく悟ごをしていたのに……。

『……そっ、そんなんで良いんですかぁ!?』

　思わず突つっ込まずにはいられない。

「ほらほら、時は金なり、っていうだろ。さっさと本題に入ろうじゃないか、美希・シュタインベック殿」

『……ハァ。実はこの情報をお渡ししようと思いまして』

　美希の提示したデータを見て、瀬戸は鷲羽の方を見、鷲羽は肯うなずいた。二人共、美希の提案内容については予想していたようだ。

『タラントのメモリー最高層域で見つけました。バックアップが在あるかどうかは確認出来ませんでしたが、私の方で隔かく離り、ドクタークレーもこれは見ていません』

「クッ……」

　瀬戸は笑い出しそうなのを堪こらえた。それはドクタークレーと同じ反応だ。

「ホッホォ…………ん！　間違いないようだ。よくやってくれたね、お礼を言うよ。それでお願い事とは何だい？」

『私の父を、鷲羽様の外弟で子し、末席の使いっ走りでも構いませんから使ってやっていただけないでしょうか？』

「でも博ひろ司し君なら今、アイリ殿んとこの工こう房ぼうに居るけど？　アイリ殿自体、私に弟子入りしているから、孫弟子の末席って事にはなってる」

『そうなのですか!?　それは知りませんでした』

「んじゃあ、この件に関してはキャンセルだね。他の希望がすぐに思い付かないんだったら、後日、いつでも構わないから、言って来るといい。それよりも……だ」

　鷲羽は懐ふところからボール型パーソナルスキャン『まん丸君（小）』を取り出すと美希クローンの頭に置いた。

「ミャウ？」

「福のクローンがどの程度か調べたいんだ。少し協力しておくれ」

　既に瀬戸の医い療りようルームでチェック済みだが、鷲羽ともなれば更さらに高レベルの診しん断だんが出来るのだ。そしてほんの数分で『まん丸君（小）』はデータを表示した。

「よし、何も変な小細工はされていないようだね。福を単純にクローニングした、教科書通りのレベルだ。これならあの子と同レベルの生体にするのも簡単だ」

『ちょっと待って下さい！　何の話をされているんです？』

「クローニングのお手本っていっても、中ちゆう途と半はん端ぱなコピーをそのままにしてるのは、我が慢まんならないんでね。ちょいとばかし改造を……」

『……ハア。ドクタークレーも似たような事を言ってましたよ。同じ哲てつ学がく士同士、似てるんですね』

　ニヤニヤと笑う鷲羽に対する軽い嫌いやみだったが、本人は気にも留めない様子だ。まあ鷲羽にとってはこの程度は日常会話。朝の挨あい拶さつ程度だ。

「クックック。中途半端は哲学士にとって最大のタブーだからね。そいつに関しちゃ、哲学士は全員同じさ。それより美希殿は一生、その身体からだで過ごすつもりかい？」

『えっ？　一応、別の身体に移るつもりですが……』

「フム……気の毒だがそいつは難しいね。その脳にあるデータを移動しても、美希殿と同じ記き憶おくを持ちながら、違ちがうアストラルを持った別人が出来上がるだけで、オリジナルはそのままだ。その脳を移植しようとしても、人の身体に繫つなげるには脳と神経系を、それこそ作り替かえるレベルの改造が必要だからね。そうなるとアストラル形態も、確実に変化するから、その時点で法的にも実質的にも完全に別人となる。……まあ、それでも良いというのなら、私が施せ術じゆつしてあげるけど？」

『そ、そんな……では私は一生このままで……？』

　さすがの美希もショックが大きいようだ。

「凄く可愛いけれどね」

『それは認めますが、元の身体に戻もどりたいんです！……このままじゃ西南君と……』

「鷲羽ちゃん、そんなに脅おどかしちゃ可哀かわい相そうよ」

　瀬戸も年相応の表情を見せた美希クローンがさすがに気の毒になった。

『！　私を騙だましたんですか!?』

　美希は真っ赤になって睨にらみ付けた。

「騙しちゃいないさ。美希殿が他の身体に移る、って言うからそのリスクを説明しただけだよ。それよりこいつをご覧」

　鷲羽が見せた映像は魎りよう皇おう鬼きの物だ。そこには猫ねこウサギから人型へ、人型から猫ウサギに変身する魎皇鬼が映っていた。

『これは……福ちゃんじゃない？』

「福の姉、魎皇鬼だよ」

『人に変身するのですか？』

「どうだい？　その身体を福レベルに強化、そいつをベースに、美希・シュタインベックの姿にもなれるってのでは不服かい？　もちろん記憶やアストラルはオリジナルのまま、女性としての機能は全すべて有している。子供を産む事だって可能だよん♡」

　鷲羽がニンマリと笑みを浮うかべる。これが鷲羽の提案する完かん璧ぺきな姿という訳だ。

『!!…………』

　美希は魎皇鬼の映像をジッと見つめていた。そのまま無言だった美希クローンのシッポがパタパタと動き出したのが鷲羽への返答となった。

「決まりだね。こいつに関しては、福を助けてくれたお礼と、面倒事に巻き込んだアフターサービスの範はん囲い内だから、あのデータの対価はゆっくり考えるといい」








10「再会のジレンマ」









「ああああああああああああ、どうしよう……どうしよう」

　美み希きの父、博ひろ司しはアカデミー外周リングにある、銀ぎん河が連盟事務局本部が使用する大型宇宙港、中央ビルの最上階区域、厳重な警備がされた一室に居た。そこには天てん女によや珀はく嶺りよう、ライレーザ達、アイリの工房関係者が集まっていた。

「少し落ち着いたらどうだえ？　それじゃあまるで産室の前でウロウロしてる父親みたいじゃないか」

「いいいいいい、いやいや、だって。美希にどういう顔で会ったらいいか分からないんだよ。どう話を切り出したらいいかすら分からないんだ」

「気持ちは分からないではないけどねぇ……でも、美希ちゃんも自分がピノッキオだったと知ってるんだ。あちらからの報告では、精神的には落ち着いているという話だし、素す直なおに無事に帰って来た事を喜んであげれば良いんだよ」

「そ、そうだよね」

「うん」

　ライレーザはニッコリと肯いた。それで落着したかに見えたが、

「いやいや！　ダメだダメだ。怖こわい！　一人じゃ無理！　お願いだライレーザ君。一いつ緒しよに付いていてくれないか。君の事を紹介しなきゃならないし……ね？」

　博司は再度うろたえ始めた。ライレーザは困こん惑わくした顔で博司を見上げ、少し離はなれた場所でその様子をそれとなく窺うかがっていた他の研究者、特に女性達は眉み間けんにシワを寄せて厳しい顔をしている。と、天女がやおら立ち上がり、博司の下もとにやって来た。

「博司君！　黙だまって聞いているつもりだったけれど、もう無理！　いい事、娘むすめさんは傷心の身で帰って来るのよ。君に言い聞かされて、信じていた事が揺ゆらいでいる状態なのよ！　それは分かるわよねっ!?」

「あっ……はい」

　博司は慌あわててピシッと背筋を伸のばして気をつけの体勢だ。

「それでも娘さんにとって、唯ゆい一いつ確かなのは、父親という存在よ。つまり君！　その唯一絶対的存在である君が、ようやく生せい還かんして帰って来てみたら、母親以外の女とイチャラブ状態でいきなり紹介なんかされたら、私だったら絶対に許さないわよ！」

　天女の言葉に、その場の女性全員が同時にうんうんと肯いた。
















「えええええええっ!?」

　博司はすがるように、天女にイチャラブ認にん定ていされて顔を赤らめているライレーザの方を見た。天女の言葉が真実なのか、彼女に確認しているのだ。

「まあ……私も同意見だね。美希さんが真実を知って、それを受け入れられるまで待つべきだと思うよ。一度ボタンのかけ違いをしてしまうと、あの年とし頃ごろの子は、長く尾おを引くからねぇ」

　その実例が雨あま音ねだ。それを間近で見て来たライレーザは諭さとすように言った。

「だっ、だって……怖いんだもん、美希」

「茶化したり、誰だれかに頼たよろうなんてした方が何倍も恐おそろしいよ。私としては彼女とは良い関係を築きたいからねぇ、まあ、頑がん張ばっておくれ」

「そ、そうだね」

　ライレーザに優やさしく頰ほおを撫なでられ、博司はようやく覚悟を決めた。

「それにしても時間がかかっているね」

　それまで会話から距きよ離りを置いていた珀嶺が、安あん堵どした表情でドアの方を見た。

「守かみ蛇だ怪けの扱あつかい、軍のスキャンダル、そしてＺＩＮＶジンブ……連盟のお偉えらいさんが頭を抱かかえるのも当然だもの。まあもうしばらくかかるかもね」

「それだったら、決着が付いてから呼び出してもいいと思うんだけどなぁ。経過観察したい案件が結構あるのに、ここに隔かく離り状態なんて時間の無む駄だだよねぇ」

「私達だけじゃないんだから我慢しなさい。これも仕事の内よ」

　天女達以外にも、今回の事件に関かかわった関係者は全員、重要参考人として銀河連盟に召しよう還かんされ、事情聴ちよう取しゆと今回の事についての細かな口外禁止事じ項こうを説明され、誓せい約やくをさせられた。そして事件の扱いについての結論が出るまで、ここに隔離されているのだ。もちろん外への通信は誰であろうと、どんな事情があろうと禁止だ。だからサーバーに繫いで仕事をする事も出来ないのだ。

「唯一の救いは食事が豪ごう華かで、お菓か子しや飲み物も食べ放題飲み放題、しかもそれはＶＩＰに出される御ご用よう達たし品って事だよね」

　すぐ側そばに開設されているドリンクバーには、ちょっとしたパーティかと思う程ほどの高級スイーツや菓子類が並べられている。

「アイリ様は駄だ菓が子し的なのが好きだから、あまりこういうのを買って来ないものね。贈ぞう答とう品は、みんなその事を知っているから安いのを大量、ってパターンが多いしね」

　たまにそれを知らない人が高級品を送ってくる事はあるが、大たい抵ていは一番貧びん乏ぼうくじを引く秘書さん達の慰い労ろうワイロ用として優先的に回され、工こう房ぼうには回っては来ない。アイリの工房職員ともなれば、かなりの高給取りだが、彼等は研究員でもあるので資料等にお金を使い、衣食住は後回し気味となるのである。

　フウッと珀嶺が小さな溜ため息いきを吐ついた時、

『お待たせ。移送許可が出たから準備を始めて』

　モニターに映ったアイリはそれだけ言うとすぐに消えた。

「やれやれ助かった」

　工房職員達は一いつ斉せいに立ち上がるとお菓子を二～三個ポケットや口に入れ、飲み物を持って指示モニターに誘ゆう導どうされて部屋を出た。

　　　　×　×　×

　港の最さい奥おうにある、旗き艦かんやＶＩＰ用の船を格納、整備する高機密ドックで、天女達はアイリの指示で、分ぶん離りした守蛇怪とＺＩＮＶの移送準備を行っていた。

　守蛇怪とＺＩＮＶはそれぞれに大型コンテナに入れられていた。そして更さらにはタラントの基地や遺い跡せきから持ち帰った資料が、超ちよう大型コンテナで数十基程、厳重な監かん視し態勢下で一つずつ、綿密に内容確認と入管手続きが行われている。もちろんこれからこのコンテナはアイリの工房へと運ばれるのだ。

「もっと待たされる覚かく悟ごをしていましたが、思ったよりは早かったですね」

「物が物だけにね、いろいろとあちこちで所有権を巡めぐって大おお揉もめだったんだけどね、途と中ちゆうで鷲羽わしゆう様が乱入して来ちゃったのよ」

「えっ!?　連盟のお偉えら方がたの前へですか？　それはさぞかし……」

　さぞかしパニックだった事だろう。

「生存の噂うわさは前々からあったし、守蛇怪の事もあるしね。ある程度の予想と覚悟はあったみたいだから、幸い心臓麻ま痺ひとかで倒たおれる人間は居なかったんだけれどね」

「あら、何だか少し残念そうですね？　でも倒れたりされたら、議事進行が延びるだけでしょう？　確かにお偉方の阿あ鼻び叫きよう喚かんは見み物ものでしょうけど……どう落とし前を？」

「鷲羽様が正式に守蛇怪の製作者を認知、これはもう本人から言われれば否定しようがないわ。もちろん所有者が西せい南な君だという事もね。ただ個人の持ち物としては力が大き過ぎるから、その代だい償しようとして各国を納なつ得とくさせる意味でも、守蛇怪の調査資料の公表」

「そんな事をしていいのですか!?」

　守蛇怪は鷲羽の最高傑けつ作さく。技術の粋すいを凝こらした機密の塊かたまりだ。

「あくまで調査しようとした連中の技術で採れるデータだけよ。殆ほとんどがブラックボックス状態なんだから、分かるのはせいぜい中央の居住区とブリッジ部分位よ」

「それだって結構な機密の塊ですけどね」

「フンッ！　下手へたに関わると鷲羽様の仕返しが怖いから、本気で協力しようって哲てつ学がく士は居ないわよ。福ふくちゃんがセットで初めて意味のあるモノばかりだし、それ以外なら、哲学士連中ならそれなりに持ってる技術だしね。結局、何も分からないも同然よ」

　福を調べようにも、彼女は人権を持つ身だし、今回の調査計画には入ってない。

「確かに……福ちゃんの件は、あくまでもタラントと取引した軍の暴走行こう為いですからね。守蛇怪を調べようという連中には、いくつかのつまらない革新的技術で満足していただこう、という訳ですか」

「どちらにしろパテントは鷲羽様が持ってるから、それで商売も出来ないしね。せいぜいこっそり自分達で使う程度よ。それでも守蛇怪自体を譲じよう渡としろって奴やつらも居たけれど、鷲羽様の請せい求きゆう書しよを見て黙り込んじゃったわ」

「どれだけふっかけたんですか？」

「譲渡に大国の軍備予算十年分、維い持じメンテナンスに毎年、その三分の一程」

「マッ、マジ？」

「ダイ・ダ・ルマー戦では皇おう家けの船との共同だけれど、たった一艦で数千の艦隊を無力化したのよ？　単純に破は壊かいするだけなら守蛇怪だけでも可能だわ」

　高レベルの攻こう撃げき能力、索さく敵てき電子戦せん闘とう能力、上位超空間航行能力、超大規模亜あ空間固定能力、つまり地球でいえば、戦艦、イージス艦、空母の能力を持ち、ジェット機並みの速度を持つ船という事になる。

「真しん剣けんに考えていた連中も居たけれど、単艦じゃあ、あまり使い所は無いもの。それなら西南君に持たせて、必要な時だけ依い頼らいすればいいって事になったわ。それに連中にはもっといい餌えさがあるもの」

「餌、ですか？　まさかＺＩＮＶ、とか言わないですよね？」

「あれは所有権が第一発見者の西南君にあるし、しかも福ちゃんと同じ人権を保証されるＡＩが居て、それが西南君をマスターとして認めているわ。さらに加えて大先史文明と、その起源となった文明の遺産でもあるのよ。最重要文化遺産、遺跡保護、史し跡せき指定やら何やら、各方面から既すでに凄すごい数の保護申しん請せいが出されているから、銀河連盟だろうと何だろうと、おいそれとは手が出せないわ。そうじゃなくて、あっちのコンテナの中にダイダロスのパーツとデータがあるのよ」

「ダッ！」

　天女は思わず声を上げ、慌てて口を押さえた。さすがにここで口にするには少々、はばかられる内容だ。

「……なるほど。それは守蛇怪よりも興味を持つかもしれませんね。タラントと取引していた軍の連中も、守蛇怪よりそっちを欲ほしがってましたからね」

　ダイダロスは大量生産可能な艦だ。高性能な物を造るのであれば、金をかけ手て間ま暇ひまかければ何とでもなる。哲学士に依頼すればダイダロス以上の艦を造る事は容易たやすい。問題はそれをいかに低コストで大量生産出来、しかも性能を落とさないように造れるかが重要なのだ。そのノウハウが一番重要なポイントなのである。

「それより西南ちゃんの扱いはどうなったんです？」

「軍のスキャンダル自体が無かった事にされたんだから、当然不問よ。あくまで守蛇怪は海かい賊ぞくが奪うばい、福ちゃんを誘ゆう拐かいした。西南君はそれを追つい跡せきして本ほん拠きよを特定、軍と協力の上で基地とダイダロスを壊かい滅めつした。つまり勲くん章しようモノの活かつ躍やくって事ね」

「独断専行と不ふ可か侵しん宙域への無断侵しん入にゆうの問題はどうなります？」

「西南君はそれまでの功績もあるし、それが罰ばつせられるなんてなるとＧＰだけでなく、銀河連盟のお偉いさんの責任問題にもなるわ。それに結局は、海賊の巣になっていたんだから、領有権を主張している国も管理責任を追つい及きゆうされるから、強くは言えないでしょうね。それ以前に不可侵宙域とか領有権主張すら出来なくなる可能性があるのよ」

「えっ！　どういう事ですか？」

「ＡＩとＺＩＮＶの存在よ。ＡＩはアストラルを持ち、人権を保障された存在、ＺＩＮＶはまだ正確な事は分かってはいないのだけれど、皇家の樹きと同じモノで間ま違ちがいない。つまり高度知性生命体だから人権があるわ」

「あっ！　それではあの二人が先住民族になるかもしれない、という事ですね。しかも少なくとも惑わく星せい間航行能力を持つ……」

　つまり不可侵宙域となっている惑星は、ＺＩＮＶとＤが領有権を主張すれば、そちらが優先権を持つという事だ。しかも惑星間航行能力を持つのなら、太陽系丸ごとがその範はん囲いとして認められる可能性が高い。かてて加えてタラント戦で見せた力をもってすれば、領宙の防衛も可能だ。もちろん単たん騎きなので、実際に広大な宙域の防衛などは不可能だが、攻撃側に回れば、マイクロブラックホールを操あやつり、数々の超兵器、超空間に手を突つっ込むという非常識さから、単騎でも敵の本星を壊滅する事が可能だ。それは取りも直さず十分な抑よく止し力りよくを持ち、独立した国であるという事となる。そしてＤとＺＩＮＶが西南をマスターと決めたのであれば、西南はいわば自国に入っただけ、となるのである。

「自分の家に不法侵入なんて有り得ないものね」

「……うわぁ……西南ちゃん、あそこに国が創つくれちゃいますね」

「まあ、あの子の場合、もっと凄い事にもなりそうなんだけどね」

　アイリは独り言のように呟つぶやいた。

「は？」




　博司は天女達と別れ、先さき程ほど居た中央ビルの別の一室に居た。そして彼の目の前には美希クローンが博司と向かい合わせで立っていたのだった。

「美希……かい？」

「ミャウ」

「…………」

　事前に知らされていたとはいえ、博司の心境は複雑だ。それでも天女やライレーザ達女性陣じんにいろいろとアドバイスを貰もらっているので、大きく深呼吸をして心を落ち着けた。

「よく帰って来たね」

　博司はそう言うと、美希に近付きそっと抱だき上げ、その胸で優やさしく抱き締しめた。

「ミャウ……ミャアアアアアアアアアアアアアッ！」

　タラントやドクタークレー、瀬せ戸とや鷲羽とも気き丈じように渡わたり合って来た美希が、ようやく安心したのだろう、博司にしがみついて泣き始めた。

　走そう馬ま燈とうのように博司の脳のう裏りに昔の事が思い出された。母を恋こいしがって泣く美希を何度、こうやって慰なぐさめた事か……。しかも架か空くうの母の話で、何度噓うそで噓を塗ぬり固めて来た事か。その虚きよ構こうが美希にとっての真実だった事、タラントに拉ら致ちされて真実を知った美希がどれ程傷付いたかを思うと、自己嫌けん悪おも極きわまれりだ。なのにこうして博司の胸で泣いてくれる美希を思うと切なく愛いとおしい。と、同時にライレーザを同席させた時の事を考えると心底ゾッとし、それを止めてくれた天女達に感謝した。

「ごめんな」

　博司もポロポロと涙なみだを流し、ずっと美希の頭を撫なでていた。

　　　　×　×　×

　いつしか美希も泣き止やんだが、博司はそれでも美希の頭を撫で続けていた。

「……ミャ」

　思いっきり泣いて落ち着いた美希クローンは、さすがにこの状態が恥はずかしくなったのか、『もう十分』とばかりに博司を見上げて鳴いた。

「ああ、ごめんね。それにしてもずいぶん可愛かわいくなったねぇ。ああ、もちろん前も凄く可愛かったけど……」

　ここが博司の博司らしい所だが……。美希クローンを抱き上げてチラッと性別を確かく認にんしたのだ。

「ああ、良かった。ちゃんと女の子なんだねぇ」

「……ミャ」

　グッ！　ガリッ!!　っと、美希クローンはにこやかな無神経博司の顔に、思いっきり爪つめを立てると、顔を横断するように引っ搔かいた。

「んぎゃああああああああっ!!」

　部屋中に博司の悲鳴が轟とどろいたが、まあこれは自じ業ごう自得というものである。







「あれ……『始祖なる巨きよ神しん』よね？」

　薄うす暗ぐらい部屋で珀はく蓮れん達四人は、集まって話をしていた。

「ええ、あの姿、あの力……少なくとも今まで発見された物の中で一番、伝承に近い御お姿をしているわ」

「始祖たる二柱。その残されし一柱。まさかそれが目の前に現れるなんて」

「ねえどうする？」

「待って。まだそれと確定した訳じゃないわ」

「守蛇怪とリンクした力を見たでしょう？　あれは第二世代なんかじゃない……少なくとも私達が必要としたモノだわ」

「……ねえ、あれと共にあちらへ帰るの？」

「翠すい簾れん？」

「それで後こう悔かいしないの？　たぶん私達にとって、それが一番大事な事」

　それまで沈ちん黙もくしていた翠簾の言葉に、全員がお互たがいの顔を見た。

「…………」

　その後、沈痛な面おも持もちで俯うつむいた彼女達が言葉を発する事はなかった。











【天地無用！ＧＸＰ　第十三巻・了りよう】










あとがき









注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その10






　皆みな様さまお久しぶりです。

　西せい南な君の真ヒロインである、美み希き・シュタインベックです。

　あの変態クズのクソ野や郎ろうのせいで途と中ちゆう退場を余よ儀ぎなくされてしまい、危あやうく永久退場する所でしたが、それを回かい避ひ出来た理由が、困った父のおかげだったという事実は、実に複雑な気分です。まあ私の生誕の秘密と過去に何があったかは、これから聞き出してとっちめなければならないでしょうが、アストラルを持つＡＩを創つくった段階で、それを秘ひ匿とくしていた事を考えると、あの父の事ですからどうせロクな理由ではないと思います。とにかく危機を脱だつした事に関しては感謝をしましょう。

　あの愛らしい身体からだから、けったクソの悪いタラント基地のメインコンピューターに移動した後もいろいろとありました。無理矢理、あの変態に協力させられていた人達の脱だつ出しゆつを手伝ったり、変態の秘密を探さぐって、慰い謝しや料りようをせっせと徴ちよう収しゆうしたりと、まあそれなりに忙いそがしい日々ではありましたが、変態とその仲間達の巣そう窟くつなので、不ふ愉ゆ快かいな事の方が多かったように思います。脱出した人達に付いて行ければ良かったのでしょうが、私のアストラルが何度コピーしても移動出来ませんでしたので仕方なく残留した訳です。まあおかげで西南君との感動的な再会と、あの変態の最後が見られたのはラッキーでした。さっさと寝ね坊ぼ助すけのＺＩＮＶとＤが起きて助けてくれていれば、とも思いましたが、結果的には全すべてが丸く収まりましたので良しとしましょう。

　さて、私は変態基地のメインコンピューターから逃にげ出す為ために、福ふくちゃんのクローン体へと移動せざるを得ませんでした。しかし自由に動ける事の素す晴ばらしさは、言葉では言い表せないものです。大型のコンピューターに繫つながった端たん末まつにより、知覚が膨ぼう大だいに膨ふくらんだ感覚も確かに素晴らしいモノでしたが、そこから入って来る情報が、あの変態共に関するモノですから、クソ程ほどにも役立ちませんし、不快な気分になるだけです。とにかく部分的な記き憶おく消去も考えています。

　さて鷲羽わしゆう様から、クローン体から人間体に移るのは不可能、そう聞かされた時はショックでしたが、クローン体を生体強化すれば完全な人への変身も出産すら可能と聞かされ、本当に安あん堵どしました。と同時に、ビースト形態も維い持じ出来ると聞いて、正直嬉うれしい気持ちもあったのです。

　実はこのビースト形態、けっこう楽しいので気に入っているんですよね……。

　先まず身体が小さく目線が低いので、巨きよ人じんの国にでも迷い込んだようで面おも白しろいですし、身体能力が高いので高い所へ移動すれば視点が変わり、部屋の中ですら冒ぼう険けん気分です。それはまるでアスレチックアトラクションのようでワクワクします。観葉植物は巨きよ大だい樹、キッチンの流しはプールに、ソファーは超ちよう巨大なベッドかトランポリン。小さなクッションですらキングサイズのベッドになります。本当に人間サイズには何でもない、ちょっとしたスペースが面白空間となるんです。

　そして何と言っても、その解放感たるや素晴らしく、裸はだかのまま締め付ける下着も服も必要ありませんし、化け粧しようも無し。床ゆかに大の字に寝ね転ころがってお昼ひる寝ねをしていても叱しかられる事もありませんし、だらしないとも思われません。ちょいと『ミャア』と鳴けば相手は頰ほおを緩ゆるませて笑え顔がおになります。ああ素晴らしきかなビースト形態！

　もちろん人型に戻もどれるようになれれば、おしゃれをして西南君とデートにも行こうと思っています。他ほかにもやりたい事はたっくさん有ります。とにかく、あのクズ変態のせいで出来た、西南君との空白期間、霧きり恋こさん達との差を埋うめなければね♡








終わり
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　すみません。前回あとがきで第一部が完結すると書きましたが、終わりませんでした。というか、いろいろと山盛りてんこ盛りにした結果、予想を遥はるかに上回る分量。あれよあれよという間に、凄すごい事になってしまいました。

　実は前回のあとがきを書いている時点では、一冊にする分量が足りなくなってしまうのではと、少々、焦あせっていました。そして何を足そうかいろいろと考えていたのですが、全くの杞き憂ゆうでした。それどころか必要なエピソードを書いていく内にどんどん膨らむ一方の分量に、違ちがう意味での焦りが……。これだけ冊数を重ねて来たというのに、いまだ分量の予想が全く出来ないとは困りものですが、予想外に美希というキャラクターが強くてタラントがしぶとかったという事です。

　今回、美希の復活劇というのも重要ですが、ＺＩＮＶの登場には、個人的に一ひと方かたならぬ思いがありました。二回あったアニメでのＺＩＮＶ登場シーンは、いろいろな制約もあり正直、ちょっと不本意なモノでした。でも今回の小説では、それなりに満足のいく形に出来たのではないかと思っています。正に『三度目の正直』といった所です。




　と、いう訳で次こそ間ま違ちがいなく第一部完結です。現段階で本文は完成しておりますので確実です。第二部への導入にもサプライズを用意しておりますので、お楽しみに。
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